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　　　アルメリナの☆マッチングＳＮＳロビー







　東とう京きよう六ろつ本ぽん木ぎ、魔ま法ほう離り殿でん。

　都心一等地を直径一キロほど抉えぐり取とった緑の楽園には、白亜の館がある。同じ棟でも主人、使用人、客人はそれぞれ絶妙に別々の通路を歩き、間近にありながら決して交わらない造りになっていた。この辺りは複雑に入り組んだテレビ局などにも通じるかもしれない。

　そして、そんな魔ま法ほう離り殿でんの、使用人用生活スペースの一室。

　つまり浴室で、大中小三人のメイドが今日一日の疲れを取っている時だった。

「ハイそこで唐突にご主人様がどーん」

「ぎゃああっ!?　おっ、おっ、お嬢様!?」

　突然やってきて倒れ込むように広い浴槽へ飛び込んできた長い黒のツインテール少女に、一番背の小さなメイドの悠はる花かが絶叫する。

「うわああまたまたお嬢様の髪のケアをしないと。ええとモイスチャークリームにエクストラバージンオリーブオイル、後は椿つばきのエキスも……」

「あら。何だか美味しそうな髪になりそうね」

「むしろ崩れては描き足していく大聖堂の壁画の修復みたいな有り様ですよっ!!」

　思いっきり湯面に長い髪を広げている少女は気にした素振りも見せない。

　背は普通でスポーティな次女の密花みそかはセミロングの髪をヘアゴムで束ねた後頭部を湯船のへりに当てたまま、呆あきれたような顔で、

「まぁたお嬢の悪い癖か。でも今回は早かったな、発作のように表れる寂しくて死んじゃう病は大体月一くらいのペースだろ」

「生い立ちが生い立ちだから甘えさせても構わないのではなくて。ただし嬢、前から言おうと思っていたけれど、お風呂に入る前にまず体を洗いなさい。マナー違反よ」

　お風呂の時も家庭教師メガネを外さない（胸の）一番大きな色いろ花かはやんわりとたしなめるが、大した効果はないだろう。タオルで丁寧に長い髪をまとめる色いろ花かと違い、そもそも彼女達の主人は真っ赤なドレスのまま東あずま屋やのジャグジーに飛び込んでストレス解消する困った少女なのだ。

　いつものように仰向けで湯面に浮かび、慌てて悠はる花かに要所へタオルを掛けてもらいながら、ツインテールの少女は何かを操作していた。

「ぶふっ!?　スマートフォン！　乙女の柔肌盛りだくさんなお風呂場にカメラのついた通信機器なんて持ち込まないでくださぁい!!」

「相手はアルメリナだから大丈夫よ。あまりに潔癖過ぎて桜さくら田だ門もんにもいられなかったっていうゴリゴリの公僕らしいし」

　やや対応が生返事なのは、おそらく画面の中の問題と向き合いながらの会話だからだろう。

　画面の向こうのキャリアウーマンは語る。

『でさあ、私も始めてみた訳よ、例のナンスカグラム。ネット上でステータスを高めておくと【迷めい宮きゆう】探たん索さくで【パーティ】組むのも手間取らなくなるって耳にしたからさ』

「ふむふむ。ま、宿屋街の酒場にずっと張り付くっていうのもね。私達がグランズニールにいられる時間は一回につき数日がギリギリだから、余計な手続きは全部こっちで済ませてから異世界に行って、限界まで【迷めい宮きゆう】に集中したいっていう気持ちは分かるけど」

　現実世界とグランズニールでは、人は目鼻立ちも職業も全く変わる。だからと言って、人間関係までゼロからやり直しとは限らない。

　学校や職場で気の合う仲間がいれば一緒に【サインイン】すれば良いし、ネット上で普段とキャラを変えて人材募集しても構わない。当然、グランズニールで出会ってリアルの連絡先を交換する事で繫つながりを得る事もある。虚も実も使い放題なのだ。なので、実生活ではうだつの上がらない予備校生がネット上で演じる英雄通りのキャラでリーダーを務めたり、知らない内にお忍びで目鼻立ちを変えたアイドルや某国の姫君と一緒に【迷めい宮きゆう】に潜っている事もある。

　リアルでもネットでも良い。とにかく繫つながりは馬鹿にできない。

　……まあその結果、軍隊崩れの【エルキアド】や過激な宗教系の【教団】なんていう厄介な【ギルド】も生まれるから、必ずしもプラスばかりではないのだが。

『そこで相談なんだよー家から一歩も出ずにネットを駆使して【パーティ】組んでる人間みのむしを師匠と呼びたいんだよ分かるだろー？』

「あァっ!?　誰が人間みのむしだ！」

　籠の鳥の納税者を無視して、画面の中のキャリアウーマンはこう切り出した。

『何しても「イイヨ！」が三つ以上増えないんだ。どこがいけないのか教えてくれませんかね？　もう寂しくて死んじゃうよう』

「どれどれ、貴女あなたのページってどこ？」

『これだよ!!　七〇億どころか身内さえチェックしてねえとかどうなってんのー!?』







　ツインテールの少女が白亜の館を出ると、外は都心とは思えないほど静せい謐ひつな夜だった。

　魔ま法ほう離り殿でんの敷しき地ちは直径一キロほどの円形。つまり円周率およそ三（笑）と考えると、一周で三キロ程度になる。ぐるぐる回ればちょっとしたジョギングになる。

　……先日の悪魔ツェリカの件では振り回されっ放しだった。ぶーぶーの心を守り抜けたとも思えない。反省の意味を込めて、体を作り直している真っ最中であった。

　高い塀に沿って『再び』走り出す少女は、しかし手にしたスマホにうんざり声を投げていた。

「……あのねアルメリナ」

『おうどうだった？　一応これでも私の好きなものずらっと並べたつもりなんだ。出し惜しみなし！　写真だってこの短期間に二〇〇枚以上放出してるんだぞ。頑張っているんだ！　七〇億人に繫つながるネットに公開して「イイヨ！」が三つ以下っておかしくない!?』

「その写真、片っ端から貴女あなたの顔が黒で塗り潰されているのは何故なぜかしら……!?」

『えっ、だって仕事の関係で顔なんて公開できないし？』

「プロフィールの方も、氏名（不明）性別（不明）年齢（不明）学歴（不明）職業（不明）好きな食べ物（レアチーズケーキ）……何なのよこの黒塗りの山は!?　私は触れてはならない機密文書でも読んでいるのか!?」

『仕方ないだろ私は警察の中でも手出しのできない特殊捜査をするために退職警官や自衛官ばかり集めた探偵事務所に勤めているって事になっているんだから！　あっあと全部黒塗りじゃないっ、ちゃんとレアチーズケーキは書いたし！』

「……その謎の甘党が、地下の射撃演習場でガトリングぶっ放して喜んでいる日記を私達はどう受け止めれば言い訳？」

『あっ、すごいだろそれ！　自衛軍のよしみでさ、富ふ士じの地下に招待してもらえたんだよ！　いやあ日本人が手持ちで一分一万二〇〇〇回転させたのなんて私も含めて三人くらいじゃないかな？　酒場に溜たまっている横よこ須す賀かの海兵隊なんかも話聞いただけで目を丸くしていてさー』

「だからそういう『裏』がきちんと説明されないと何にも分からないと言っているの！　ページを見ているだけだとただ素性の不明な危険人物が自宅の地下に造った秘密基地で得体のしれない重火器を乱射して悦に入っているようにしか見えないのよ！」

　ええー？　といまいち緊張感のないキャリアウーマンの声。

（何やらニヤニヤが止まらない）色いろ花かにオススメされるがままに纏まとっていた最先端の『トレーニングウェア』とやらを翻ひるがえし、ツインテールの少女は息を吐く。

「……アルメリナ、私達は動画共有サイトでネタ動画をアップしている訳ではないのだから、そもそも日記に大事件なんていらないのよ」

『そんなんでどうやって注目を集めろっていうんだ。もう「イイヨ！」が四捨五入で〇になる日々は嫌だよ。その辺のたんぽぽ撮ったコメントなしの写真だって一〇〇くらいいってるの見ると私は哀かなしくなるんだよ』

「ほら泣かないのお巡りさん、自然体で良いのよ。ナンスカグラムで【パーティ】メンバーを集めるのよね。試しに私が写真を上げてみるから参考になさい。素顔を隠したままでも人と仲良くなれる方法なんていくらでもあるわよ」







「なっ!?」

　そして遠く離れた場所で、ガタンと椅子が揺れる音が一つ。タイトスカートのスーツを着たメガネのキャリアウーマンは自前のスマホに目を落としていた。

（な、何だこりゃあ、天然か？　これが最先端のウェアですって言われてそのまま愛用してんのか、裸の王様ならぬお姫様は！）

　知り合いのページにはこうある。




（写真）

　夜のジョギングコースで全身汗だくの黒髪ツインテール少女が、吐く息も荒く頰を赤らめ、真っ赤なブルマの体操服を纏まとって横に広げた掌てのひらを目線で隠し、口元でうっすら微笑。




（コメント）

『どなたかちょっと【迷めい宮きゆう】までご一緒しませんか？　フレンド募集中☆』
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　アップロードから五分で『イイヨ！』は六〇万件を越えていた。なんかもう明らかに日本語じゃない言葉まで混じって、ワールドワイドなお祭り騒ぎになっている。

　キャリアウーマンの努力は、二〇〇枚を越える写真の山は、五分で追い抜かれて吹っ飛んだ。コメント欄にある『意外と胸ありますな』『グラビア気取って写真上げるならここが最低ライン』『プロアマとか関係ない。これ以下に資格ナシ』などなどの文章を死んだ目で追い駆ける。自然とタイトスーツの女性は両手で自分の胸元をスマホ操作よりも軽めにさすってみた。

　うっすーい（笑）。

「……、」

　そしてこの日、口をへの字にしたキャリアウーマンは普段手を出さないテキーラを始発が出るまでお店で吞のみ続けて、ご年配のマスターを滅法困らせたという。

「結局ネタ写真じゃねえかバカヤロー!!」

「お客さん、もうその辺りにした方が」

「うるへーお冷を置くにはまだ早い。倉庫にあるテキーラ全部持ってきょい、六〇万本吞のむまで店出にゃいぞー！」













　　　第一章　タワーディフェンス！







　　　　　１




　強きよう靭じんな筋肉の上からでっぷりとした脂肪を張り付けた四メートル弱の巨体、人身豚面の【イベリコオーク】のぶーぶーが頭上の枝から黄色い果実を毟むしっていると、近くの清流で見知った顔が釣つり竿ざおを振っているのを見かけた。細い鎖で作った四角い枠を空中にいくつも表示させているから、何かしらの小難しい【魔法】に頼ってお魚の動きを読んでいるのかもしれない。

　真剣極まる表情で水面を見ながら、彼女は口の中で難しい事を呟つぶやいていた。

「……どうやったって小顔が正義なのは間違いない。だとするとやっぱりキーは遠近法か？　こう、カメラの前にピースを二つ伸ばして、顔を後ろに引くとだな、こうか、閃ひらめいたっ、これが勝利の方程式！　この角度だろおーふっふっふ……」

「ぶー、一体どうしたアルメリナ。でっかい箱なんかに腰掛けて」

「のぶれあひるぐちでらべっちゃ!?」

　ぶーぶーの言う通り、緑色の【殴おう僧そう侶りよ】は椅子代わりにしていた鍵付きの大きな宝箱から、びくーん！　と空気椅子スタイルで飛び上がった。顔が全部ユデダコみたいになっている。

「みっ、見てたのか!?　いや違うっ、まだ私は昨日の酒が残ってて。いやあウコンも効かないとかいよいよ私大丈夫かなあ痛たたた！　ほんとに頭の芯に二日酔いが残ってやがった……」

「つまり全体的にどういう事？」

　宝箱は山や森には生えていない。どこかから肩で担かついで運んできたのだろう。物理特化で鉄球や大おお槌づちを振り回すアルメリナなら苦もないはずだ。

「まあ色々事情はあるんだが……ぶーぶーの方は？　今日も食べ物探しか」

「ぶーぶーな、今日は【ノラウシ】のお乳を狙ってみようと思ってる」

　牛の乳と言う割に、ぶーぶーが集めているのは人の頭くらいの黄色い果実だ。首をひねり、二日酔いが残る頭に顔をしかめたアルメリナだが、直後に答え合わせの時間がやってきた。

　ガサガサバキバキ、と木々の折れる音が巨大な何かの接近を告げている。危険な匂いに、思わず【殴おう僧そう侶りよ】も釣つり竿ざおを放り出して宝箱から腰を浮かせた。

「アルメリナ、【ノラウシ】は気性が荒いから注意しないといけない。メスはツノ丸まってるけど、油断してると一突きで吹っ飛ばされる」

「えっ、ぶーぶーの巨体でもか？」

「でも大丈夫、あいつは【ほろよい果か肉にく】があれば大人しくなる」

【イベリコオーク】の言った通りになった。

　あちこちの木々をメキメキ倒しながらやってきたのはちょっとした軽自動車くらいの馬鹿でかい哺乳類だったが、ぶーぶーが地面に投げた黄色い果実の匂いを嗅いで齧かじった途端、ふらふらと挙動がおかしくなってそのまま横倒しに寝転んでしまったのだ。

　ぶーぶーは傍かたわらに置いていた、井戸に落とすような片手持ちの木の桶おけを拾って、

「ああなっちゃえばもう暴れない。今の内にお乳を搾っちゃうのがポイント」

「あ、ああ、ああああああ……」

　アルメリナの見ている前で、ぶーぶーの大きな手が放り出されたままの大きな乳を無造作に摑つかむ。意外と慣れた手つきでびゅーびゅー。どうも自然発酵でアルコール化する果実を利用しているようだが、何やらカァッと顔を赤らめる【殴おう僧そう侶りよ】が気にするのはそこではなく、

「だっ、ダメだからなぶーぶー！　こ、これ、女の子にこんな扱いっ、居酒屋とかでやったら絶対アウトなヤツだからな！」

「ぶー？　イザカヤって何だ、難しいお星様のお話？？？」

「あっ、危ねえっ、私だってひょっとしたら昨日あのまま酔い潰れてどうなっていたか分からなかったのか。ほんと自重しないと……ぶつぶつ……」

　不思議そうな顔のぶーぶーが一通り作業を終えると緑色の葉っぱを千切って【ノラウシ】の鼻に近づけた。パチパチ瞬きする巨大な哺乳類が再び起き上がり、ふらふらと森に帰っていく。

「ぶーぶー、今のって？」

「ん。あれは【ぱっちりミント】、酔い覚まし。あのまま寝かせておくと【人じん狼ろう】とかに齧かじられちゃうから、ちゃんとケアしてあげるのができるぶーぶーのマナー」

　う……とアルメリナはわずかに動きを止めた。

　ややあって、彼女は目を逸そらし、何か白状するように小さく言った。

「……すまないぶーぶー、その葉っぱってまだストックあるか？」

　人差し指と人差し指を合わせてごにょごにょおねだりした時だった。

　もー、よりは、めー、に近い甲高い鳴き声が彼らの会話を断ち切る。二人して目線を落とせば、まだ毛並みの模様もしっかりしていない仔こ牛うしが三頭ほどぶーぶーの足元にすり寄っていた。

「こいつら【ノラウシ】の子供みたい。置いてきぼりになってる」

「つか、ぶーぶーが搾ったミルクの匂いにつられてるんじゃね？」

　困ったようにおろおろ両手を宙にさまよわせるぶーぶーだが、お腹なかを空かせた仔こ牛うし達たちは傍そばを離れようとしない。酔い覚ましをもらったとはいえまだまだ本調子ではない母牛はこちらに気づいて戻ってくる様子もないので、このままだと本格的にはぐれそうだ。

「ぶー、こうなったら群れまで連れていくしかないかも」

「えっ、どこの子かなんて分かるのか？　野の良らなんだろ」

「ぶーぶーのお鼻を舐なめてはいけない。【宝石トリュフ】も【木の洞はちみつ】もみんな探し当てる。こいつらのお母さんくらい楽勝なんだ」

　が、そこでチリチリとうなじに刺さるような野生の殺気が迫る。

　ずん……!!　と森全体が震動した。脅おびえる仔こ牛うし達たちがぶーぶーやアルメリナの足元に寄っていく中で、周りの木々を倒して現れたのは小さな丘に匹敵する威容。ライオン、蛇、山羊やぎが複雑に混ぜ合わさったような怪物。見上げて、アルメリナが鉄の杖に似た【兵へい輝き】を摑つかみ直す。

「【キマイラ】かよ、それにしたってデカい……!!」

　こいつは雑食だが、気が荒れると食べる以外に憂うさを晴らす目的で獲物を小突き回す事で知られている。嚙かみ付つくための牙がなく、そう簡単に死にもしない、大型の草食動物が特に狙われるのだ。狙いは酔った母親か。そのためなら子供の悲鳴でも利用するかもしれない。

　対して、ぶーぶーはミルクの詰まった片手持ちの桶おけを黒土の地面に置いた。もーともめーとも、弱々しく震えて親を呼び続ける仔こ牛うし達たちをチラリと見て、

「アルメリナ。こいつを見張っておいて。仔こ牛うし達たちが勝手に舐なめたりしないように」

「おいおい、どうすんだぶーぶー」

「ぶー。食べるために命を奪うのは仕方がない事。でもあいつはそうじゃない」

　丸太か鉄骨と見紛う巨大な【兵へい輝き】を腰から抜き、ぐるんと軽く回して、彼は【キマイラ】の鼻先へと突き付ける。ミルクを拝借し、仔こ牛うしを庇かばう漢おとこの中の漢おとこはこう宣告した。




「間が悪かったな。あれはぶーぶーの獲物だ、お前が勝手に手を出すな」




　　　　　２




【ぱっちりミント】は二日酔いにもある程度の効果を発揮するらしい。随分体調の良くなったアルメリナに、片手で大きな桶おけの取っ手を摑つかむぶーぶーが質問してきた。

「アルメリナはどんな用事？」

「ああ。宿屋街で世話になってる金庫番が不調でさ。鍵を全部交換するから、終わるまで荷物は預かれないって。だから【迷めい宮きゆう】の奥に潜って仕掛けの複雑な宝箱を拾ってきたトコ」

　人間は【ゲート】を使って地球とグランズニールを自由に行き来できるが、人間以外の物資は難しい。そして長期滞在すると心身が不調をきたすため定期的に地球へ戻らないといけない以上、グランズニールに残したお宝は手放しになってしまう。

「とはいえ宝箱の鍵だけだと不安なんだ。ぶーぶーの家の近くに埋めさせてくれよ。わざわざあそこを掘り返そうとするヤツはなかなかいないと思うし。人間にしても、野生の獣にしても」

「そういう事ならぶーぶーは構わない。誰にでもヒミツのお宝はある」

　ちょっと気になる発言だったが、直後にそれどころではなくなった。彼女が担かついでいる大きな宝箱を、ぶーぶーが空いた手でひょいと持ち上げたのだ。

「じゃあこれぶーぶーが持ってやる」

「おっ、紳士だなぶーぶー。この私にそういう気き障ざな事言い出せる男はなかなかいないんだぞ」

「ぶー？　シンシって何だ？？？」

　そんな風に言い合いながら、山の中腹にあるぶーぶーの葉っぱの家まで向かう。

「ベアトリーチェとフィリニオンには【すっぱいブドウ】を頼んでいたから、もうすぐ帰ってくるはず。すっぱい果汁をお乳の桶おけに入れると固まって保存が効くから便利。革袋の水筒に入れて川の水で冷やしておくと美味しい」

「へえ、クリームチーズみたいな感じかな。私もレアチーズケーキは好物なんだ」

「たくさんできるし長持ちするから、みんなで食べたら良い」

　意外なグルメ話も出てきたが、アルメリナの本題は私物を詰めた宝箱を埋める事だ。葉っぱの家に一度引っ込んだぶーぶーとは別れ、表を物色してみる。

（……やっぱり畑の方かな。土も柔らかそうで埋めるの簡単そうだし）

「ぞなぞな」

「うっ、畑に【ブレイクニュース】が刺さってやがる!?」

　あらゆる【マンドラゴラ】の頂点、【イレアナ】。同格の妖よう精せい達たちの女王からはエロ人にん参じんとか呼ばれている褐色の美女が胸の下まで土に埋まり、砂すな風ぶ呂ろでも堪たん能のうするようにほこほこしていた。

　他人の目に触れる場所には宝箱は預けられない。仕方がないので、アルメリナは葉っぱの家を挟んで畑の反対側に向かってみる。

　日当たりは悪く、大きな石がゴロゴロしている立地だった。ひょっとするとぶーぶーが畑を耕した時に邪魔者の木の根や石をこちらにまとめたのかもしれない。

（……けど、不人気ってのはモノを隠すには好都合か）

　宝箱を地面に置き、念のために鍵の調子を確かめるアルメリナ。年中無休で超重量のメイスだの鎖付き鉄球だの振り回している印象があるかもしれないが、物理運動系が得意という事は対象をミクロに絞れば鍵開けなどの精密作業にも手が届く。

「さて」

　アルメリナは大きなスリットの入った明るい緑色の僧服からアイスピックに似た道具を何本か取り出すと、【魔法】の光のガイドに従って、宝箱の鍵穴ではなく蓋と箱の隙間へと滑り込ませた。金属のツメを引っ掛けるような硬い感触が道具から手首に返るのを確認してから、トドメにＬ字に折れた工具を鍵穴に挿してレバーの動きでひねる。

　まるで本物の鍵を使ったようにあっさりと開いてしまった。

「……やっぱりこうなるか、マスターキーめ。だから完全には信用できないんだよなあ」

　自分の技術の高さは棚に上げて、【殴おう僧そう侶りよ】は呆あきれたような声を出していた。

　ちなみに、中身については得体の知れない武器や機密文書ではない。

　もふもふしたウサギのぬいぐるみ、猫のキーホルダー、ヒヨコのマグカップなどなど。

　つい先日までお世話になっていた、【調合】系の依頼に強い宿屋街の【シスター】を思い出しながら、アルメリナはこんな風に呟つぶやいていた。

「いやあ、こればっかりは絶対に誰にも見せられないなあ……」

　だっていうのにいきなり背後の茂みがガサリと音を立てた。びくーん！　とアルメリナの肩が跳ね、秘密がいっぱいの宝箱を体当たりするように全力で閉めて振り返る。

「だっ誰だ!?　ぶーぶーか、それともベアトリーチェか！　いや違うこれはそういう文化風俗を知る貴重な資料で研究活動の一環がええい【黒曜石の歯車・中】を五枚までなら出すからくそお自撮りの練習タイムに続けて二回目かよしっかりしろ私ぃ───!!」

　プレゼン資料をプロジェクターで壁一面に映したつもりが秘蔵のコレクションを出しちゃった並みのお見苦しい窮地に立たされた公僕だったが、予想に反してこっちを見ていたのは【イベリコオーク】でも赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】でもなかった。

　茂みの奥から済まなそうに頭を搔かいて立ち上がったのは、

『すまん、見ちゃった』

「ぎにゃーっ!?　白骨死体がしゃべってるうー!!」
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　一方、ぶーぶーの葉っぱの家の屋根には、真っ二つに割った【バケツダチョウの大おお卵たまご】の殻を逆さにして天井を作り、木の枝で入口部分だけ持ち上げたものが置いてあった。

　中には大量の蒸気が籠っており、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちの本格的なサウナになっている。

　サウナは内緒の相談場所だ。正確には、人を呼び出しておいていつまでもゴニョゴニョ言い淀よどまれると面倒だから、余計な事考える頭を奪って全部吐かせてやる……という文化らしい。

　でもって今、大おお卵たまごのサウナで美容効果も謳うたわれる【激げき甘あま大おお葉ば】をバスタオル状に巻いて人間ロールキャベツと化しているのは、葉っぱの家に居い候そうろうするメリディアーナと妹のアリスだ。

　ちなみにメリディアーナの葉っぱは赤、アリスは黄色である。料理に使うのはもっと大きな葉が好まれるが、体に巻く場合は小さめの葉を狙う。そして葉の熟し方で甘みが変わるため、この辺りは肌の相性や好みに合わせて細かく調整するのが通のやる事であった。全体的に掌てのひらに似た形の葉っぱなので、ロールキャベツ状にしても巻き方に少々工夫がいるのも要注意だ。

　メリディアーナは基本のバスタオル一枚巻き、アリスは甘みの薄い葉を前と後ろに二枚貼り付けているのもそのため。何にしても切り込みで背中の羽を上手く逃がすのがポイントだ。

　姉は妹の表情を詳しく確かめるため、やや前まえ屈かがみで下から覗のぞき込こんでいた。大きな胸の谷間に汗が溜たまっている事に本人は気づいていないようだった。

「まったく。せっかく一席設けたというのに、相談というのはそんな話なんですか、アリス」

「ち、違いますもん！　あたしはちゃんと見たんですもん！」

　良く水分を吸って熱された大葉は肌に張り付いてその色をうっすらと透かせていた。妹のアリスもここ最近はメリハリがつき始めてきたかと思っていたのだが、ここで【水晶どんぐり】のキャップを被るメリディアーナは認識を改めなくてはならないようだった。

「……お化けを？　その歳としになって？？？」

　疑うような口振りに、細いツタで紫の髪をツインテール状に縛り上げたアリスの顔がカァッとサウナ以外の理由で真っ赤になった。

　ちなみにグランズニールには【鬼火】や【ゾンビ】といったアンデッド系もいるのだが、これらが生前の人物と因果のある存在なのかどうかは結構疑問視されている。最初からそういう種族として生まれてきただけではないか、と。そんなこんなで、

「だから違いますもん！　【スケルトン】、しっかりとした【亜あ人じん】ですもん！」

「しっかりとした種族のお方なら放っておけば良いじゃないですか」

「そうじゃなくて、えうう、アンデッド系は違った怖さが、つまり……」

　今は姉妹ともにしっとりしたカラフルな葉っぱを体に巻いている状態だが、メリディアーナは妹の普段の格好を思い出す。短めの髪を無理にツインテールにしているため飴あめ玉だまの包みみたいになった紫の頭に、スミレ色に近い丈の短い、背中の大きく開いたワンピース。スカートは両サイドを切ったりして無理に色気を出そうとしているものの、こうして思い浮かべる限りカラダの色香に心が追い着いていないようだ。まだまだ子供っぽいアリスは必死になって怪談の空気を作ろうとしているが、そこで直下、葉っぱの家の中から家主の声が響いてきた。

『美味い！　鶏は美味い、骨まで全部美味い！』

『あっ、ああ、ダメだよぶーぶー、フライドチキンの骨は口から出さないと！』

『魚の骨は小さくて鋭いからちくちくだけど鶏は平気。バリバリいけちゃう！　骨美味い!!』

　一瞬で全部ぶっ飛んだ。

　サウナで余計な打算ができる思考力を奪われているせいか、ぐっしょり濡ぬれた葉っぱを体に張り付けた片割れ、トンボのような薄い四枚羽を備えたアリスが吼ほえる。

「あの豚面め！　人が大事な話をしている最中に全部壊しやがってー……!!」

「こらアリス！　【妖よう精せい】全体を無償で助けてくださった恩人様になんて口を利きくんです！　そもそも食物連鎖の下位にいる私達が屋根の上でのんびりサウナを楽しめるのも、ぶーぶーさんの縄張りと大声あっての話なんですよ。それなのにあなたは！」

　姉に叱られて体を小さくするアリス。

　が、汗だくの太ふと股ももを擦り合わせてもじもじする妹が全て納得して反省する訳でもないようで、

「う、ううー……」

「アリス？」

「前はお姉ちゃんこんな風じゃなかった。もうお姉ちゃんなんかお家うちに帰ってこないで、このまま【イベリコオーク】と結婚しちゃえば良いんですもん!!」

「ぶふっ！　あ、あの、アリスええとそれはあまりにも二段飛ばしというかベアトリーチェさんとか【ストリオーナ】様とか色々人間関係がややこしくてですね照れ照れえへへ……!!」

「うーうー!!　そして【スケルトン】に捕まってホネホネにされてしまえば良いんですもーん！　うわあーん!!」

　人の話を聞かずにアリスはしっとり張り付く黄色い葉っぱで前と後ろだけを守ったまんま、大おお卵たまごのサウナから飛び出してしまった。

「ああっ！　あの子自分の服も忘れて一体どこへ!?　あとホネホネって何なんですかー！」

　仕方がないのでメリディアーナもサウナを出て、適当に水浴びしてから全身の水分を大きな綿毛で拭い取ると、衣服を纏まとって妹の捜索に出かけようとする。その時だった。

「あら？」

　葉っぱの家の屋根から下界を見下ろしたメリディアーナは、そこでぶーぶーへの来客に気づいた。そして彼女はこう呟つぶやいた。

「……本当に、【スケルトン】のお客様が？」
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『いやあすまんすまん！　ちょいとばかり留守にしていた間に山の様子も変わったもんだ。こんな所に人家があるなんて知らなかったんだ。最初から覗くつもりはなかったんだよ!!　ボソッ（……まあ面白そうだと思ったのは事実だが）』

　葉っぱの家にお邪魔した白骨一式が頭に被った大きな赤い宝石付きのテンガロンハットを脱ぎ、つるりとした自分の頭を搔かいて言い訳を重ねていた。当然肺も声帯もない。アルメリナや遅れて合流したベアトリーチェやフィリニオンには、どうやって声を出すのか謎でならない。

　ちなみにベースは骨なので食べたり飲んだりはできないらしい。ぶーぶーが差し出した【木の実まんじゅう】は宙ぶらりんで、左右の手を交互に伸ばす【白しろ魔ま女じよ】のお腹なかに入っている。

「お行儀悪いなそなた」

「わらひは両りよう利ききなんれふ。お鍋じゃお箸二刀流のカニさんモードれお肉独占しまくりれふよ」

「それも含めて全部よ牛」

　ベアトリーチェに叱られても聞きやしない。

　一方でぶーぶーは不思議そうな顔で骨を眺めていた。お化けはダメでも物質的な体のある【スケルトン】なら問題はないのか。あるいは会話できれば誰でも良いのか。

『ん？　こいつか？　俺達【スケルトン】の【スキル】だよ。人間に分かりやすくたとえると、あれかな。念動力とかサイコキネシスとか、そっち系。骨を震わせて声を作るんだ。そもそも筋肉も軟骨もないのに、どうやって骨と骨を接ついで歩き回っていると思っているんだ』

　何にしてもえらい陽気な死体であった。こちらが明確に質問しなくても勝手に空気を読んで疑問を潰してくれる。真っ当に会話できる、コミュニケーションが成立する、次の動きが読めるせいか、ホラー映画の怪物のような印象も特になかった。

　パキパキと首の関節（？）を鳴らしながら、白骨はこんな風に言っていた。

『この辺にゃあツェリカの隠れ家、つーか宝ほう物もつ庫こがあるはずなんだが、あいつどうしてんのかね。グランズニールは広いようで狭い。適当にうろついていれば再会できると思ったが、こりゃあ扉に書き置きのメモでも貼り付けておいた方が良かったかな。あれだけのものを溜ため込こんでいるんだ、あいつだって定期的に宝ほう物もつ庫この様子は確かめてんだろうし』

「ッッッ!?　ツェリカ、だって……!?」

　赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】は総毛立つかと思った。優等生グルアガッハを鎧よろいの【兵へい輝き】や血とハーブのオイルで縛り、現実世界とグランズニール双方に激震を走らせ、なおかつ、グランズニール生まれの【サキュバス】でありながら現在も地球側に隠れ住む純白の悪魔。人間達の最強、カンスト組の代表格であるベアトリーチェにとっては明確な敗北の象徴でもあった。

　死した愛いとしき人と共に、一度で良いから桜の花を見てみたい。

　それだけを胸に、二つの世界を全て敵に回して勝利をもぎ取った、正真正銘の災厄。魂を持つ逆説、【ブレイクニュース】へ格上げされた魔王。

『そうだよ』

　だが、【スケルトン】はあくまでも陽気に認めた。




『ツェリカは俺の嫁だ。こんな甲か斐い性しようなしなんかにはもったいないべっぴんさんだけどな』
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「……しっかし、すごい話だったね」

　嵐のような時間が過ぎて、【スケルトン】が立ち去った後。赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェは重たいため息をついていた。

　遠い過去の存在。誰かの記憶の中にしかいない人。そのはずなのに、苦い想おもいをぶち抜いてあっさりご本人様は現れた。つくづく地球の法則が通じない異世界なのだと思い知らされる。

　もしもほんの少し【スケルトン】の到来が早かったら、ツェリカはどうしたか。亡なき人ひとを想おもって地球にしがみつくが故に、逆に再会の目は万に一つもないのだ。運命の皮肉と言う他ない。

　対して、白骨の方は気楽なものだった。

『まあ、嫁は昔っから思い込みが激しかったっつーか、思い込んだら城門破りの攻城兵器並に一直線だったからなあ。なんつーか済まなかったな、あいつ見た目はお淑しとやかなのに怒ると超おっかねえだろ。俺も浮うわ気きを疑われた時にしょっちゅうやられたから大体分かるよ。とにかく元気でやってる事さえ分かれば良い。こっちの時間は無限にあるんだ、だからさまよっている内にいつかばったり会えるさ、あっはっはっは!!』

　ゆるふわ金髪にメガネの【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンも暑苦しいのを思い出すだけで疲れが両肩にのしかかってくるのか、ややげっそりと背を丸めながら、

「……なんていうか、スケール感が全然違う人でしたね。彼らが全力全開でバカップルやってるトコは想像もしたくないです。台風の目すぎる……」

「ところでさ」

　アルメリナが横よこ槍やりでも入れるように呟つぶやいた。




「私達、どうしてぶーぶーを全力でお風呂に入れているんだっけ？」




　流れるような展開があったのだ。

　まず大前提として、ぶーぶーの家の近くには川がある。この真下には温泉も走っているらしく、河原で土を掘ってお湯を出し、川の水と合流させると自分好みのお風呂を作れるのだとか。妖よう精せい達たちの女王【ストリオーナ】などのお気に入りでもある。

　だが、ぶーぶーは基本的にお風呂に入らない。いや野生動物のスタンダードを思えばそれで正解なのかもしれないが、ベアトリーチェとしては面白くない。【亜あ人じん】は人間か動物かで言ったら人間サイドに引き込みたいのだ。何としても彼をお風呂に入れ、少しでも獣臭を取り除きたい。でもって誰に憚はばかる事なく目一杯イチャイチャしたい。

　そこで、ベアトリーチェは火の扱いに慣れないぶーぶーが手を出した事のない揚げ料理を振る舞っていた。先ほどメリディアーナやアリス達が耳にした、鶏（厳密にはグランズニール産【おつまみ鶏】）は骨までいける発言はここに繫つながる。

　極め付けに、廃油は石せつ鹼けんにできる。

　生まれて初めて物体Ｘを眺めたぶーぶーはいつもの流れで、物知りお姉さんに自然とこう質問してくるはずなのだ。




『ぶー。ベアトリーチェ、これは何をするための道具？』




　そして野外でバスタオル一丁のベアトリーチェは硬く拳を握ってガッツポーズを決めていた。ちなみにバスタオル自体は【だまし大カイコ】のサンドバッグみたいに馬鹿デカい繭まゆから簡単に作れる。宿屋街なら北ほつ方ぽうの山脈向けの温泉湯治グッズとして普通に売られてもいる。

「完璧！　まさに私の頭脳の勝利!!　そんな訳で行くよぶーぶー、お姉さんが優しく教えてアゲル。今から全部泡だらけにしてやるわー、あははははは!!」

「ぷっ、ぷきー!!」

　涙目になる【イベリコオーク】を土を掘ってお湯と水を誘導しただけの温泉に突き落とすとお湯のほとんどが四方八方へ吹き飛ばされてしまうが気に留とめない。宣言通り石せつ鹼けんと洗い用の大きな葉っぱで総攻撃するベアトリーチェ。標的のぶーぶーどころか弾はじけ飛とぶ白い泡は彼女自身の頰にぶつかり、顎の下から喉元へ伝い、平均よりちょい上くらいの胸の谷間にまで滑り込み……まあとにかく色々アレな事になっているのに笑い続ける本人はまるで気づいていない。

　額にヘアバンドを巻き、ベアトリーチェ同様湯浴み着姿（こちらは胸元と腰回りで分割したツーピース型）で協力しつつも、湯気で肌をほんのり上気させるアルメリナは遠い目になる。

「おっかねえ。これが恋に狂う女の打算か。タロットの練習してますから全財産放り捨てて神様にすがるまでの流れを目で追い駆けているみたいだ。滑らか過ぎて展開に継ぎ目がねえよ」

「まああの獣臭が治まるなら力は貸しますけど。ていうか、ぶーぶーさんはどうしてお風呂苦手なんですかね。やっぱり水に濡ぬれるのを嫌うから？」

「ぶー。お風呂な、ずっと入っているとお鼻が勝手に湿っちゃうし、頭がぼんやりするから良くない。ポカポカ過ぎて身の危険を感じる……」

「えと、のぼせやすいんですかね？　でもそれなら水風呂でも」

「冷たいお水に浸つかったら風邪引いちゃうでしょ、フィリニオンしっかりして！　風邪は良くない、ぶーぶーのお鼻が詰まって頭がポカポカになってしまう」

「もー、だからお湯に入りなさいっていうだけの話なんじゃないですか」

　タオルではなく木を削ったカンザシみたいなもので髪をまとめ、どこか襦じゆ袢ばんに似た（そして濡ぬれると起伏がはっきり浮かぶ）湯浴み着を纏まとい、眩まばゆい肌を淡く透かせるフィリニオンが笑う。

「つかあんた、なんか何種類もボディオイル持ってきてるのな。流石に宿屋街でもそんなに品しな揃ぞろえは良くないだろ」

「ほほほ【調合】系の特権でしてよアルメリナ。私はお肌が弱いのでぶーぶーさんほど豪快にごしごしする訳にはいかないんです」

「ならご自慢の回復薬でドーパミン大放出のベアトリーチェのヤツを何とかしてやれよ。あれじゃあ【ぱっちりミント】を嗅がせたって正気に戻らねえぞ。こいつもうこのまま二、三日はぶーぶーを温泉漬けにする気なんじゃないか？」

「あはははははは!!　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！　あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははー!!」

　軽めに宇宙の中心、世界の真実が見えかかっているベアトリーチェだったが、どうやら間近のパートナーの心は読み損ねたらしい。

「ぶ、ぶー!!　もうぶーぶーは我慢できないっ、これ以上浸つかっているとお鼻がジメジメ、頭はポカポカ過ぎておめめがぐるぐるになってしまうー!!」

「あっ！」

　びしょ濡ぬれのベアトリーチェが我に返って声を上げた時には遅かった。ぶーぶーは近くに置いてあった腰布を摑つかむと、そのまんま温泉から脱出して深い森の中へ逃げ込んでしまう。

　ツーピースの湯浴み着の（うっすーい）アルメリナはこめかみに指をやって、

「ああもう、言わんこっちゃない」

「ヤバいあのままだとぶーぶーが風邪引く！」

「追い駆ける前にあなたも服を着てくださいっ！　ここには裸族しかいないのかー!?」

　やいのやいの言いながら三人は湯浴み着の内側から【パーセンテージ】系の【魔法】……つまり『そういう装甲や装束』を呼び出し、一気に装着していく。内から弾はじけるように、ベアトリーチェはバスタオルを取り去ると、

「さて、ぶーぶーはどっちに行ったのかな」

「あの巨体ならすぐに見つかるだろ、どこにいたってさ」
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　深い森の中。

　うっかり服を忘れて飛び出してしまったため、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】アリスはその辺の葉っぱや粘質性のあるきのこの菌糸などを使って即席のドレスを作っていた。小さな粒々の果実を使ってアクセサリをつけている辺りはやはり年頃の女の子なのか。

　元々、【妖よう精せい】の作業は恐ろしく丁寧でそして速い。

　試しに身に纏まとい、サイズやフィット感覚を調整していくアリス。胸周りの吸着感や腰をひねった時の引っかかるような感覚が特に重要だ。ここを読み違えると、ちょっと派手な動きをしただけで一発で全て破れてしまいかねない。

「ぐずぐず……」

　涙で少女の視界が滲にじむ。行儀が悪いと分かっていても鼻を鳴らしてしまう。

　無論、衣服の事などどうでも良い。頭の中を埋め尽くしているのは姉のメリディアーナの件だ。何故なぜああも【イベリコオーク】にべったりなのか。本当に家に帰ってくるつもりはないのか。確かに、あの【イベリコオーク】は姉のみならず、【妖よう精せい】全体にとっての恩人だろう。感謝もしている。姉が一〇〇〇メートルを超える巨竜へ自らの命を捧ささげると言った時、集落の誰も止められなかった。血を分けた姉妹のはずのアリスだってそうだった。その【サウザンドドラゴン】にたった一人で挑みかかり、実際に退け、メリディアーナを助け出したぶーぶーはすごいと思う。まるで絵本の中の人のようだと。

　でも、それとこれとは違うじゃないか。

　姉がもう戻ってこないなら、結局生いけ贄にえの主が変わっただけじゃないのか。

　そんな風に思っていた時だった。明らかに注意が散漫であった。

「あっ」

　最初、透き通るような背中の四枚羽を何かに摑つかまれ、引っ張られたのかと思った。だが違う。それは空気に溶け込むようにして張り巡らされた、【グラウンドスパイダー】の糸であった。

「やっ、この……」

　これは地雷と同じで、踏むか踏まないかの段階で注意すべきもの。すでに踏んでしまった後ではどうにもならない。分かっていても、反射的にアリスは手足を振り回していた。そのたびに網のような巣がより強く小さな【妖よう精せい】を絡め取り、その身動きを封じていく。

　そして、ピンと張った糸に伝わる振動につられて顔を出すように。

　近くの木の幹で待機していた、あまりにも巨大な蜘蛛くもがのそりと顔を出す。

「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　先ほどまでの涙さえなく、完全に喉まで干上がったまま、限界以上に彼女は叫ぶ。だが世の中は弱肉強食で、グランズニールにも冷酷な食物連鎖がある。もはやどうにもならない事であった。もしもここに姉のメリディアーナが駆け付けたとしても、できる事は何もないだろう。

　なのに。

　だっていうのに。

「ぶー！　ぶー!!　ポカポカ、頭がおかしくなりそう!!」

「なっ」

　驚く暇もなかった。メキメキメキメキ!!　と大木の幹がまとめてへし折られていく。【グラウンドスパイダー】が留まり、巣を張り、アリスを捕らえていた柱を、丸ごと。

「……ぶつぶつ。ここまで来ればベアトリーチェも追ってこないはず。ぷきー、しばらく【涙の洞窟】でじっとしてよう。あそこは哀かなしい時しか行かないけど、背に腹は替えられないもの」

　全く気づいていなかった。

　そのまんま助けられた。しばし絡み付いた蜘蛛くもの糸ごとぶーぶーの頭にへばりついていたアリスだったが、やがて惚ほうけている場合じゃないと思い出す。

（宿敵！　こいつは宿敵ですもん!!　お姉ちゃんドロボーの悪いヤツ!!）

　飛び立とうとして、しかしトンボのような薄い四枚羽に蜘蛛くもの糸が絡まったままで上手くいかない。中ちゆう途と半はん端ぱに他の枝に引っかかって逆さにぶら下がる羽目になる。

「【お絵描き石】をいくつか拾っておこう。そうすればじっとしていても退屈しない」

　ぶーぶーは最後まで気づかず、自分を勇気づけるようにぶつぶつ言いながら去っていく。

　取り残されたハングドマンことアリスは逆さまのまんま、葉っぱドレスのスカートを両手で押さえて絶叫していた。

「わあーん！　どこまでいっても酷ひどいですもん！　ぶーぶーさんのお姉ちゃんドロボー!!」




『そりゃあお前さん、少々論理に無理があるだろうよ。まあ自分の手で姉ちゃん助けられなかった引け目から目を逸そらしているのかもしれねえが』




　いきなりだった。

　アリスの心の声になんか外から無遠慮なツッコミが入った。

「えっ、わっ、ぎゃああああ!?　あ、あん、アンデッド！　【スケルトン】がどうして……!?」

　びくーん！　と逆さまのまま体が跳ねそうになり、その勢いでより一層蜘蛛くもの糸が変な風に締まってきた。成長途中の胸を絞り上げるように、ぎゅうときつく絡んでくる。その場でくるくる回り始めた逆さまの【妖よう精せい】に、テンガロンハットを被った人骨は呆あきれたような声を出す。

『疑問より蜘蛛くもの糸を何とかしようぜ。無理に引っ張って背中の羽が取れたら一大事だろ？』

「がくがくがたがた」

『今さら気づいたのか。ほれ、その辺の木から垂れてる【樹液油】を使ってゆっくり馴な染じませれば蜘蛛くもの糸はぺろりと剝がれるから、動くなよ？　とにかく羽を傷つけるのが一番ヤバい。無理せずゆっくりと、だ』

　言葉で脅してくる割に、実際には骨しかない指先がアリスの葉っぱドレスを軽くなぞると、あっさりと蜘蛛くもの糸は外れてしまった。だがこれは肩透かしではないだろう。アリスだけだったら本当に無理して背中の四枚羽をひどく痛めつけていたかもしれない。

　人差し指の腹を舐なめてから慌てて薄羽をケアする小さな【妖よう精せい】を見ながら人骨は語る。

『それより口から全部出てたけど、姉ちゃんの人生は姉ちゃんのものなんだから、好きにやらせてやりなよ。別に誰に強制されている訳でもなし、周りに迷惑をかけているって話でもないんだろ。大体、恩返しなんて根底にあるのは未消化のモヤモヤの裏返しだぜ？　無理に切り上げさせて連れ帰ってみろ、「いつものお姉ちゃん」になんて絶対会えなくなるぞ。そこにいるのはいつまでも未練たらたらになって年中無休でイライラをぶつけてくる全く別の他人だよ』

「っ、あなたに何が！　ホネホネなんかが訳知り顔でお姉ちゃんを語らないでですもん!!」

『おっ、言うじゃねえか。俺からすりゃ種族を語るのに内も外もねえんだがな。嫁は人間じゃねえが、あいつの良い所を世界で一番並べられるのは俺だ。あるいはツェリカ本人よりもな』

「おじいの思い出話なんか今はどうでも良いですもん！」

『マジで言ってくれるなこのクソガキ！　大体【妖よう精せい】は永久成長種族だから寿命なんか存在しねえだろ！　可愛いナリして俺の何倍生きてやがんだ!?』

「か、カワイイとかすぐ口走るおじいは要注意ですもん……」

『チョロ過ぎてこの子が心配!!』

　ひらひらと白骨の周りを警戒しながら飛び回るアリスは、やがて【スケルトン】から離れて自分達の縄張りの方へ向かっていく。

　本来なら【妖よう精せい】の集落は深い森の中でも一ひと際きわ樹齢の長い大木の周囲にひっそりと埋もれているはずなのだが、そちらからはトンテンカンとけたたましい音が鳴り響いていた。

　これもまた、ぶーぶーへの礼が遅れに遅れた【妖よう精せい】達たちが、今度こそと考えての一大事業だ。

　誰も彼も恩返しの話ばかりだ。

　が、唇を尖とがらせる掌てのひらサイズのアリスは四枚羽を使って空中で静止しつつ首をひねっていた。

「……うーん。本当に、こんなのが恩返しになるんですもん？」
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　ぶーぶーを追い駆けていたベアトリーチェもベアトリーチェで、深い森の中に現れた唐突過ぎる光景に呆あつ気けに取とられていた。

「お、おかしい。前に来た時……ほんの一週間前には絶対こんなのなかったはず……!?」

　深い森は大きな柵で区切られ、正面ゲートらしき場所にはアーチ状の看板が掛けてあった。中には大蛇のようにうねるトロッコレールや天を衝つく塔、大地を引き裂く巨大極まる水車みたいなものがとにかくしこたま詰め込まれている。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンもメガネのつるを左の指先でくいくいさせながら、

「どれもこれも木製っていうのがおっかないですけど……あっちのトロッコレールはジェットコースター、向こうの塔はフリーフォール、奥の巨大水車は観覧車……で良いんですかね？」

「ていうか、見ろよ、正面ゲートのアーチのトコ……」

「ぶ、ぶーぶー、ランド……？」

　意味不明過ぎるが、確かに文字列の横に添えられた灰色の豚の顔は【イベリコオーク】に見えなくもない。アーチの奥を覗のぞき込こむと広場に噴水があり、そちらにも巨大な豚の顔のモニュメントが飾ってあった。というか、豚面のてっぺんからくじらみたいに水柱を出している。

　広場の左右には食べ物の屋台なんかも並んでいたが、どう考えても掌てのひらサイズの【妖よう精せい】に見合う大きさではない。というか人間大のベアトリーチェ達から見ても巨大過ぎる。どうやら並んでいるのは【ヌシウサギ】と【切り身ウオ】を串焼きにしてヨーグルトソースの壺つぼに漬け込んで熟成させたものらしいが、もしやこれが【イベリコオーク】向けのご馳ち走そうなのだろうか。遠目でも分かるくらい発酵臭が強く、ひょっとしたら『腐りかけが一番おいしい』を促成栽培しているのかもしれない。一応、葉っぱの家の居い候そうろうはぶーぶーのお誕生会に参加した一人なので、彼らは彼らで色々勉強していた可能性もあるが。

　まったく訳が分からず首をひねるベアトリーチェ達の前に、ひらりと舞う小さな光があった。

　水風呂にでも入っていたのか、濡ぬれ髪がみの【妖よう精せい】のメリディアーナだ。

「あっ、こちらにいらしていたんですか？」

「メリディアーナ？」

　人見知りな部分はまだまだ健在で、小さな【妖よう精せい】はパッと笑顔を向ける一方で、こちらの手が届かない程度の距離は常にキープしている。これは癖みたいなものなので、いちいち拘こう泥でいしても仕方がない。本人も別にこちらを嫌っている訳ではないのは顔を見れば分かるのだし。

「私は妹のアリスが置いていったドレスを届けに来たところです。あの子自身は一人で集落まで帰ってこられたようなのでホッとしているんですけど」

「というか、一体全体これはどういう事なんですかね？」

「はい、何でしたらどうぞ中へ。もう九割方完成していますので」

　お呼ばれして正面ゲートのアーチを潜ると、異世界感が一層強くなった。あちこちにキラキラした小さな光が飛び交っているのを見るに、集落にいる【妖よう精せい】達たちが総出で取りかかっているのだろう。メリディアーナが一夜にしてぶーぶーサイズの家財道具を作ってしまう事から分かる通り、彼らはこういうのが本当に上手い。

　斜めに傾かしいだままよたよた歩く灰色の豚の着ぐるみともすれ違った。中身が全部掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちでみっちり、と思うと素直に喜べない。

「とりあえず全体の経緯というとやはり長老からお話を聞くのが一番かと。モルガンさまー」

　ひらひら飛ぶ【妖よう精せい】が勝手に偉そうな人に取り次いでしまう。何となく従うベアトリーチェ達は、いくつもの花の花弁を組み合わせて作ったランプシェードのような所に案内された。

　その下には弁当箱より小さい湯船があり、何故なぜだか当のモルガンが衣服を脱いで粘り気のあるピンク色の液体に身を浸していた。単なる入浴というより消毒の意味が強いようで、時折どろりとした液体を両手ですくっては、頭から万遍なく被かぶっている。

「あっ、やっぱりこちらにいましたか。モルガン様はお風呂好きでいらっしゃいますから」

「む？　客人がいるならそうと言わぬか、メリディアーナ。見苦しいところをお見せしたな」

　人間達に気づいて浴槽から出たモルガンは、付き人の【妖よう精せい】達たちに身を任せながらそんな風に言った。ちなみに長老とは言うが、滑らかな背中からお尻にかけてぬめるような液体を拭ってもらっているその肌はまさしく水を弾くほど艶つややかで、染しみらしい染しみなど一つもない。そのまま彼女は付き人に身を任せて下着からオレンジ色のドレスから全部着つけてもらいつつも、

「後でまた入り直しだ。【グラウンドスパイダー】の糸を織る前には、こうして予防を講じておかねばならん。粘つく糸に絡め取られてしまうのでな」

　言いながら、彼女は周囲の空間に四角いウィンドウのようなものを表示して何かの数値を確かめていた。こちらは【魔法】ではなく、光を乱反射させる花粉を組み合わせたのだろう。

「こちらも作業の途中故、この辺りの不作法は許して欲しい。ぶーぶー殿にもっと笑ってもらうためには長老たる私も額に汗して働かねばな！」

　真っ先に息を吐いたのは、同じ【妖よう精せい】のメリディアーナだった。

「ね、おバカでしょう？　でも時にこういうお祭り騒ぎみたいなノリと勢いが高い支持を集めてしまう事もあるようで、みんな歯止めが利きかなくなっちゃっているんですよ」

「む……。【ストリオーナ】様より全権を与あずかり、【妖よう精せい】達たちの中で唯一物品に四精の祝福を封入できるこの長老に向けてその言い草は何だメリディアーナ。不届き者は【木の洞はちみつ】で全身蜂蜜漬けの刑に処すという鉄の掟おきてを理解しているのだろうな」

「だって一日の半分を食糧探しに奔走するぶーぶーさんの都合を考えたら休日を作るのがまず大変というか……」

「……、」

「……そういう意味ではやはりぶーぶーさんのライフスタイルをお邪魔せずにご恩返しを続ける私の方がすまーとと言いますか、お役に立っていると言いますか、ふっふふ」

「───（みんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみんみん!!）」

「うぎゃあ!?　うるっさ！　何も言い返せないからって背中のセミ羽擦り合わせて大音響鳴らすのやめましょうよモルガン様!!」

「（じーじー）……うるさい、私は何も『言って』はいないぞ」

　涙目で頰を膨らませた大人気ない長老のミンミン攻撃が一段落すると、（変な言い合いに巻き込まれて）すっかり疲弊したベアトリーチェがようやく口を挟んだ。

「ええと、つまり、根本的にここで何を？」

　真正面から核心をぶち抜いた【剣つるぎ聖せい女じよ】の言葉に、モルガンは風呂上がりで火ほ照てる体に手で仰いで風を送りながら、

「なあに。【サウザンドドラゴン】の一件から大だい分ぶ時が経たつが、我々は未だぶーぶー殿へのまとまったご恩返しの機会に恵まれぬ。恩と仇あだの文化に生きる我々としても、これ以上の遅延は矜きよう持じに係わる。見ればぶーぶー殿は食糧調達に困っている訳でもなし、武器や道具への執着もさほどなさそうに見える。……そこで、いっそぶーぶー殿が普段あまり触れた事のない方向で要件を満たすのはどうかと考えたのだ」

「あまり、触れた事のない……？」

「そう、すなわち娯楽。その粋を極めたぶーぶーランドの建設であるッッッ!!!!!!」

　もうなんていうか腕を組んでお腹なかに目一杯力を込めての大宣告が来ちゃったが、聞いているベアトリーチェ達はちょっと反応に困った。

「そ、そもそも、遊園地なんて良く知っているね」

「なあに、余暇の過ごし方については何より人に学ぶべきと【ストリオーナ】様も仰おつしやっているからな。我々は人間を侮あなどらない。そして我らが女王はちょくちょく仕事をサボ……」

「モルガン様」

「……げふん、人間達の宿屋街へ視察に出かけて彼らの文化風俗を学んでいらっしゃる。そのお知恵を拝借させていただければ、異郷の遊園地建造も夢物語ではなくなるのだよ」

　当たり前のような顔で言うモルガンだが、本当だとすればすごい事だ。あるいは、鉄と電気に頼り切りの人間達が作る遊園地よりも。動力含め全てグランズニール製で賄っているとしたら、ジェットコースターやフリーフォールはどうやって動かしているのだろう。やはり植物の蔦つたや動物の毛束などの『バネ』とか、風力や水力などの『自然動力』か。大昔に城を攻めるために大岩をぶん投げていた大型兵器を見るようで、ベアトリーチェはちょっとわくわくする。

（見たところ鉄のネジとか釘くぎとかは全くないみたいだけど……これだけ大きな遊園地を組み木や寄せ木だけで支えているなら、建築関係の技術は私達人間よりはるかに上なのかも……？）

「いやいやいやいや」

　と、【妖よう精せい】のプレゼンに感心しかかっていたベアトリーチェに、こっそり横よこ槍やりが入った。

　ロマンを理解しないメガネ牛ことフィリニオンその人であった。

「ええと、それってつまり、人間から【ストリオーナ】さんへ、【ストリオーナ】さんからモルガンさんへ、モルガンさんから他の【妖よう精せい】さん達へ……と伝言ゲームしまくっているんですよね？　しかも二番手の【ストリオーナ】さんがもう実物の遊園地を見た事ない始末ですし」

「つまり何が言いたいのかね」

「これ、ひょっとしたら……そのう、かなりヤバーい代物ができつつあるんじゃあ……？」

「？？？」

　いまいち何が言いたいのか分からず、【妖よう精せい】達たちと共に首を傾かしげるベアトリーチェだったが。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　直後に、何かものすごく重たい物が大地に激突する音が炸さく裂れつし、彼女は我に返った。




「なっ、何？　流れ星でも落ちたっていうの!?」

「うーん、マイクロバスが一〇階建てビルから転落くらいかなあ……」

　炸さく裂れつ音おんから物理演算に結びつけたのか、アルメリナがそんな風に言う中、人間達はおっかなびっくり真後ろを振り返る。

　数十メートル先で、もうもうと粉ふん塵じんが膨らんでいた。天を衝つく塔の真下……という事は、フリーフォールの事故だろうか。

「ね、ねえ！　大丈夫なの!?　誰か怪け我がは!?」

「……ちょっと待ってくださいベアトリーチェ。にしては、周りの空気がちっともピリピリしないような気がしません……？」

【白しろ魔ま女じよ】に言われて気づいた。周囲はやいのやいの騒がしくなっているが、緊張感や悲壮感は一切ない。むしろ状況を楽しもうとするような、お祭り前夜の空気が一向に途切れない。

「それにしても」

　長老のモルガンが、ベアトリーチェの肩の辺りを漂いながら不思議そうな声を出していた。

「……人間というのは何であんなものを吞のん気きに楽しむのやら。まあ、そういう遊びなのだから全うするのが筋だろうが」

「いや、ちょ、何を言って……？」

【剣つるぎ聖せい女じよ】は慌てて軌道修正しようとするが、

「フリー、フォール。自由に落下する、か。自ら危険に挑む蛮勇的な昂たかぶりをスリルと呼ぶらしいし、参加者は絶叫が基本とも聞く。案外まだまだ本場に比べれば手ぬるいかもしれんが」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「ほらそこ！　ジェットコースターとやらももっとスリルを出そう。よりジェットな感じで！　最初から最後までトロッコレールが繫つながっているのもピンと来ない。途中で切って、三回くらいジャンプすればジェットな感じが出てぶーぶー殿もお喜びになるのではないか」

「（……ベアトリーチェ、ベアトリーチェ！　遠い目をしてないで止めないと！　どんどんオモシロ方向に寄ってますよ、安全基準ゼロで！　ていうかこれもうほとんど養豚場のラスト近辺と変わんないっ、ぶーぶーさんが全自動でアレされちゃう施設じゃないですか!?）」

「観覧車というのもあれだけゆっくり動いている意味が分からん。統一を取ろう。六〇拍に二〇回転くらいから始めてみよう。ぬるかった場合はもっとガンガン回せー！」

「（……あっ、ああー。伝言ゲームでミスしまくって遊園地の原形を完全に見失っている上に、そもそも背中の羽で自由に飛び回れるから高さや速度への恐怖心が存在しないんじゃ？　放っておくとファンシーにデフォルメされたポップな世界でぶーぶーがバラバラにされるぞ!!）」

【妖よう精せい】達たちはあくまでも天てん真しん爛らん漫まんであった。

　仕事の良い汗を拭い、掌てのひらサイズ達たちは清すが々すがしいほど真っ直ぐな笑顔でこんな風に言っていた。




「いやあ、ぶーぶー殿の喜ぶ顔が目に浮かぶなあ!!」




　　　　　８




　後日。

　宿屋街で【迷めい宮きゆう】探たん索さくについての情報交換を行っていたベアトリーチェは、もののついでで【スケルトン】についても少しだけ探りを入れてみる事にした。もちろん顔も名前も分からない相手について尋ねるのは大変だと思っていたが、意外にもあっさり収穫がある。

　原因はツェリカの存在だ。

　二つの世界に激震をもたらした彼女の足取りを追うため、あるいは犯行の経緯などを突き止めるため、多くの人間が周辺情報を洗っているのだ。その過程で、パートナーだった男性についての情報もちらほらと浮かび上がっている。

「すごいというか、途方もない話ですよねえ……」

　手頃な価格の料理店で一人用の野菜鍋にスプーンを差し込みながら、フィリニオンは半ば呆あきれたような声を出していた。

「【迷めい宮きゆう】探たん索さくの最古参で、今では当たり前みたいに石畳で埋め尽くされた宿屋街に最初の基準石を埋め込んだ張本人だった、だなんて」

　アルメリナはアルメリナで、緑黄色で大層カラフルになった野菜鍋から押し寄せる女子力の大波に若干ながら顔をしかめ、自分は無理せずイモと腸詰のポトフを頼みながら、

「……宿屋街を作っている最中に竜の卵をうっかり掘り起こした時に、味方を守るために怒り狂う母竜を一騎討ちで退けたとか。しかも戦いが終わった後にこいつは悪くないって言って、山奥にある【母ぼ胎たいの甕かめ】なんて呼ばれている水の秘境に、深手を負った母竜を担かついでいって傷を癒させたとか……一体どこまで真実なのやら」

　その時の卵がのちの【サウザンドドラゴン】に化けたなどという話まであり、信しん憑ぴよう性せいについてはどっこいどっこいといったところだ。

「竜を討つほどの力を持ちながら人間至上主義って訳でもなく、人間と【亜あ人じん】の統合【ギルド】を作った立役者だった、とか。ツェリカの件を考えると、こっちは本当っぽいけどね」

　小さく息を吐いて、ベアトリーチェもそう締めくくった。

　彼女にとって、【賢者】とはアインシュタインやダヴィンチのような、たとえ現代にタイムスリップしても時代遅れとは呼ばせない頭脳の持ち主といった印象だった。対して、あの【スケルトン】は真逆、武力の天才だ。どんなに最新鋭の戦術を持ち出しても、どんなに最適化された戦時広報を打っても、あのカリスマの前では作り物の輝きは失うせる。そういう猛将である。

　何故なぜ、宿屋街を造ったのか？　拠点を造った方が楽できるから。

　何故なぜ、母竜と決闘したのか？　敵味方双方に被害を出したくなかったから。

　何故なぜ、統合【ギルド】を作ったか？　その方が誰もが残らず笑っていられるから。

　その足取りについてはいっそ子供じみていて、しかし微み塵じんも揺るぎない。いつの世も権謀術策が渦巻いているのは同じだろうに、全てを子供の理論で踏み倒していく。彼の前に立つ強敵達も、きっと笑って刃を構えた事だろう。結果として彼は倒れ、ツェリカが暴発するきっかけにもなったが……さて、彼の最さい期ごそのものはどうだっただろうか。恨み言の一つもなく、悔いなくこの世を去ったからこそ、後に残された者は納得できなかったのかもしれない。

　……それが骨になってぶーぶーの葉っぱの家を吞のん気きに出入りしているというのだから、やはり世の中は数奇だ。ツェリカが知ったら本気でどつき回しに来るかもしれない。

　でもって。

　デンジャラス殺人遊園地・ぶーぶーランドの建設が着実に進む中、【イベリコオーク】もまた独自の嗅覚で何かを摑つかみ取とっていたらしい。

　ベアトリーチェ達が訪ねると、葉っぱの家でぶーぶーは語る。

「ぶ、ぶー……。何だかぶーぶーは落ち着かない。このそわそわはベアトリーチェからまだ何か企たくらんでいる匂いがするからかも」

「そんな事ないよ」

「ぶーぶーはもう頭ポカポカになんかしないから！　温泉なんか金輪際近づかないもんね！」

「そんなの絶対に正す!!　良いか絶対にだー!!」

　ここのところの【迷めい宮きゆう】探たん索さくは滞りがちだ。無数の水路が交差する【ウォーターゲート22】の、数多くあるスイッチと水門の法則性をきちんと把握しないと味方同士で共食いしかねない状況なのだ。現についさっきもベアトリーチェのスイッチに連動してぶーぶーが巨大な水源にどぼん。両手を合わせて謝る【剣つるぎ聖せい女じよ】の頭の上にバケツでずぶ濡ぬれ、と散々な結果だった。単純にスイッチＡで水門Ａが必ず開く訳でもないようで、まずは人海戦術の総当たりで乱数計算用のデータを集めないと話にならない。そしてモルモットになるのはごめんであった。

　一緒に潜ったゆるふわ金髪にメガネのフィリニオンは呆あきれたようにため息をついて、

「うーん。というか、根本的な相性の問題もあるような」

「ほほーう、そいつは大変ためになる。そのデカい胸に隠れがちなデカい尻で床のスイッチ踏んで私達全員を溺死させかけた本日のネガティブＭＶＰのありがたーいコメントを是非ともいただこうじゃないか……」

「そっ、それは散々謝ったじゃないですか！　私だってこっそり床を這はってた【バナナオクトパス】のすぐ近くにスイッチがあるなんて気づかなかったんですよ！　信じられます、床に連動スイッチなんて!!」

「私達は決して忘れないよ、滑って転んで尻餅ついた涙目のそなたが、一体カラダのどこで問題の【バナナオクトパス】を挟み込んでいたのかを。ねえ脂の塊バターおっぱいさん？」

「メモリーを消去するお薬を出しましょうかベアトリーチェ……!!」

　どん臭い牛のとばっちりを受けないよう、適度に心の距離を空けてのアルメリナは、

「ま、ベアトリーチェは元々水関係と相性悪いし、ぶーぶーはぶーぶーで変に水回りを意識しすぎ。前の温泉まだ引きずってんのか。【ウォーターゲート22】の水路は熱くなかったろ？」

「ぶー……。ぶーぶーな、体を磨くのにお水を温める必要はないと思う。細かい砂を体にまぶしてから全身を岩に擦こすり付つければピカピカになるもの！」

「ぶーぶー、そいつは世間一般では研磨とかヤスリ掛けって言うんだよ」

　何とかして間違いを正そうとするベアトリーチェだったが、ここでメガネなのにあんまり頭の良くない人こと牛が余計な事を言い始めた。

「けどまあ、ずっと自然界にいると自分の体温より温かい環境に違和感を覚えるかもですよ」

「言われてみりゃ、ぶーぶーは服にも気を配らないし寝る時だって布団も掛けないよな？」

「……あら？　だとすると、実は火力系最強のベアトリーチェとはすこぶる相性が悪いような」

　ぶっ殺すぞ牛ッッッ!!!!!!　というあんまり殿方の前で出してはいけない声を出してしまうはしたない娘。

　そんなやり取りを耳（？）にしながら、くつくつと笑う声があった。

　ここ最近ちょくちょく葉っぱの家にやってくるアンデッド系の【亜あ人じん】、大きな赤い宝石付きのテンガロンハットを被った【スケルトン】だ。

『水門式のフロアか、懐なつかしいな。呼び名は違うが、ひょっとすると似たような構造が繰り返し現れては消えているのかもしれねえ』

「？　あんたの時代にも？？？」

『まあ似たようなもんだよ。俺がまだ人間だった頃は水路じゃなくて溶鉱炉エリアだったけど。誰かが勝手にスイッチ押すたびに阿あ鼻び叫きよう喚かんになって、【ギミック】だの【トラップ】だのそっちのけで人間同士の摑つかみ合あいばっかりやってさあ！　はっは!!』

「ううっ、笑える要素が一個もないと思うのは私だけですかあ……？」

　ベアトリーチェ達が【迷めい宮きゆう】に潜る理由は、現実世界に悪い技術革新を蔓まん延えんさせる【ピース】対策と、ぶーぶーの巨大な【兵へい輝き】にデータの形で大量保存された【イベリコオーク】達の魂を解放し、新しい肉体に移す事にある。

　焦あせるだけの事情はあるのだが、それでこちらが命を落としては元も子もない。今も気ままに生きている（？）【スケルトン】を前にして申し訳ないが、あの形ではダメなのだ。

　そこまで考えて、同じ『生ける伝説』からの連想か、ふとベアトリーチェは目を細めた。

【魔法】について深く考えた時、誰もが自然と浮かべてしまうその名をつい口に出す。どこから切り取っても必ずその人物に行き着くとでも言うべきか。

「……【賢者】、か」

『うん？』

「いや、世界で初めて【魔法】を公開し、【ゲート】を設置するきっかけを作った人間。それ自体が有史以来最初の【ピース】だったんじゃないかって言われている存在。もしもそいつがいれば、【迷めい宮きゆう】の奥まで行かなくてもすぐに答えは出るんじゃないかなって……」

　雲の上の住人であり、同時に活躍時期でも隔たりのある存在。言ってみればアインシュタインやダヴィンチにも似た天才。生まれた時代は違っても、もしも彼らが現代へやってきたとして、時代遅れと後ろ指を指される事はあるか。いいやむしろ世界全体の方が戸惑うだろう。自分達は多くの時間をかけてここまで成長したはずなのに、まだ天才達の言葉を理解できないのか、と。そこまでの、時間の流れさえ無視する頭脳の持ち主。ベアトリーチェにとって【賢者】とはそういう存在に位置付けられていた。

　そして今まであまり意識してこなかったが、先日のある一件のせいで、ベアトリーチェの中の均衡が崩れつつあったのだ。

　ツェリカが東とう京きようで暴れ回り、他の全てを無視して恵え比び寿すを目指した件。

　結局、悪魔の目的はまだ見ぬサクラだったので杞き憂ゆうだったのだが、あの時ベアトリーチェが強く疑ったのは同じ街にある防衛省技術研究所の存在と、そこにいる【賢者】または当人と直接コンタクトを取れる窓口の噂うわさだった。

　もしも、何かのｉｆでツェリカが防衛省技術研究所に向かっていたら？

　あるいは、ベアトリーチェがそちらに寄り道する時間的な余裕があったら？

　……詮なき事とはいえ、やはり考えてしまうのだ。あそこで何か、大きなレールを切り替えられたのかもしれない、と。

「ぷきー……」

　そんな寝息があった。ぶーぶーが座ったまま船を漕こいでいる。少しでも難しいお話の気配を察知するとこれだ。まあ爆撃みたいないびきに発展しなければ会話を続ける分には困らない。

　ベアトリーチェは苦笑しながら、

「そういえば、そなたは私達より古い時代に活躍していたんでしょ？」

『まあ。俺も嫁もまともな器に入ってねえから分からんかもしれんが、発端はかなり前だよ。キューバ危機っつってもお嬢ちゃん達はもうピンと来ねえか。【賢者】はある日突然ネット上に【魔法】の論文を垂れ流した事になっているが、実際にはそれ以前に水面下で色々動きはあってだな。俺達は「公開前」に【魔法】の存在を知っていたクチだ。世の中なんてそんなもんさ。血沸き肉躍る全米ツアーだってその何週間も前にリハーサルをやっているもんだろ』

「ちょっと待って、それって……」

「古い時代の人とは聞いていましたけど、ネットワーク普及前、つまり【賢者】と直接顔を合わせての伝授もあった、と……？」

『まあ……何だかんだで俺は西側だったからな。東側の連中はこっそり盗んで使い回したみてえだが。ただ【賢者】経由だけとも限らんよ。東側に盗まれて醸成した技術をもっぺん盗み返したりもしてたし、無事に盗んだと思った技術が全部ブラフとか、当時は色々カオスだった』

　ベアトリーチェ達は顔を見合わせ、改めて【スケルトン】へ目をやった。流石は『あの』ツェリカと肩を並べる男、思わぬ生き証人（？）だ。この情報源の存在はあまりにも大きい。

　今では個人だか集団だかもはっきりしなくなった【賢者】の、素の顔を知っている。虚構や伝説で厚塗りされる前の、生まれたままの顔を。

　ここに触れれば。【賢者】と接触すれば。ぶーぶーを今も苦しめる【イベリコオーク】集落襲撃からの一連の暗雲を、三段飛ばしで断ち切れるかもしれない。彼の仲間や家族をもう一度呼び戻せるかもしれないのだ。

「ねっ、ねえ！　もしかしてそなたは本当に【賢者】を知っているの？　なら少しでも良い、教えて欲しい！　私達にも差し迫った理由がきちんとあるの、今から事情を話すから……!!」

『うーん……』

　葉っぱの家の中で腕の骨を組み、頭蓋骨を傾かしげる【スケルトン】は、そう洩もらしていた。

　この時、ベアトリーチェ達がもう少しだけ冷静だったなら、即座に気づけただろう。

　目の前の白骨が、合いの手というより何かを遮るようなニュアンスで口を挟んだ事に。

　パチン、と。ぶーぶーだけが、目に見えない何かを察知して目を覚ました。

　食糧調達一つとっても死と隣り合わせの野生に生きる、彼だけが。

　直後。




『そりゃあちょっと、いや絶対に。追い駆けるようなもんじゃねえわな』




　何が起きたのか、ベアトリーチェには理解できなかった。赤い宝石が輝いた途端、景色の全てを引き裂く白い暴風が右から左へ【剣つるぎ聖せい女じよ】の視界を埋めていった、というだけだった。

　その正体が、あまりにも巨大な斧、と。そう理解して回避に移るのでは、あまりに遅すぎた。

　だから、きっと。ベアトリーチェの命が繫つながったのは、もっと他に理由があった。

　すなわちぶーぶー。

　横よこ槍やりを入れて巨大な斧ごと【スケルトン】の土手っ腹（？）へ重たい蹴りを放ったのだ。

　ドンッッッ!!!!!!　という腹に響く重たい衝撃音が遅れて響く。白骨が葉っぱの家の壁を突き破り、そのまま外へ吹き飛ばされていく。

　ぶわりと何かがうねり、大きく舞った。

　それは南国の大きな葉をテントのように張った、ぶーぶーの家そのものだった。壊れたのだ。単にぶーぶーが【スケルトン】を蹴り出したから、だけではない。それ以前の白い旋風、巨大極まる斧そのものがすでに外から家屋を切り裂いていた。

　分かって。

　理解して。

　大切な人が自前で拵こしらえた居場所を踏みにじられたと頭の奥から指の先まで浸透して。

　そして、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェが真っ赤に起爆した。

「キサマァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!!!!」

　まるで晴れていく霧の幻影。儚はかなくも崩れ落ち、ぺしゃりと厚みをなくして地面に潰れ、消えていくぶーぶーの家。

　その先。

　表を取り囲むように広がるのは、災厄の白。




　一面を。

　まるで真っ白な海のように埋め尽くす、大小無数の白骨の群れ。




【スケルトン】のように直立不動のものは一つもなかった。そもそも全部で何人前の白骨なのかも数えきれなかった。頭蓋骨、肋ろつ骨こつ、胸骨、背骨、上腕骨、下腕骨、大だい腿たい骨こつ、下か腿たい骨こつ……。グチャグチャに混ざり合った骨の海が、ギシギシギシと歯は軋ぎしりに似た音を立ててお互いを削り合っていた。アレに軽く触れれば並の血肉など柔肌に粗い石の刃を押し当てるように削そいで落とすぞと言わんばかりに。所々が不自然に隆起し、うねり、渦を巻くが、まともな形を保てるものはない。まるで無数の竜巻が舞い踊る嵐の海だ。

　そんな大おお時化しけの海の中、ただ一人立つ白骨。

　そもそも、あの巨大な斧は何でできていて、どこからやってきたのか。

　答えは彼の右手にあった。

『これはお前さん達のためだ。【賢者】に触れるのは諦めろ。そこには絶望しかねえぞ』

　骨。

　何人もの背骨を束ねて持ち手を作り、無数の頭蓋骨をブドウのように束ねてヘッドに重さを与え、刃の代わりには鋭い歯車のように飛び出した無数の肋ろつ骨こつ……。たった一振りで何十人分もの人骨をかき集める、『斧らしきシルエット』の形をした、冒ぼう瀆とく。彼の身の丈を越える得物は、あまりにも禍まが々まがしい、共食い、同族殺しの果てに手に入れた大業物だったのだ。

　自身の負の金字塔を見せつける肌も筋肉もないその男の顔は、だが笑ったように見えた。

「そなた、は……!?」

『おいおい、聞いた事ねえのか。こいつは嫁のヤツのコレクションの一つで、【涙の洞窟】の奥にある宝ほう物もつ庫この鍵でもあるんだが』

　こつこつ、と骨しかない指で彼はテンガロンハットの大きな赤い宝石を軽くつつき、

『最初から「そのため」に造られた訳でもない。あいつもあいつで、昔は随分やんちゃだったからな。基本的に宝ほう物もつ庫こにあるものは、「鍵」も含めて強奪品ばっかりだったって訳だ』

　ごくりと誰かが唾を飲んだ。

　自分自身から発せられる音だとベアトリーチェが気づくのさえ、遅れた。

『其は錬金術の頂点にして、卑金属を貴金属に変換するモノ。またはそういう記号で真実を覆い隠し、真なる資格を持つ所有者に無限の命を授けるモノ。すなわち【賢者の石】ってな』

「……ッ!?」

　この場合、おとぎ話の内容はどうでも良い。

【賢者】。ヤツはその名を口に出した。それどころか、直接的に恩恵を授かっている。

『だからこそ、俺は【賢者】の恐ろしさをようく知っている。ゼロから街を造り、その間に竜とも戦った。だけど【賢者】だけは駄目だ。やめておきな、あそこに触れた先に待つのは、死で終わる事さえできない本当の絶望だ。こんな風になりたくなけりゃあ引っ込んでいろ』

　白骨の海はテンガロンハットを深く被り直し、そして勧告する。

『それと、良い機会だ。【賢者】に少しでも届くものは全て回収させてもらおう。今回はそれで手打ち、つまり見逃してやるよ。そうだな……ひとまずは、【イベリコオーク】の持っているその馬鹿デカい【兵へい輝き】だ。こちらに渡せ、従えば命までは取らん』

　ベアトリーチェには、訳の分からない事ばかりだった。

【賢者】とは何なのか。この【スケルトン】とはどういう関係なのか。何故なぜ、近づく事が許されないのか。そこには【スケルトン】がこうまで豹ひよう変へんしなくてはならない秘密があるのか。

　中でも。

　一ひと際きわ大きな、どうしても氷解しない最大の謎は、

「……どうして、そこでぶーぶーの【兵へい輝き】が出てくる？」

『あん？』

「これはぶーぶー達の家族や仲間の魂をデータ化して封じた大切な【兵へい輝き】。そうであると同時に、ぶーぶーが下手人から直接手渡された集落襲撃の凶器でもある。……どうして、それを、欲しがる？　【賢者】に繫つながる情報の隠滅にひた走るそなたがだッ!!」

『あちゃあ』

　その白骨はわざとらしくテンガロンハットのてっぺんに手をやった後に、逆に聞き返した。

『……で、何でだと思う？』

　音はなかった。だけど銀と赤の髪の少女は、傍かたわらに立つぶーぶーの顔が泣き出す寸前の子供のように歪ゆがんでいくのを、確かに見た。

「───、……」

　ふつふつと、ベアトリーチェの血液が沸騰していく。その答えに至り、【剣つるぎ聖せい女じよ】は炎の制御さえ手放しそうになってしまう。

「つまり、ヤツなのか……？　その【兵へい輝き】の持ち主は、【イベリコオーク】集落粛清なんぞやらかしたのは……【賢者】の野郎だって言ってやがるのかァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」




　　　　　９




　三六〇度全方位を埋める骨の海。中心に聳そびえる、人骨の大斧を肩に担かつぐ【スケルトン】。

「待って、ベアトリーチェ!!」

　間近で叫ぶ友人の言葉さえ、今は意識から遠い。

　ブチ殺す、と。

　唇を嚙かんだベアトリーチェが、即座にレイピア状の【兵へい輝き】を抜いて吼ほえていた。

「【炎えん放ほうファイアスロア】ッッッ!!」

　ただシンプルに、そして確実に。【剣つるぎ聖せい女じよ】がレイピアを横よこ薙なぎに振るった直後、世界の傷口から鮮血が溢あふれるように怒ど涛とうの勢いで炎が白骨へ殺到した。摂氏二〇〇〇度、素の鉄を溶かし、火葬場の竃かまどに匹敵する大火力が直線的な鉄砲水のように、数十メートル規模で暴れ回る。

　吞のみ込こまれた者を焼きつくし、ぐずぐずに崩し、原形すら奪う怒りの一撃。

　だが、

『いやあ、すまんねえ』

「っ」

『流石に骨の体でも、火葬場以上の炎でじっくり焼かれれば形が崩れちまうかな。だけどやるなら気をつけな。人を焼いて作った煙ってのは、体に良いもんじゃあない。アンタは【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％があるかもしれんが、お友達は大丈夫かな』

　その口振りにもがき苦しむような痛みや恐怖は全くない。

　そもそも神経も通っていない今の彼にそんな感覚はあるのか、ないのか。何ともないのかもしれないし、案外単なるやせ我慢なだけかもしれない。だが一つ一つを確かめている暇はない。

　このままでは押し通される。

　向こうの間合いに入れば白骨の大斧が唸うなりを上げてこちらの首を刈りに来る……!?

「やらせるかっ、ての！」

　続けて吼ほえたのはアルメリナ。鉄の杖状の【兵へい輝き】を起動すると、その先端に巨大な鋼の拳を呼び出す。単純物理。テンガロンハットを被った頭蓋骨へ、自動車の正面衝突めいた恐るべき速度と重量の突きを叩き込む。

　その威力、まさに鉄拳。

　討ち入りにおいて数人がかりで手に取る鈍器が屋や敷しきの正門を打ち破るが如ごとく。ガシャア!!　とボウリングで無数のピンを薙なぎ払はらったような快音が炸さく裂れつする。どこの何が、というより、白骨が全身くまなくバラバラに砕け散っていく。

　ただし、

『はっはっはっ』

「な、ん……!?」

　驚くアルメリナの眼前で、白骨が笑っていた。テンガロンハットを被った頭蓋骨は砕け、全身の関節はくまなく外れてバラバラになった。

　だがお構いなし。

　磁力が大量の鉄てつ釘くぎを集めるように、白い海の一部が盛り上がった。そしてそこには一人前の首のない白骨標本があった。最後に横から新しい頭蓋骨を拾い、首の骨と繫つなげる。骨しかないいやに細い指先でテンガロンハットを摘まみ上げると、つるりとした白い頭に被せる。

　そして、全く変わらない声色で男は語る。

『今さら驚くような事か？　元々俺には臓器も血液もない。心臓も脳みそもな。殺して砕いた程度で動きが止まるとでも思ったのかよ』

「火炎で焼いても……打撃で壊しても……お構いなしに組み直しちまうのかよ！」

「フィリニオン、そなたの【調合】は!?」

「人体を素材にした【リスト】『には』心当たりなんてありませんっ。あれを【調合】材料にして消し飛ばすのは不可能です！」

『ちなみに毒殺、感電、溺死、全部無意味だぞ。地味なようだがすごいんだー、骨は』

「そうじゃない、そんなはずない。そなたは【スケルトン】としても異質過ぎる！」

『へえ、個別の呼び名で区切りてえのか』

　白骨は思案した。

　人の思慮と化け物の生命力（？）を併せ持つ、異形の存在。




『なら、ひとまず【スカルウェーブ】とでも呼んでくれい。ひとまずな？』




　打開策が見えない。

　攻撃しても攻撃しても終わらない。

　ぶーぶーとアルメリナが剛腕に頼って、丸太は鉄骨と見紛う【兵へい輝き】や鎖付きの鉄球で白骨の海を割る。だが根本的な解決にならない。両手を振り回して大海に挑むようにわずかに海の水が割れる事はあっても、四方八方からすぐにでも同類が押し寄せ、空間が埋められてしまう。

　こんな不毛な争いの引き金を引いた事に、ベアトリーチェは後悔さえ脳裏をよぎっていた。

　わざわざ相性の悪い敵を呼び込み、みんなに押し付けたようなものだ。

「ベアトリーチェっ、衝撃波だ！　炎を起点に他の【属ぞく性せい】、打撃なんかに切り替えろ！」

「ぶー！　こんなのは【迷めい宮きゆう】で命のない【ギミック】と戦うのと一緒。ベアトリーチェ、怖がるな！　お姉ちゃんになれ!!」

「っ」

　その言葉で、真っ白になりかけたベアトリーチェの頭が冴さえを取り戻した。

　彼女は改めてレイピアを握り直し、

「了解ぶーぶー、アルメリナ！　あとフィリニオンも協力して。注文通りの薬を【調合】！」

「か、構いませんけど、私は回復以外何もできませんよ!?」

「複数の回復薬を急激に熱して化合する。強酸を作れば人骨だって溶けるはず!!」

『マジかよえげつねえっ!!』

　素っ頓狂な声を上げる【スケルトン】……いいや【スカルウェーブ】だったが、その声にはどこか楽しそうな響きが乗っていた。

　ゾッ！　と反比例してベアトリーチェの背筋に冷たいものが走り抜けた直後。

『だが』

「なっ!?」

　増えた。

　身の丈より巨大な人骨の大斧が、一挙に六つ。元から手にしたものを含めて七つ。一瞬、あまりの速度に残像でも目に焼きついたかと思ったベアトリーチェだが、それもまた違う。

　本当に数が増殖したのだ。

　新たに六つほど、巨大な斧にそれを摑つかむ腕の骨。そのワンセットが関節の継ぎ目さえ無視して【スカルウェーブ】の肩けん甲こう骨こつや背骨と接続していくだけ。

『神経は千切れない、血液は零こぼせない、そんな数じゆ珠ず繫つなぎの人体と同じ動きに従う必要はねえ』

　ゴッ!!　と。

　振るわれた。猛烈に。縦横無尽に駆ける大斧の乱舞はギロチンの嵐に放り込まれたようで、純粋な手数の違いが【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちの連携を崩す。防戦一方に陥らなければ命を繫つなげない。

　実際、カンスト組や【イベリコオーク】が集まってもギリギリの状況だった。

『はっは、すげえな！　これでも回転速度は毎分七〇〇回、ギロチン級の刃をジューサー以上の勢いで振り回してんのに、レイピア一本で喰くらいついてくるかよ、カンスト組!!』

「こいつ……ッ!!」

『うーん、単純なＡＧＩの速度補整じゃねえな。そうかそうか、【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％、炎と熱じゃダメージ負わねえのを見越して、テメェの手足をテメェの爆風で後押ししている、と。元々はナニに脅おびえての対策だ？　銃弾か、あるいは爆弾の破片効果かな』

「っ」

『【兵へい輝き】や【魔法】がなくたって分かるんだよ、経験ってのを積んでおくとな』

　読まれている。単純な次の一手のみならず、【魔法】の選択から運用法、果てはきっかけに至る部分まで、深く。それは紛れもなく【魔法】に慣れ親しんだ人の知性だ。

『ま、何にしても長続きしねえ。数分やりゃあ筋肉も軟骨も関節も悲鳴を上げる試作型と見た』

　暴き立てられた秘策は秘策ではない。じきに裏をかかれる。

「フィリニオン。【調合】はもう良い、今ある回復薬のストックは!?」

「い、一応はいくつか。でもここから強酸への再化合なんて無理ですよ！」

「アルメリナも、ぶーぶーも。痛いけど我慢、回復薬あるし命が助かるなら儲もうけものだよね!?」

「ちょっと待てちゃんと説明し……うぶぐえっ!?」

　返事が終わる前に爆発があった。ベアトリーチェが【魔法】を起動し、自らの足元で大爆発を起こしたのだ。あちこちが不規則にうねり渦を巻いては消えていく白骨の海を割るためではない。凄すさまじい衝撃波で、自分達の体を真後ろへ吹き飛ばすために、だ。

　三六〇度取り囲まれているとはいえ、白骨の海にもむらはある。一番分厚いのはやはり真正面、直立する【スケルトン】の方だ。そちらに多くを割くと他の面はどうしても手薄になる。

　一気に。

　砲弾のように白骨の海を飛び越え、宙を舞う大斧の間合いから離れてしまえば、逃げ切れる。自分達の体も激しく叩かれるが、フィリニオンの回復薬の存在は大きい。

　そう考えていた。

　だが、

『だから言ってんだろ』

　メキメキメキメキ!!　と異音が炸さく裂れつする。あれだけ増やした白骨の手数が、再び一つに吞のまれていく。体積を蓄えた分だけ【スケルトン】が直接摑つかむ大斧は長く重く大きく成長する。

　数十メートル。

　ベアトリーチェ達が必死で稼いだ距離さえ、丸ごと吞のみ込こむ勢いで。

『自分達の窮屈な戦い方を、この俺に当てはめるなってなあ!!』

　真上から半月を描くような軌道で落ちる、白い流星。集中的に狙われたベアトリーチェはひとたまりもない。

　しかし、直後に。

「ちえっ、ぶーぶー！　踏み台に使え!!」

　アルメリナが叫び、僧侶の杖が六角の金棒へと切り替わる。身の丈より巨大な鉄塊が振るわれ、同じく宙にいたはずのぶーぶーの足の裏に大地の安定を与えていく。

　そして真上からの流星が【剣つるぎ聖せい女じよ】の頭を捉える寸前で。

　巨体が唸うなった。

　丸太か鉄骨と見紛う【兵へい輝き】に全体重が奇麗に乗っかり、白い流星と銀の竜巻が真っ向から激突していく。

　数十メートル規模の大斧は砕け、勢いを殺しきれないぶーぶーはいくつもの大木をへし折って大地を転がる。

　それでも全員で白い海の包囲網は越えた。

「大丈夫、ぶーぶー!?」

「ベアトリーチェは自分の心配をした方が良い。アルメリナも心配」

「こんな時まで紳士を出すんじゃねえよ、調子が狂う。それより下がるぞ、せっかく包囲網を抜けたのにまた吞のまれたら意味がない！」

　ざざざざざわざわざわざわ……と森が軋きしんでいく。いいや、木々の足元を埋める人骨の海が。

　大きな赤い宝石付きのテンガロンハットを被る【スケルトン】。おそらくは【賢者】とも直接繫つながりがあるであろう、【スカルウェーブ】。

　眺めて、ゆるふわ金髪にメガネのフィリニオンがごくりと喉を鳴らした。

「……でも逃げるってどこに？　グランズニール自体、さほど大きな島ではないはずですけど」

　答えている暇もなかった。

　殺到する白に、ベアトリーチェ達カンスト組はおろかぶーぶーまで迷わず撤退を選択した。
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　不気味に輝く大きな赤い宝石を付けたテンガロンハットを被る白骨は、背後に白い海を従えたまま、小さく息を吐く仕草をした。肺も横隔膜もないので空虚なモーションでしかないが。

『【賢者】ねえ……。随分懐なつかしい呼び名だ』

　喉とは違う方法で空気を振るわせ、そしてズタボロに倒壊した葉っぱの家から一歩、深い森へ足を踏み出そうとした時だった。

「ぞな」

『おや、旧ソの亡霊が何してやがる。エンターコスモスの墓守は放ほったらかしか？』

　植物系【ブレイクニュース】にして、あらゆる【マンドラゴラ】の頂点。殺人音波と無限増殖を繰り返す化け物は、胸の下まで畑に埋まったまま緩くあくびをしていた。

「……まったく骨になっても汗臭い男め。人が穴場の湯治場でくつろいでいたというに、土足で荒らし回られて一言文句を垂れる権利も与えぬと？　そいつは少々虫が好よ過すぎる話ぞな」

『ふうん。ここはお前さんのお気に入りだったのか』

「私だけではない。色々な者が居心地の良さを感じておった。それを貴様は一存で破壊した。さて、俺は知らなかったんだーが通じる状況か、その空っぽのオツムで今一度考えてみよ」

『……やるってのかい、この俺と』

　その頭蓋骨は、皮膚や筋肉があれば確実に笑みの形を作っていただろう。

『なあ。アンタの無限増殖は言うほど便利なものじゃない。何しろ植物系っつっても光合成で全部賄えるもんでもねえだろ。土壌の栄養が尽きればそれまでだ』

「それはお前とて同じだろう。その体の材料が何なのか、分からぬ者の方が珍しいぞな」

『そうだ、飛んで火に入る夏の虫の集合だな。……だが植物さんよ、大自然の生命力と人間の欲望はどっちが強いと思うね？』

「……、」

『ちなみに俺が生まれた地球じゃ断然人間の欲望だった。人間はな、自分の首を絞めると分かっても乱獲や乱開発をやめられん生き物なんだ。お宅の飛行士は青い惑星とか言っていたが、実際にゃ乾いた色のハゲ山と砂漠ばっかりだ。グランズニールはそうならないと良いな？』

　口調は穏やかだが、【ブレイクニュース】の一角を押し黙らせるには十分だった。

　植物系頂点の強さの根幹は、食物連鎖の土台の植物を根絶やしにすれば『上』も一緒に死に絶える、というもの。長期戦で土壌の栄養を吸い尽くすというのはシンプルかつ真骨頂だ。

　だが、もしも捕食者が本当に先を気にしなかったら？　このまま進めば確実に一面がハゲ山と砂漠の中で飢えて干からびるという分かりやすい末路から全力で目を逸そらし、ただただ目の前の恵みを片っ端から刈り取り食い散らかすと公言したら？

　正直、そいつは【イレアナ】に付き合い切れる限度を越えている。

「世界を喰くらい尽くすほどの欲を抱えて何をするつもりぞな」

『さあね。確かに人は分かり切った未来を遮断するほど愚かで罪深い生き物だが、同時に馬鹿馬鹿しいほど心優しい存在でもある。大地が干からびると理解しても、飢えと渇きに唇の割れた幼おさな子ごのために水を求めちまうくらいにな』

「……、」

『あの連中と【賢者】を引き合わせる訳にはいかん。分かるのさ、この空っぽの頭でも。そいつは誰にとっても幸せな事にはならねえってのがな』
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　圧倒的な耐久性と、甚大なまでの破壊力。真っ向からの殴り合いは不利と見てぶーぶー達は距離を取ったものの、さてどこへ逃げるべきか。

「くそっ、【亜あ人じん】のぶーぶーは【ゲート】を潜れない以上、【サインアウト】で地球へ避難する選択肢はないよな」

「はあ、はあ。ぶーぶーさん一人に、任せきりにする事は、ぜえ、できませんからね。ひい」

「けどグランズニールは決して広くはないのも事実。だとすると、大空は？　【サウザンドドラゴン】辺りとコンタクトが取れれば状況も……」

「……、」

　深い森を走りながら作戦会議を進める三人に、先ほどから何故なぜか口数の減ったぶーぶー。

　と、その時だった。

「うわっ!?」

　青い空に巨竜を捜すアルメリナがおかしな声を出した。頭上を大きな異物が飛び越したのだ。背後、何百メートルも先で白い大爆発が起き、全方向周辺一帯に無数の人々の乾いた人物を束ねた大斧が何百何千と降り注いだのだと、さて【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちはきちんと全体を把握できたか。

　その瞬間、彼女達の頭を埋めたのは、

「【スカルウェーブ】!?　もう次の手を！」

「ひっ、ひいい！　一体どれだけいるんですか、あんな【スケルトン】ばら撒まき放ほう題だいだったらあっという間に包囲されちゃいますよう！」

「本当にそこまで便利かな。ヤツは個人だ、集団じゃなかった。どれだけ大量の資源があっても、【スケルトン】として起き上がれるのは常に一体だけなんじゃねえか？」

　その予測が当たっていたとしても脅威は消えない。『どの』白骨の小山が【スカルウェーブ】として化けるか分からなければ、全てを警戒するしかないからだ。

　それに、

「……追ってきている」

　走りながら後ろを振り返り、ベアトリーチェは呻うめいた。

「意識持ちの司令塔が骨の小山から小山を伝って次々にこっちへ渡ってきてる、気をつけて！」

　確かに遠くから追いすがる影があった。時にテンガロンハットを被った頭蓋骨が小山から小山へ投げ渡され、時にテンガロンハットだけがＵＦＯやフライングディスクのように宙を舞い別の頭蓋骨に収まって。

　単純に足で走るよりも素早く、そして『どの』骨の組み合わせでも【スカルウェーブ】として機能する。人骨のパズルというあまりに悪趣味な追撃者が、迫る。

「チッ！」

「やっぱあの帽子、狙ってみるだけの価値はありそうね、っと！」

　逃走の隙間を縫って、アルメリナの鉄球やベアトリーチェの炎がテンガロンハットの頭蓋骨を狙うが、こちらについてはお手玉のように避けられてしまう。

　そして少女達の顔は晴れない。【魔法】が届く、当たる、全力で逃げているはずなのにもうそんな距離まで肉薄されている。

「平面を走り回っているだけじゃダメだ、全方位から取り囲まれる。崖でも洞窟でも良い、とにかく天然の要塞でも利用して、向こうの侵攻ルートを一本に絞るんだ。一〇〇万人いようが一人しか潜れない隙間なら一人ずつしか戦えない。【迷めい宮きゆう】の通路と同じだ、向こうをモタモタさせている間にボカスカダメージを与えて乗り切るしかない!!」

「ひい、はあ、そ、そんな都合の良い場所どこにあるっていうんですかマッピング馬鹿！」

「あ」

　そんな風に言い合っている中で、ベアトリーチェは素っ頓狂な声を出していた。

　前方、森の木々の隙間から何かが見える。それは灰色の豚面を模した巨大な真ん丸モニュメントだった。それだけではない、ジェットコースターのトロッコレールやフリーフォールの塔、観覧車の巨大な水車なども見て取れる。

　深い森には不釣り合いな、人工物の塊。一群を総じて呼ぶとすれば相応ふさわしい名は、




「……ぶーぶー、ランド？」




【妖よう精せい】達たちが恩返しのため、ぶーぶーに目一杯楽しんでもらうために、こっそり造っていた遊園地。それでいて、又聞きに又聞きを繰り返していたせいで遊具の本質を理解しておらず、主に安全基準がぶっ飛んだ悪意ゼロの殺人アトラクションの数々。

　あまりに疲弊した【白しろ魔ま女じよ】が自分の熱気にレンズを白く曇らせながら、大して見えてもいないメガネを無駄に左の指先でくいくいさせていた。

「あっ、あそこに逃げ込めば何とかなるんじゃないですかね!?　内外あちこちに柵があるから白骨の動きを阻害できますし、何より殺人アトラクションばっかりだから上手に使えば一網打尽にできるはず……!!」

「トラップアクション、いやタワーディフェンスかな。何にしても少しは面白くなりそうだ！」

　こちらの狙いに気づかれないよう相手を誘導するという高度なアクションは必要ない。今の【スカルウェーブ】なら黙っていてもベアトリーチェ達を追い回し、どこでも飛び込むだろう。

　活路は見えた。

　が、ここでベアトリーチェは予想もしなかった事態に見舞われる。

　一緒に逃げていたはずのぶーぶーが、急に立ち止まったのだ。

「どうしたの、ぶーぶー？　早く！」

【剣つるぎ聖せい女じよ】が強く促しても、【イベリコオーク】は動かなかった。その場で首を横に振る。

「……ぶーぶーはそっちに行けない」

　どうして、とベアトリーチェが聞き返すよりも早く、

「だってあいつが追い駆けているのはぶーぶーの【兵へい輝き】だった。これ持って逃げ込んだら、きっと誰かを巻き込む。ううん、違う。ぶーぶーはもうお前達を巻き込んでいる。本来だったらバラバラに逃げて、あいつの狙いをぶーぶー一人に絞らせなくちゃいけないのに……」

　思わずカッと頭に血が上りそうになったベアトリーチェだったが、そこでふと思い出した。

【スカルウェーブ】に破壊された、ぶーぶーの葉っぱの家を。

　あの惨状が、彼の頭の中に今もこびりついているのかもしれない。見た目以上に堪えているのかもしれない。だから、同じ衝撃を周りが浴びる事に、浴びせてしまう事に、強い抵抗を覚えている。そうなるくらいなら、自分が一人で立ち向かった方がまだマシだ、と。

　ここに至るまでのぶーぶーの無言の意味が、ようやく伝わってきた。

　ベアトリーチェとしても、良いのか。確かに人の目から見れば【妖よう精せい】達たちの造ったぶーぶーランドはあべこべで滑稽で、本来の遊園地からはかけ離れたものだった。だけど同時に、【妖よう精せい】達たちは本当に心の底から恩返しがしたくて一生懸命考え抜いた上での選択のはずだった。それを、自分の命が惜しいからと土足で踏み荒らし、暴れ回って、あちこち壊して、笑顔を作るための遊具を戦闘と破壊のために悪用して……。

　許されるのか、そんな事？

　ぶーぶーの誕生日を踏みにじられた時どれだけ怒りが身を焼いたのか、もう忘れたのか？

「ぶーぶー……」

　自分の提案は、皆を不利にする。

　分かって、なお、ベアトリーチェはその条件を吞のみ込こんで発言しようと心が傾いた。

　その時だった。




「何だ。何かと思えばそんな見当違いな事でくよくよと悩んでおられたのか、我らの英雄様」




　淑しとやかな女性の声があった。

　皆が見上げると、木々の枝の一つに小さな光があった。そこに腰掛けるのは、人の掌てのひらほどの【妖よう精せい】。ライム色の長い髪を頭の後ろで束ね、オレンジ色のドレスで豊満な肢体を覆う、背に二枚の薄羽を備えた妙齢の美女であった。

「お初にお目にかかる、ぶーぶー殿。私はモルガン、畏おそれ多くも【ストリオーナ】様から留守を任され、【妖よう精せい】達たちを束ねている長老だ」

　ひらりと舞う、小さな光。

　それは四メートル弱の巨体の鼻先へ躊ちゆう躇ちよなく近づくと、

「そして失礼を承知で言わせていただくが、一体何を勘違いされておられるのか。我らの望みは一つ、大恩あるぶーぶー殿のお役に立つ事。ぶーぶーランドが壊れるのが怖い？　本来通りの使われ方をしないのは可哀かわい想そう？　逆だ、全くの真逆。我らは英雄様のためになればそれが一番なのだ。使い方などどうでも良い、あなたのお役に立てたかどうかが大切なのだ。ぶーぶー殿をもてなすために造ったものが、使い倒されるのを恐れて当のぶーぶー殿を締め出すなど笑止千万。あなた方は、我らの感謝の念に埃ほこりでも被せてしまいたいのか」

　背後からは、こうしている今も白骨の海が追ってきているはずだった。立ち止まっている暇は一秒だってないはずだった。

　だけど、その場の全員が待った。知らない街で置き去りにされた小さな子供のような顔をしたぶーぶーからの、ちっぽけな言葉を。

「……だって」

　やがて、小さな【妖よう精せい】相手でさえ俯うつむくように目を合わせられないぶーぶーが、喉から絞り出すように呟つぶやいた。

「だって、狙われているのはぶーぶーで、みんなには関係のない話で、ぶーぶーが立ち寄る場所にはいっぱい迷惑をかけてしまうんだぞ」

「だから何だ」

「【スカルウェーブ】は倒し方も分からない、力を合わせたって道が開けるとは限らない、結局みんな共倒れで終わるかもしれないんだぞ」

「それのどこが問題だ」

「なのに、何でそんな風に言える？　ぶーぶーと手を結んでも誰も良い事なんかないのに……」

　直後に長老は手近にあった蜘蛛くもの糸のようなものを下に引いた。

　どデカい桶おけがぶーぶーの頭に落ちた。

「どぶーっ!?」

「ふん、【妖よう精せい】の長老がじきじきに吹き込んだ祝福付きの得物だ。存分に幸運を注入されるが良い。それに何かと思えばそんな事……」

　そして両腕を組んだ小さな長老は、鼻で笑ってこう切り捨てた。同時に、まるで悪い夢を見たと脅おびえる子供の頭を優しく撫なでる母親のように告げたのだ。




「決まっている。ここにいる皆が、ぶーぶー殿の笑った顔が見たいからだよ。かつてあなたが損得なく同胞メリディアーナに手を差し伸べた時と同じように」




　ぶーぶーは、動けなかった。

「……いっぱい、迷惑かけるぞ」

「ああ」

「本当に、たくさん、たくさん、取り返しのつかない事になるかもしれないぞ」

「ああ」

　真上から何かが迫った。

　無数の人骨を束ねた巨大な斧の一つだった。

　だがもうぶーぶーは迷わない。振り返りざまに丸太か鉄骨と見紛う巨大な【兵へい輝き】を旋風のように振るい、頭上から襲い来る斧を粉々に打ち砕く。

　そして彼は短く言った。

「頼む」

「おうとも」

　無数の白骨が繫つながりを失ってバラバラに降り注ぐ中、一緒に狙われたはずのモルガンはその場を動かなかった。胸を持ち上げるように組んだ腕を解く事もなければ、瞬きの一つさえ。

「それでこその、我らが焦がれる英雄様」

　囁ささやき、そしてモルガンは改めてひらりと舞う。

「では招待しよう、我らの城へ。今こそ大恩を返す時が来た」
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　そしてあちこちが不自然に隆起し渦を巻く白い海を従えたテンガロンハットの白骨、【スカルウェーブ】も、呆あつ気けに取とられたように正面ゲートのアーチに描かれた文字を見上げていた。

『ぶ、ぶーぶーランド、だと？』

　まったく、人望があるんだかないんだか分からなくなる話だ。

　ひらりと小さな光が舞った。

　スミレ色のワンピースを纏まとう掌てのひらサイズの【妖よう精せい】、アリスだった。

「ここから先は危ないですもん！　あたし達が待ち構えているから回れ右するのが賢明ですもん!!　がるがる!!」

『何だ、小さい嬢ちゃん。あれから羽の調子はどうだ、変に痛んだりはしてないか。付け根さえ無事なら後は軟なん膏こうで癒せるはずなんだが』

「むぐっ！」

『お姉ちゃんとは仲直りできたか？　恥ずかしいだろうが早い内に切り出した方が良い。あんまり時間を空けるとかえってタイミングを失っちまうよ。俺も夫婦ゲンカじゃ散々失敗した』

「むぐぐー……!!」

『でもって気遣いありがとうよ。集落の決と個人の情とに板挟みされてあんたも大変だろ。だが男には怪け我がを恐れちゃならねえ時もあるのさ。こっちは気にするな、ではな』

【妖よう精せい】から目を逸そらし、さらに前へ。

　正面ゲートは丸太を植物の蔦つたで縛って組み立てた、両開きの門で閉ざされていた。タワーディフェンス、籠ろう城じよう戦せんのつもりなのか。

　息を吐くような動作をして、それから白骨は手にした大斧の石突で軽く地面を叩いた。

　直後、ズパン！　と空気を裂く音が響く。背後に控える白い海から、同じ大斧が三〇、四〇と舞い上がった。回転しながら敷しき地ち内ないへ万遍なく着弾していく巨刃は、フライングディスクやＵＦＯを連想させたかもしれない。

　当然、どれだけ白骨があっても【スケルトン】として直立できるのは一体だけ。今のはあくまでも不測の事態が発生した際の補給ポイントの設置である。

（下した拵ごしらえも済ませたし……俺も行きますか）

　頭のテンガロンハットを片手で押さえ、心の中でそう思った時には、もう終わっていた。

　爆音の炸さく裂れつ。

　ものの一瞬で丸太の城門が粉々に砕け散り、酒瓶に真横から銃弾を浴びせたように細かい破片が飛沫しぶき状じように奥へと吹き飛ばされていく。

　無理もない、【スカルウェーブ】の背には身の丈より巨大な斧を持つ腕が二〇も接続していた。いや本質は念動力なので、多少部位と部位が離れても問題ない。つまり関節の構造を無視した組み合わせも自由自在だ。斧の重さは三〇キロ以上、それを一分に二四〇〇回の勢いで解き放つ。城門破壊用の大おお槌づちを一〇本束ねて低回転領域ガトリングの勢いで乱射するにも等しい。

（いかんねえ。せっかくの幻想世界を俗世の垢あかにまみれたたとえ話でまとめちまうなんざ。こう見えて、まだまだ俺も人間って訳か）

　長さも太さも違う『腕』を巨花か後光のように広げながら、原形さえ失った城門を踏み越える。個々の力が及ばないなら、地形や構造物の力を借りる。現に目の前の広場も丸太で作った即席のバリケードがジグザグに走っていた。本来ならこちらが障害物にぶつかってモタモタしている間に密度を上げた飛び道具の雨あられで殲せん滅めつする腹積もりなのだろう。何なら可動式のバリケードを盾代わりにして直接足を止めに来るつもりかもしれない。

　正しい選択だが、壁も塀も真正面から突き崩せるなら差は埋まらない。

　目の前に聳そびえるのは真ん丸の池と巨大な豚の頭のモニュメント。てっぺんから水柱が出ているので、噴水のつもりらしい。周囲を取り囲むのはジェットコースターのトロッコレールで、さらに外側にあるのはフリーフォールや観覧車か。

　さらにジグザグのバリケードを難なく破壊し、

「おっと」

　噴水を回り込む格好で広場の両サイドに向かい、屋台が並ぶ辺りに差し掛かって、人骨は一度手を止めた。串焼きのヨーグルト浸づけが残されたままだが、こちらはそっとしておく。

（……こういうの、不思議と粗末にできねえんだよな。今さらものが食える訳でもないのに）

　背後に白い海を従え、正面広場に乗り込んだ【スカルウェーブ】は風の唸うなりの音を耳にした。

　直後。




　ゴォ!!　と。トロッコレールの流れを無視して飛び込んできた一二両編成の貨車が【スケルトン】の視界いっぱいを埋め尽くす。




『な、あ……!?』

　なまじ人の知識があったのが裏目に出たか。ジェットコースターはレールを走るもの、それ以外選択のないもの、という先入観がダイナミックに脱線する貨車の群れへの対応を遅らせた。

（チッ!!）

　だが【スカルウェーブ】に致命傷は入らない。前述の通り、彼の大斧は城門破りの一〇倍をガトリングの勢いで撃ち込むのと同じ。一二両編成だろうが何だろうが、真正面からラッシュで迎撃すれば終わりのない鉛筆削りのように貨車の群れを戦闘から順に、粉こな微み塵じんにしていける。

　一方で、そちらにかかりきりになったのも事実。

　その横っ腹を狙うように、

「そおーっれ!!」

　頭上から、黄色い声でタイミングを合わせるような音おん頭どがあった。

（っ、【妖よう精せい】……？）

　そして空中飛来したジェットコースターを削り倒しながら首を横に巡らせた白骨は気づく。

　今度はスイングシップ。

　海賊船を模した巨大ブランコの支柱が脱臼したように外れ、今まさに大質量の塊が【スカルウェーブ】に叩き付けられるところだった。

『ぐォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　一瞬でバラバラになる白骨。いっそボウリングのストライクのように清すが々すがしいが、これで彼の命が尽きる訳ではない。

（というか、厳密には命なんかないんだがな）

　テンガロンハットを被ったままの頭蓋骨が放物線を描き、他の骨の腕に摑つかみ取とられ、新たな首とジョイントされる。

　それだけで、再び【スカルウェーブ】は起動する。

　何度やられても同じ。白い海は無地のジグソーパズルを何百何千組もバラバラにして混ぜたようなものだ。使える部品があれば何度でも組み替えて起き上がる。故に終わりは見えない。

　……そのはずだったのだが、

『……？』

　最初、その白骨は疑問を持ち、

『そういう事か、くそっ!!』
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　この場を主導していたのは、高さ数十メートルもあるフリーフォールの塔のてっぺんからぶーぶーランド全体を見下ろすアルメリナだった。

　彼女は【殴おう僧そう侶りよ】、炎や氷などを【魔法】で自由に振るえる中、敢あえて物理的なメイスや鎖付き鉄球の打撃を追求した人間だ。故に景色に重ねるように広げた、ネックレスのような細い鎖で作った四角い枠とシャボンの膜の中に全てが網羅されている。位置エネルギー、運動エネルギー、重力計算、振り子運動、ベクトルの合成と分散……。それら膨大な計算の結果を空間に浮かべたきめ細かい鎖とシャボンの四角い枠に風景を重ね、光の曲線の形でジェットコースターやスイングシップなど超重量アトラクションの次の動きを視覚化させていく。

（……ま、視認できる速度までだから、【エルキアド】の鉛弾だの本気出したぶーぶーだのには届かないが）

「ウォーターライドは出力三〇〇％で脱線、このフリーフォールも落として白骨を潰したら、五、六、七番の内門を閉鎖！　光る花粉を使ったお化ばけ屋や敷しきの立体映像で【スカルウェーブ】の矛先を逸そらしている間に、囮おとりに使ったぶーぶーはコーヒーカップに乗せたまま円周の反対側まで逃がして！　ぐるっと回してそのまま観覧車側へ誘導するんだ!!」

　彼女の指示に従う形で掌てのひらサイズの【妖よう精せい】達たちが飛び回り、四角い枠の中で景色に重ねた光の曲線通りにアトラクションが宙を舞って、次々と白骨の海へと突き刺さっていく。

　無論、元から何度でも組み立て直す人骨パズルのような【スカルウェーブ】だ。単純な打撃だけで勝負が決まるとは思っていない。

　アルメリナ達の狙いはそこではない。

　ひらりと【殴おう僧そう侶りよ】の傍そばを舞うモルガンが感心したように呟つぶやいた。

「いい感じに分断できてきたな」

「ああ。どれだけ白い海が広がろうが、司令塔の人骨パズルは常に帽子を被った一つきりだ。だったら、テンガロンハットの周りから白い海を切り取っちまえばコマンドは届かなくなる。ジェットコースターで押し潰し、スイングシップの残骸で壁を作り、内門を閉めて……。大海を埋め立てる事はできなくても、水みず溜たまりなら話も変わってくるもんだ」

　事前に【スカルウェーブ】側がいくつもの骨の大斧を投げ込んで、言ってみれば補給ポイントを設けていたのは若干怖かったが、でも向こうにできるのはそこまでだ。個々の白骨が勝手に起き上がって大軍勢を作る訳ではない。

「さあて、下も上手く立ち回っていると良いんだが」

　このタワーディフェンス、取られてはいけないのはぶーぶー……というか、彼の【兵へい輝き】だ。ベアトリーチェはいざ肉薄された場合の直ちよく衛えい、フィリニオンは回復役。壁や門を破壊して回る【スカルウェーブ】の打撃力を考えると一ヵ所に留まる訳にはいかないので、とにかく敷しき地ち内ないを走り回って安全を確保するしかない。

（壁も門も壊せるったって、お前は一人きりしかいないんだ。【妖よう精せい】達たちが次から次へと新しい壁を用意して、全部区切って、蜂の巣みたいに小分けにしちまえば、お前はあちこちにばら撒まいた白骨を回収しきれなくなるはずだ！）

　しかし、そう、安全地帯がないという事は、

「おっと、やべえ！」

　アルメリナが何かに気づいて叫んだ直後、巨大な白い斧が回転しながらフリーフォールの塔を襲った。テンガロンハットの持ち主がこちらに気づいて投げ込んだのだろう。立て続けに飛来する空飛ぶ円盤を後しり目めに、彼女も彼女で待機していた貨車の一基に飛び込んでいく。元々はぶーぶーサイズで設計されたものだが、チャイルドシートみたいなアタッチメントをつければ人間も利用できるらしい。……問題は今回が初めての実験テストだという事くらいか。

　ひらりと舞うモルガンが宣告した。

「では手はず通りに、落とすぞ？」

「おっかねえ!!」

　人間の遊びを勘違いした【妖よう精せい】達たちが造ってしまった、本当の意味でのフリーフォール。当然ブレーキとなるものは、アルメリナが両手で握る鉄の杖しかない。

　巨大な熊手のような複数の金属爪が塔の側面に食い込み、火花を散らす。

（やばっ、やっぱり減速しきれな……!?）

「ぶー!!　アルメリナ、跳べ!!」

「っ」

　落着寸前に聞こえた声を頼りに、アルメリナは手首をひねる。塔の側面へ深く金属爪が嚙かみ、古いレコードの針飛びみたいに弾はじかれ、【殴おう僧そう侶りよ】の体が安全バーの隙間を抜けて舞い飛ぶ。

　背筋どころか心臓まで凍りかけたが、重たい衝撃はなかった。

　たくましい両腕を差し出したぶーぶーが、その筋肉のバネを使ってアルメリナの体を受け止め、衝撃を上手に逃がしたからだ。

　ほっと息をつく【殴おう僧そう侶りよ】は頰を指で搔かいて、

「ジェントルマンめ。これでも初お姫様抱っこだぞ」

「うわあー！　初めてを取られたーっっっ!?」

　横でベアトリーチェが涙目で叫ぶが、拘こう泥でいしていられない。すぐにでも白い群れは迫り来る。
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「それー！　トランポリン砲も大放出ですわー!!」

「回転木馬攻撃です。いっけー!!」

　黄色い歓声と共に植物の蔦つたや動物の腱けんが溜ため込こむ、大岩を飛ばすほどの張力が解放された。その都度超重量アトラクションが解放され、テンガロンハットの怪物が砕けて散らばっていく。

「あ、ああ、ああああああああ……」

　そんな光景を、ただ一人、手放しで喜べない影があった。【妖よう精せい】アリス。彼女はあの白骨について知り過ぎてしまっていた。言葉と感情を交わしたのは、やはり大き過ぎる。

　何度も何度も壊されて、そのたびにバラバラの骨を繫つなぎ合あわせて再び起き上がる【スケルトン】。誰にも心配してもらえない異形の怪物。その白い海だっていくつもの遊具の残骸や内門に遮られ、今や小さな池ほどに縮んでいる。

　あれがなくなったらどうなるんだろう。

　テンガロンハットを奪われたら。そこにはめ込まれた大きな赤い宝石を砕かれたら。

「っ」

　居ても立ってもいられなかった。スミレ色のワンピースを纏まとうアリスはひらりと舞い、何度目になるか分からない自己組み立て中の【スカルウェーブ】の下に向かう。

『……何だ、小さい嬢ちゃんか。どうしたね、わざわざ敵方になんて』

「あ、あなたは馬鹿なんですもん!?　そんなになる前に、いったん外へ逃げて大勢を立て直せば良いじゃないですか！」

『かもしれねえわな』

　テンガロンハットを被り直し、その白骨は語る。

[image: ]

『だが世の中にはどうしても後回しにできねえ事ってのがあんだろ。【迷めい宮きゆう】で追い詰められた新入りを助けるために飛び込んで、自分の方がやられちまうヤツがいる。そんな話を外から聞いてりゃ、離れたトコから石でも投げて強敵の気を引けとか階段までの最短コースを先に計算してすぐ逃げられるようにしろとか、さぞかしクレバーな意見を並べるヤツもいるかもしれん。でも、俺は訳知り顔なんかやらない。だってそんな冷静に考えられなかったんだろ。行き止まりで汗びっしょりにした新人を見ちまったら、もう自分の安全さえ考えられないくらい、後回しにできなかったんだろ。だったらそいつは尊いよ、たとえ結果が伴わなかったとしてもな』

「あなた、は……」

『昔も良く言われたもんだ。宿屋街を造ろうと思ったのは何故なぜ？　怒り狂う母竜を倒しておきながら、その傷を癒したのはどうして？　そのたびに答えてきた。俺は寝覚めが悪いのが嫌いなんだ、人間だろうが何だろうが傷ついて血を流すトコは夢に見たくねえってな。誰もが首をひねり、変に含蓄のある言葉だって深読みばっかり繰り返していたがね』

「……、」

　小さい嬢ちゃん、とこの【スケルトン】は繰り返していた。

　単に格下に扱っているのではない。彼は【妖よう精せい】達たちの流儀を心得ている。【妖よう精せい】は初対面の相手からいきなり名指しで呼ばれる事を好んでいないのだ。だから距離を測っている間は『月下の隣人』や『古き客人』などわざと遠回しな言い方をさせたがるものなのだが、今日びそんな風習を知り実際に使いこなせる者はそう多くない。

　見た目は粗暴でいい加減。

　だけど芯の所では思慮をもって相手を丁寧に敬う心を備えている。

　なら、その口から出る言葉だって決して行き当たりばったりではないはずだ。

『追い詰められてんだよ、あいつらも。明かりが足りないせいで、すぐそこの行き止まりに気づいてない。あんな真っ直ぐな目をした連中を【賢者】と引き合わせる訳にはいかない。誰にとっても不幸になるに決まってる』

　本当に【スカルウェーブ】にはそれだけしかないのか。利害や怨えん恨こんもない。危険な道を行く知り合いを止める、そのためなら悪役でも買って出る。たったのそれだけしか。

　確かに、【賢者】とやらがまともな人間ではないのは、この白骨を見るだけで分かる。人の一生、生死の定義さえ歪ゆがめる悪魔のような頭脳の持ち主。下手に怒らせれば、その叡えい智ちがどのように悪用されるのか。想像して楽しい事ではない。

　が、激しい恐怖と若干の嫌けん悪おにまみれたアリスの顔を見て、【スカルウェーブ】はわずかに肩の力を抜いたようだった。もしも瞼まぶたがあれば、ゆっくりと目を細めていたかもしれない。

『残念、そういう意味じゃあねえんだよ』

「？」

『とはいえ、こっちとしちゃ気づかれない方がありがたいんだが。ほれ、持ち場に戻りな、小さい嬢ちゃん。お前さんも仇きゆう敵てきなんぞと仲を深めるもんじゃあねえぜ、村八分になりてえのか』

　何の気なしに、白骨は掌てのひらサイズの【妖よう精せい】を骨しかない指でデコピンした。

　真横に弾はじかれたアリスが抗議の声を上げる暇もなかった。




　ゴグシャア!!　と。

　真正面から突っ込んできた小型サイズの機関車が、白骨をバラバラに吹き飛ばしたのだ。




「……ッッッ!?」

　顔を真っ青にして口をぱくぱくと動かし、しかし一言も発せないアリスに、砕け散った【スカルウェーブ】は頭蓋骨のテンガロンハットを残った腕一本で被り直して一礼し。

　そして他の有象無象の白骨もろとも、別のアトラクションの危険域まで投げ込まれる。

　Ｖ字に軋きしむ植物の蔦つたの張力を地上で無理矢理に抑え込んでいるその正体は、

『逆バンジーかよ、面白れえ……!!』

　ズバン!!　という轟ごう音おんと共に、バラバラの白骨が地上から数十メートルほど打ち上げられた。宙を舞う中で各部の骨を接ついで一人前の人骨を取り戻した【スカルウェーブ】が、ぐるりと身を翻ひるがえしてバランスを取り戻す。手近な足場を求めて彼が足をつけたのは、山なりにうねるジェットコースターのトロッコレールの上だった。

　すでにそこには先客がいた。

　四メートル弱の巨体を誇る【イベリコオーク】の末、ぶーぶー。

　丸太か鉄骨と見紛う【兵へい輝き】をこちらに突き付ける人身豚面にとって、狭いトロッコレールが行動を阻害する事はないようだった。一方の【スカルウェーブ】はピンボールのように何度も敷しき地ち内ないを跳ね回された上、最後は高所に投げ出されている。すでに白い海はどこにもない。一人前の骨と一振りの大斧、そして頭のテンガロンハットが彼の全てだ。

「ぶーぶーはこの【兵へい輝き】をお前にやれない。【賢者】がどうこうじゃない。ここにはぶーぶーの大切なものが込められているから」

『……その大切なものとやらを抱えた結果、今ある笑顔を失うとしてもか？』

「確かにベアトリーチェがいなくなったら哀かなしい。フィリニオンも、アルメリナも、みんなみんな怪け我がとかしてほしくない」

　揺るがない。

　かつて逃げるしかなく、仲間のために自分が囮おとりになるべきだったと俯うつむいていた彼は、しかしもう微み塵じんも揺るがない。

「でもあいつらは言ってくれた、こんなぶーぶーに。変に気を遣って温存するなって。私達の気持ちに埃ほこりを被せるつもりかって。だから、ぶーぶーはもう巻き込む事を恐れない。いいや、あいつらと一緒に未来へ進むって決めたんだ。ぶーぶーは嫌われ者なんかに甘んじない。人と仲良くなる事から、誰かと繫つながる努力から逃げたりしないって!!」

『ほう。ちったあ男のツラになったか、ぶーぶー。この広い世界で、誰にも譲れないもんを見つけ出すのは良い事だ』

　骨しかないその怪物は、しかし確実に笑っていたはずだ。

　そして実際、【スカルウェーブ】は弱体化しないとおかしい。背後に控える白い海を失い、外部拡張した無数の腕の骨や大斧もない。一振りの得物だけで巨大な鈍器をガトリングの勢いで解き放つ怒ど涛とうの連撃は使えない。五体満足に大斧一つならぶーぶーに競り負けるだろう。

　だが。男も男で目ま深ぶかに被り直した帽子を片手で押さえたまま、一歩も退かずにこう宣言した。




『そんなお前さん達だからこそ、なおさら死地へは誘いたくない。そういうわがままも理解しちゃあくれねえかなあ!!』




　言葉と同時だった。

　ボンッッッ!!!!!!　と、壮絶な火柱が噴き上がった。【スカルウェーブ】、その大斧。いいや白骨でできた得物を伝い、全く同じ素材でできた【スケルトン】自身をも焚たき木ぎに変えて、恐るべき業ごう火かが男の全身を包んでいく。

『何も驚く事じゃあねえ。人骨に含まれる燐りんは燃える。人ひと魂だまの正体なんて言われていた時期もあったっけな。胡う散さん臭くささはプラズマだのメタンガスだのとどっこいどっこいって感じだが』

　そして、燐りんは極めて有毒だ。人ひと魂だま説せつ、及び殺さつ鼠そ剤ざいとしても使われる白はく燐りんであればわずか五〇ミリで人を死に至らしめる。無論ただの人骨を燃やしてもそこまでの事態にはならないが、【スカルウェーブ】はただの人骨ではない。それらを操り、絶大な力に変える別の存在だ。

　膨大な熱と、有毒の煤ばい煙えん。

　打撃で敵かなわぬならば上乗せを繰り返し、三重苦でもって難敵をねじ伏せる。

『お互い、変に長引かせてもつまらねえ』

　炎の中で身の丈より巨大な大斧をゆらりと構え直し、男は告げた。

『ちゃちゃっとカタぁつけようぜ、色男!!』
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　どんな勝負であれ、決着は一つ。

　それ以外に、最後の激突を語る言葉は存在しなかった。
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　壮絶な光景だった。

　凶暴な火炎に毒々しい煤ばい煙えん。だが対する【イベリコオーク】は小細工抜き。拳の圧で立ち昇る蠟ろう燭そくの炎を吹き消すが如ごとく、巨大な【兵へい輝き】が全てを薙なぎ払はらったのだ。

　しかしたった一人だけ、そんな勝利の喜びに背を向けた者がいた。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】アリスはぶーぶーランドを離れて、一人ふらりと森を飛び回っていた。食物連鎖の下位にいる彼女達がこんな目立つ動きをすれば、様々な天敵の注目を集めかねない。だがスミレ色のワンピースを纏まとうアリスは危険を冒しての捜索活動を決してやめなかった。

「確か、こっちに……」

　誰よりも皆を心配し、だけど、誰にも真意を気づいてもらえなかった……そんな孤独な怪物。

　いいや、孤独になどさせるものか。アリス達【妖よう精せい】は恩と仇あだに生きる。集落全体の決定がぶーぶーに寄り添ったとしても、そのぶーぶーに姉どころか自分の命まで救ってもらったとしても、もう一人の恩人だって絶対に無下にはできない。

「こっちに、絶対、こっちの方に飛ばされたはずですもん!!」

　果たして、命を投げ出すような捜索の果てに、ついに四枚羽のアリスは見つけ出す。

『いやあ、飛んだ飛んだ、飛ばされた。すんげえグランドスラムだったな、ぶーぶーのヤツ』

　武器も体も失って、ただテンガロンハットを被る頭蓋骨が一つだけ。木々の根元の黒土に、無造作に転がっていた。

『……でもって、どうした小さい嬢ちゃん。こんな嫌われ者の敗北者の所までわざわざ』

「う、うう」

　小さな唇を嚙かんだが、意味なんてなかった。アリスの口からは嗚お咽えつが溢あふれて止まらない。

「うううううううう！　うううううううううううううううううううううううーっ!!」

『おいよせって、泣くなよ、絶対よせ！　別に悪者がいたって訳じゃない、男と男がお互いの選択をぶつけただけの話さ。だから、な？　俺は発はつ泡ぽうスチロールと歯医者の機材と甲高いガキの泣き声だけはほんとにダメなんだ。頼むよマジで、こんな格好じゃ逃げられねえっ!!』

「だって、こんなの、これじゃあ、あなただけが……!!」

『んな事言ったって仕方がねえだろ。薄々分かっていた事でもあったしな。過去にしがみつく亡霊と未来へ歩く生者とじゃ折り合いはつかねえ。ヤツらはとびきり危険と分かっていても、それでも先へ進んでいくんだろうさ』

　にも拘らず【スカルウェーブ】がぶーぶーから【兵へい輝き】を取り上げて【賢者】に繫つながる道を奪おうとしたのは……まさしくわがままだったのだろう。【迷めい宮きゆう】で行き止まりと強敵に挟まれた新人と出くわして、冷静にやるべき事は色々あるのに、真っ先に鞘さやから刃を抜いて飛び込んでしまう。そんな、愚かだが気高い人の感情だったのだろう。

【賢者の石】に生かされる白骨。

　生死を超越した白い海、【スカルウェーブ】。

　だが彼もまた、紛れもなく人の中から生まれた存在なのだから。

『大変な事になるぞ……』

　頭蓋骨とテンガロンハットだけになった男は、どこか青空を見上げるように、そう呟つぶやいた。目の前のアリスに向けてではない。もっと遠くにいる誰かへ言い放つように。




『自分の足で歩いて進むって決めちまったんだ。だったら覚悟を決めて全部守り抜いてみせろよ、ぶーぶー』













　　　ご長寿【ロイヤルエルフ】シビュラちゃんの実況ニュース☆







　幻の儀式場？　ぶーぶーランドのナゾに迫る!!




　はい！　今回は山中の深き森に突如として現れた謎の廃はい墟きよに迫ろうと思います。

　付近に住む【ハーピー】や【サウザンドドラゴン】達に話をお聞きしたところ、この一帯は元々何もない森だったとの事。一体いつの間にこのような大規模施設が築き上げられ、そして知らぬ間に廃はい墟きよとなったかは全く分からないという話でした。

　誰が何のために造り、さらには何がどうして廃れたのか。

　では前置きはこの辺りにして、そろそろ中へ踏み込んでみるとしましょう。ごくり。

　まず崩れかけたアーチを潜ると、そこにあるのは謎の泉。半分崩れて沈むのは巨大な豚の顔を模した像……？　辺りには鉱山などで見られるトロッコレールに似た絡から繰くりの残骸が散乱しており、否いやが応おうでも緊張感を高めてくれます。ここでは何か大きな事故が？　奥にはまだまだ広がっているようですが、はて、内門が閉まっておりますね。では少々気合い入れてよじ登ってみましょうか。くっ、背丈が一五〇くらいだとこういう時辛い……！

　よっと……って、うわあ!?

　じっ、じじじじじ人骨があります！　それはもう壁を越えた向こうにはおびただしい数の人骨がぎっしり！　え、えと、ええと、頭蓋骨の数だけでも、うわあ数えきれない!?　こっ、ここでどんだけ死んでいるのですかあっ!?

　一体ここで何があったのか。ぶーぶーランドとはやはり恐るべき邪神を祀まつる儀式場だったのか。はっ、はうう!?　というか根本的に私はここから生きて出られるんでしょうかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?













　　　第二章　フィールドワークハンティング！
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「やれやれ……」

　ジョギングの傍かたわら、スレンダーな長身にスポーツ系のパーカーとショートパンツを纏まとい、アウトドア用のメガネを掛けた美女はそんな風に息を吐いていた。短い休憩の最さい中ちゆう、手足を伸ばし、腰を大きく回し、背を反らして、各部の柔軟をこなしながらスマホをチェックしていた。

「目指せ『イイヨ！』一〇個越え。必殺☆ヨコピース!!　……いやあー、なんか違うな。いっそ片目瞑つぶるならちょっと舌を出すべきか……？」

　通りに歩行者が消えたタイミング限定でのナンスカグラムでの自撮りポーズの練習もそこそこに、グランズニールでの戦闘記録へ意識とスマホの表示を切り替える。

　アンデッド系の【スケルトン】、その人為的な突然変異。【スカルウェーブ】とは一応の決着はつけたものの、満足いく戦果とは言い難がたかった。

　ぶーぶーについてもそうだが、共に物理特化の勝負で競り負けてしまうのは決して面白い状況ではない。そしてこういう時、長い黒髪を頭の後ろで束ねた美女は都合の良い才能の開花や洞窟の奥に眠る究極魔法の伝説なんぞに頼らない。あらゆる【パーセンテージ】系【魔法】……つまり装備補整は基となる肉体に％単位で掛けていく。例えば腕力を示すＳＴＲ×二〇〇％の籠手を手に入れても、文学少女とヘヴィ級ボクサーでは受ける恩恵は全く変わる。これが学力を示すＩＮＴなら関係は逆転するかもしれないが。結局、全ては地道な努力なのだ。日頃の勉強や筋トレが最終的な【パラメータ】に大きく響いてくる。

　スマホを音楽モードに切り替えて二の腕のホルダーに差し込み、彼女は再び早朝の空気を裂いて東とう京きよう都と内ないをひた走る。ショートパンツから伸びたしなやかな脚が、ネコ科の肉食獣を思わせる躍動を見せていく。

　ちなみに最近のマイブームは東京駅や国立劇場を囲む円周をぐるりと回りランナー達の流れから外れて湾岸沿いの鮮魚市場まで足を運ぶ事。とにかく朝ご飯の美味しさが他と比較にならない。体力作りが主でありダイエット目的とは違うため、糖質や炭水化物を目の仇かたきにしなくて済む。素直にウニやイクラやサーモンが死ぬほど載った海鮮丼をワンコインでいただくに限る。

（……、やっぱりご褒ほう美びがないと長続きしないよなあ。こういうのって）

　直射日光と潮風で髪も肌もすっかり傷めつけたおっさん達に交じって、太ふと股ももを付け根辺りまで見せたショートパンツの美女が発はつ泡ぽうスチロールの丼の中身をかっこんでいく。

　この時間はどこのチャンネルもニュースか通販番組くらいしかやっていないだろうと思いきや、ケーブル放送は勝手が違うらしい。店内のテレビが刑事ドラマの再放送を垂れ流している。

『刑事さん、さっさと弾込めて！　早くしないと次のが来ちゃうよ!!』

『うるさいな推理マニア！　お前のおかげで今月も始末書だー!!』

（……あー、良いよなあ。私も夜の港で大型バイク乗り回して散弾銃とか撃ちまくりたい……。そうだ、井いの上うえのヤツに危ない案件ないか聞いてみよっかな？）

「ごちそうさん」

「おう！　毎日べっぴんさんが立ち寄ってくれているからうちも助かってるよ、売り上げ的に」

「？」

　いまいち真意を読めずに、黒髪を頭の後ろでまとめた美女は帰路に就く。海辺にはこんな朝から釣つり竿ざおを振るじいさん達がいた。暇人ではなく目的の品をすっかり競り終えたのだろう。

「なに釣れてる？」

「長靴と缶詰。東とう京きよう湾わんも随分奇麗になったなんて言われているが、まだまだだねえ」

　苦笑しながら別れた。鮮魚市場から元のごみごみした市街地へ。この辺りになると通勤通学の時間帯にも差し掛かる。いつもの道を使っているせいか、途中で何度かランドセルを背負った集団から声を掛けられた。

「あっ、姉ちゃんだ！」

「姉ちゃんはオトナなのに半ズボンなのなー」

　とりあえず適当に手だけ振って、さらに先へ。

（……そろそろコースの替え時かな。あまり人の記憶に残るのもまずそうだし）

　そんな風に思っていると、スマホに着信があった。要件は通話。ちょうど良いタイミングだったので立ち止まると、思い出したように噴き出す汗や熱気を感じる。ぶっちゃけパーカーを着込んでいるのは胸にコンプレックスがあるからなのだが、背に腹は替えられなかった。ファスナーを開いて背を軽く反らしながら脱ぎ捨て、片手で自分の首回りや胸元に風を送りつつ空いた手でスマホを操作する。犬の散歩中だったおじいちゃんが見み惚とれたまんま近くのゴミ捨て場に転んで顔から袋の山に突っ込んだのを怪け訝げんな顔で見やりつつ、

「はいこちら桜さくら井い」

『はいはい井いの上うえです。身内のトークにどこでも使える偽名差し込む必要なくないですかね？　主任、おはようございます。早速ですが予定に変更がありました』

「もう動いたのか。今、官公庁の近くを回ってバッテリーを差し替えたところなんだが」

『全国銀行サマの件はじっくりカタをつけましょうよ、スケジュール通りにね。そっちじゃなくて、主任のスパー相手！　今からジムに向かってもみんなドタキャンで誰もいませんよ。誰も彼もボコボコにしちまうもんだから心折れちゃうんですよ!!　体重差二倍以上で完敗って男だったら切腹してるレベルの生き恥ですからね、手加減してやってくださいよもう!!』

　悲鳴のような言葉に、タンクトップにショートパンツの美女は首を横に振る。こういう時、必要に迫られて距離を取ったとはいえ、各種の道場に射撃練習場まで完備の桜さくら田だ門もんが懐なつかしい。

　人の腕は簡単に錆さびる。

　だが民間の設備だけで研ぎ続けるのも難しい。

「井いの上うえ、私が到着するまでに代わりを調達。最低でも第一線実戦クラス、お飾りの黒帯やスポーツチャンバラなんぞに用はないからな」

『ええー、今、朝の八時前ですよ？　こんな時間に電話なんて非常識じゃないですかあ』

「そうか非常識クン。調達できなければお前がリングに上がるんだ。私はどちらでも構わんぞ」

『えええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?』

　部下の絶叫を放って、アウトドア用のメガネを掛けた美女はスマホの通話を切る。音楽をテンポの速いロック系に切り替えると、ラストスパートをかけていく。

　開店前のスポーツジムに裏から入る。通り一遍、ついつい全室を音もなくチェックしてしまうが、内部に人の気配はなかった。

「逃げたな……」

　宣言通りに後で可愛い部下をリングへ上げるかどうかはさておいて。美女は別の階にあるシャワールームへ向かった。相手が現れないなら体を洗ってしまっても問題ないはずだ。

　頭の後ろでまとめていた長い黒髪を解く。汗の珠たまを弾き、背中に大きく髪が流れていく。汗を吸ったショートパンツはすぐに脱ぎ捨てられたが、タンクトップは想像以上に柔肌へ張り付いて抵抗してきた。何とかして脱ぎ去ると、そこにあるものを見下ろしてため息をつく。

「……くそ、スポーツブラがジャストフィットなのがお姉さんは哀かなしい」

　視界を確保するため、メガネだけはそのままだった。

　残った下着も放り捨て、生まれたままの姿になって、シャワールームを横断。プラスチックの棚の上にはいくつか新商品のボディオイルを中心としたお風呂グッズがストックしてあった。

（けっ、決してフィリニオンなんか参考にしてない。わーボディオイルいっぱい抱えていると女子力高そうだなーとか思ってないっ!!　これはあくまで日々の激務で荒すさんだ心を癒すためのものだから！　ああすればおっぱい大きくなるのかなーとか考えた事もない!!）

　暇を見つけて色々試してみようかと思っていたのだが、驚くべき事に封がいくつか破れていた。すげー歯抜けで雑であった。わなわなと震える美女は素すっ裸ぱだかのままスマホを摑つかんで仁王立ち、グランズニールでなら両目から真紅の光が飛び出しかねない勢いでよそと連絡を取る。

「井いの上うえェえええッッッ!!!!!!」

『はひい！　すっすみませやっぱ主任とのスパーは無理死にますせめて実家の父さんと母さんが困らないよう高額生命保険をかける時間を……』

「そんな事は聞いていない!!　この雑な剝はがし方、キサマ私のボディオイルを勝手に使ってんのか？　敏感肌用のお手入れスポンジと一緒に!!　女物だぞ、どういう理屈でだ!?」

『あのむらっクマの？　誰が買ってきたのか分かんなかったけど主任だったんですか』

「違うっ、あれはたまたま私の肌に合ったのがマスコット系だっただけだっ。そもそも女子用のシャワールームに置いてある備品をどうしたら間違って持っていくんだ!?」

『ええと……そもそもジムのシャワー室って男女の区別とかあったんですか？　つか幼な妻向けのダイエットジムじゃあるまいし、そんなもんいちいち切り分けなくても誰も覗か……』

「……お前、ちょっとグランズニールまで来い。【落らく星せいシューティングスター】を頭に一発落としてから続きを話そう」

『嫌ですよ学校の敷地面積丸ごと地盤を沈める大技なんか！　俺は向こうじゃカワイイ【錬れん金きんチアリーダー】のフルドラちゃんって事になってんです。微調整に微調整を重ねた美少女フェイスが踏んづけた空き缶みたいにひしゃげたらどうすんですか!?』

「何でヤロウのテメェの方が私よりナイスバディの媚こび媚こび人気者になってんだあーっ!!」

　絶叫しながら通話を切った。真剣に一発ブチ当ててやりたいが、あれは大技過ぎて実戦じゃまず当たらないので、ちょこまかと逃げ回る井いの上うえに狙いをつけるのは不可能だろう。アロエ成分のオイルは実は一番気になっていたのだが、野郎のお手付きを使う気にはなれない。むらっクマにも罪はないが、もはやあれはむさ苦しい垢あかとちぢれ毛配合スポンジにしか見えない。彼女は膨ふくれっ面つらの涙目で残る新品のボトルだけを抱えてシャワーブースの一つへと入っていく。正面にある大鏡を見てわずかに顔をしかめた。

（……くっそ、コンタクトにしたい。でも不測の事態が怖いからメガネしかダメだよな。早く誰か軽く暴れても射撃の反動に身を任せても落っことさないレンズ作ってくれないかなあ）

　ボイラーの調子が悪いのか、ジムのシャワーを使うにはコツが必要だ。温度調節のコック数ミリの差で冷水と熱湯が切り替わる。

「……、」

　思わず大鏡を通して自分の胸を眺める。両手をそっちに持っていき、触れるか触れないか、揉もむのか揉もまないのか、マッサージをしてみるのかしてみないのかのギリギリのラインで彼女は牛乳を飲めば大きくなる級のメジャーな迷信を振り切った。

「……そんなんで簡単に大きくなるもんかー」

　目一杯全身にお湯を浴びながら裸身の美女は大鏡に額を押し付けた。頭のてっぺんから首回り、（自信を持ってオススメはできない）胸、おへそから太ふと股ももへと熱い液体が伝っていく感覚に身を委ねる。一般警察はもちろん自衛隊にも対処不能な事案に対し非公式の特殊捜査を行う秘匿部門。表向きは退職警官や自衛官ばかりを集めた探偵事務所の、その主任。『同盟国』にすらその存在を明かせていない幽霊達の実働部隊トップは、誰もいないシャワーブースの中で弾はじける水音に紛れ、新製品を試してみるのも忘れ、呪いのように低い声を絞り出していた。

「目指せ『イイヨ！』一〇個越え。必殺☆上目遣い!!」

　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

「ああーもう。むらっクマに癒されたいわあー……」
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　ぶーぶーが自慢の鼻を使って【宝石トリュフ】や【木の洞はちみつ】などを採ってほくほく顔で帰ってくると、山の中腹にある自宅がグレードアップしていた。

　元々、彼の家は（いつダイナミックな寝返りで）ぶっ壊れても良いように簡素な造りをしていたが、葉っぱの家から丸太を束ねたログハウス風に変貌していたのだ。

「ぶー？」

　当の家主が首をひねっているという事は、またお節介な【妖よう精せい】達たちが頑張り過ぎたのだろう。建築のＴＡＫＵＭＩことメリディアーナの書き置きによると、

「なになに。今度のお家うちにはなんとガラスの窓がついています、ドアに鍵もかかるんですよ！」

　アルメリナが声に出してそんな風に読み上げていた。

　屋根のすぐ下に【妖よう精せい】用の小さなドアがついているのは、いかにも彼女達の仕事らしい。

　フィリニオンはフィリニオンで結構高い位置にあるレバー式のノブに両手でぶら下がって分厚いドアをパカパカ開け閉めし、家の中を覗のぞき込こみながら、

「はえー。結構広々としていますね。床面積はそう変わらないはずですけど、やっぱり前の葉っぱの家は三角テント型だったから、壁が垂直になっただけでも体積は変わるものなのか」

　中は民家や別荘よりも山小屋に近かった。内壁はなく一つの空間が広がっている。壁かべ際ぎわに暖炉があり、端っこに【オバケ綿毛】を詰めたらしき巨大な布団が一式畳んで置いてある。

　そしてベアトリーチェは一人、アホ毛の先端をめらっとさせていた。

「……何でお風呂がないの……？」

　どうやら【妖よう精せい】達たちはぶーぶーの生活スタイルにまで干渉するつもりはないようだった。彼はこれからも川に水を汲みに行き、捕らえた獣や魚を外で調理し、そして自分の肌より熱いお風呂はノーサンキューの道を貫くのだろう。

（でもでもあの獣臭何とかしたい思い切り抱きついても咳せき込こまないくらいにはしたいこれくらいなら重たい女にはならないはずハァどうしたら良いものか……）

　と、そこへふらりとやってくる見た目一〇歳程度の少女。【ブレイクニュース】の堂々たる一角にして妖よう精せい達たちの女王。長い銀髪に小柄な矮わい軀く、全身を黒のリボンで覆って要所にミニスカートや大きな花飾りを付け足したようなリボンワンピースを纏まとう怪物はこんな風に言ってきた。

「おうおうぶーぶーよ。我が眷けん属ぞくどもが拵こしらえた新居の具合はどうだ？」

　ひょっとしたら人見知りが激しくあまり表に出ないメリディアーナに代わって突撃気味に感想を聞きに来たのかもしれない。見た目は傍若無人の塊だが、魂を持つ逆説にしては気配り上手な一面もあったはずである。

「ぶー。ぶーぶーはこんなのもらってしまって良いのかしら？」

「お前がもらわんと謎の空き家になるぞ。わしのお昼寝スポットもなくなるし、エロ人にん参じんも畑が荒れれば大層寂しがる事だろう」

　ぞなっ!?　という奇怪な叫びが柵で区切られた方から響いてきた。

「お前がくつろぐ事が皆のためになる時もある。降って湧いた幸運に脅おびえるのではなく、ここは素直に享受するとよい」

　何やらほっこりトークにフィリニオンやアルメリナは魂を持っていかれそうになっているが、獲物を狙うタカの目をしたベアトリーチェだけは油断しなかった。

「じゃあぶーぶーもお前達に恩返しする」

「おいおい、元々わしの眷けん属ぞくどもが返している最中だぞ。堂々巡りになるではないか」

「ぶー、それならそれで構わない。どっちもお返しすればどっちも嬉うれしい！」

「はっは！　なら甘えさせてもらうとするか。そうさのう。今は卵料理が食べたい気分だ。それも珍しい卵料理がな」

　刹那。

　カッ!!　と赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】は両目を見開いた。そして彼女は何故なぜだか全く使い慣れていない関西テイストで吼ほえていた。

「それやッッッ!!!!!!」
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　一面は純白。

　グランズニール北ほつ方ぽう。人の足で歩いて三日程度でぐるりと一周できるサイズの小さな島だが、高低差がかなりあるため北側は万年雪で覆われている事で有名だった。半透明な水の精霊の【ウンディーネ】が輪を作って楽しそうに踊っているこの辺りは完全に極寒の地である。

　そして猫ねこ撫なで声ごえだがタカの目を誤魔化し切れないベアトリーチェが両手を後ろに回して横からすり寄りながら、雪の中を歩くぶーぶーにこんな風に紹介していた。

「ほっ、ほらほらもうすぐだよぶーぶー【ストリオーナ】に恩返ししなくちゃいけないねそのためには珍しい卵料理が必要で北ほつ方ぽうには【温泉アイス】っていうそれはそれは、れあー☆　な名物料理があってね……」

　全力の笑顔を浮かべる猛もう禽きんは心の中だけでこう思っていた。

「チャンス!!　お風呂を警戒しているぶーぶーに慣れないお料理をエサに温泉まで連れ出すこの魔王的頭脳の冴さえ。近場の温泉だと怪しまれるから【温泉卵】ではなく敢あえて【温泉アイス】を提案し北ほつ方ぽうまで足を運ぶ行動力！　何もかもが完璧過ぎて自分が怖ぁい!!」

「全部出てるぞベアトリーチェ、タカの目が」

　呆あきれ声ごえのアルメリナに慌てて両手で口を押さえつつ、【剣つるぎ聖せい女じよ】は腐れ縁達に不審な目をやる。

「……フィリニオンやアルメリナはどうしてここまで？　気を利かせなさいよまったく！」

「私はタカの目が心配すぎて」

「私は【調合】周りで気になる噂うわさを耳にしたので確かめにですけど。ていうか、うう、やっぱり寒うい!!　ベアトリーチェのぬくもりがないと髪の毛が端の方から凍っていきますう!!」

「アホかこの状況で女同士でくっつこうとすんな！　ちゃんと空気を読んでよもー!!」

　溢あふれる生存本能を前に女を捨て始めているメガネがやたら抱きついてくるので、ゾンビ牛を（籠手付きの）グーでどつき回して迎撃する【剣つるぎ聖せい女じよ】。

　と、白い景色の中を除雪車みたいに突き進むぶーぶーが、

「アルメリナもやっぱり寒いのか？」

「ん？　そりゃあな。ある程度の【水すい力りよく耐たい性せい】はあるけど、どこぞの【氷ひよう瀑ばく姫き】みたいな専門家じゃないし。ま、こんな軽装で雪山にアタックできているだけでも【魔法】に感謝だが」

「ならお前、ぶーぶーにくっつけば良い。ぶーぶーは体がポカポカだからお前もポカポカ！」

　おっと、と【殴おう僧そう侶りよ】が声を洩もらした時には、ぶーぶーの大きな掌てのひらがアルメリナの頭の上に乗っていた。乱暴に頭を撫なでる感覚で手前に引き寄せられると、そこはぶーぶーの腰の辺りだ。

　横からしがみつく格好で、アルメリナはぶーぶーの顔を見上げながら呟つぶやいた。

「けほっ。匂いはすごいが……ぶーぶー、やっぱりお前は紳士だなあ」

「ぶー。だからシンシって何の事？」

　アルメリナの頭をわしわししながらぶーぶーは首を傾かしげるばかり。

　そして傍かたわらではベアトリーチェがめらっとしていた。

「……アルメリナ？」

「ぎゃひいー！　やっ、焼けちゃいますベアトリーチェ、このままじゃとばっちりで私がミディアムレアにいー!?」

　飛んで火にいる何とやらが海老えび反ぞりみたいな格好で（あちこち揺らして）雪の上をのたうち回ったが、彼女は回復薬のエキスパートだ。多分何とかなる。

　その時だった。

　転げ回っていた【白しろ魔ま女じよ】がずぼりという間の抜けた音と共にいきなり消えた。切り裂く突風が吹き荒れ、足元から舞う地吹雪が三六〇度を純白のスクリーンで覆い尽くしてしまう。

「わっ、何だ、ホワイトアウト!?」

「ぶー！　みんな動いちゃダメ、じっと止まって過ぎ去るのを待つ！」

「つかフィリニオンのヤツはどうした!?　あいつ元が白いから分かりにくーい！」

「メガネ牛なら回復専門だからちょっと氷漬けになっても多分大丈夫よ！」

　……一部非道な意見もあったようだが、まあ大体化粧室や給湯室での会話には若干の毒があるものだ。薔薇ばらの棘とげのようなものだと思えば良い。

　一応ベアトリーチェは歩きながら等間隔で松明たいまつのような照明【魔法】を雪の上に打ち込み、光源と光源をラインで結んで帰り道を確保している。が、視界全体が真っ白に遮断され、光を断たれてしまうとそのラインもかき消されてしまう。何にしても油断は禁物だ。

　実時間はほんの数分だったか。

　純白のスクリーンが晴れた後は景色が一変していた。まず大地のうねりが違う。見た事ない丘や谷が広がる。そして明らかに人工物と思おぼしき石積みの煙突や屋根がチラホラ覗いていた。

　辺りをちょこちょこ飛び跳ねている雪だるま……おそらく【ギミック】の歯車を埋め込まれたであろう【スノウゴーレム】や、どう見ても人の手で作ってから野に放たれたと思おぼしき【野生ゆきうさぎ】なんかも、この谷には近づこうともしない。

「雪に埋もれた遺跡が、雪崩なだれや地吹雪で顔を出したり引っ込めたりしているのね……」

「おいおい。だとすりゃ砂漠の蜃しん気き楼ろうどころの話じゃないぞ。目印がコロコロ変わるから方向感覚を見失っちまうよ」

　そして見づらい人こと【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが、一段低い谷の下でばたついていた。一体どういう落ち方をしたのか、ジャーマンスープレックスでも喰くらった直後のように涙目で尻を天に突き上げている。ショートパンツが限界以上にみちみちと引っ張られてやたらと付け根の辺りがむっちりしちゃっていた。

「ひいいー。た、助けてくださぁい……」

「媚こびてるから放っておこうか」

「だな。……あれが私に足りないものだとは死んでも認める気ないからな」

　一秒で女子会の方針は決まったが、ぶーぶーは男の子である。一人で急斜面を下ってしまった。彼の巨体からすると、数メートルの落差などちょっとした段差でしかない。

「はあ、はあ、ふう、ふう。あ、ありがとうございます」

「ぶー。お前に怪け我ががなければぶーぶーは嬉うれしい」

「へへへ。ええと、それよりも……」

　フィリニオンはぶーぶーの手を取りながら、雪の下に広がっている『遺跡』をぐるりと見回した。大部分は白い雪や氷の層に埋まって窺うかがい知しれないが、それでも部分部分で白い壁から突き出たモノを見るだけでも、大体の当たりはつくらしい。

「……こっちのは足踏み式の旋盤。これは彫金、いえ動物の角や牙などを彫るための……。レンガのドームは……近くに金かな鋏ばさみと石せつ膏こうの器があるから……やはり金属を溶かすのに使う……」

「？」

「やっぱり、ここって。【アマルガム】の偽造工場……？」

　ぴくん、と眉を動かしたのは頭上からこちらを見下ろすベアトリーチェ。逆にアルメリナは完璧過ぎて違和感を覚えるほど表情を変えない。

　ぶーぶーだけが首を傾かしげている。

「つまりどういう事？」

「あっ、すみません。【アマルガム】というのは人間が作る【ギルド】の一つです。【ギルド】、分かりますよね？　多くの【経験値】を溜ためて【魔法】を習得し、技術革新を生む【ピース】の獲得を目指す大きな集団です。ですが彼らは【迷めい宮きゆう】になんか潜らなかった」

　フィリニオンはわずかに声を低くして、

「……彼らは宿屋街に流通する、貨幣代わりの歯車を専門的に狙ったんです。稀き少しような【調合】素材、例えば【ユニコーンの角】や【人にん魚ぎよの鱗うろこ】……に良く似せた安物を高値で売うり捌さばいたり、他にも大口の仕入れの発注書や店舗の権利証なんかの偽造にも手を出したり。回復薬やその材料なんかを摑つかまされた方々は、【迷めい宮きゆう】の方でかなりの被害に遭ったそうです。そもそも、語源の【アマルガム】自体、古い時代の錬金術における上辺の成功の代名詞です。初めからそのためだけに集った確信犯だった訳ですね」

　ここがその活動拠点。偽造工場。

　フィリニオンがわざわざ訪れたのは、単に【調合】系として看過できなかったからか。それとも負の技術を正に転用できないかと考えたのか。

「……でも、【アマルガム】の偽造工場が噂うわさ通どおりにあって、しかも冷たい雪と氷の下に埋まっていたって事は……」

　言葉の続きは、頭上のベアトリーチェが細い腰に手を当てながら引き継いだ。

「尾ひれについても事実だったのかもね。……【アマルガム】は派手にやり過ぎて【賢者】の逆げき鱗りんに触れてしまい、一夜にして粛清されたって話」
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　粛清。

　誰にとっても良い言葉ではないだろう。そしてぶーぶーの人生に重くのしかかる一言でもある。先日の【スカルウェーブ】の件から、【イベリコオーク】集落襲撃に【賢者】が一枚嚙かんでいる疑惑が出てきた。そして雪と氷に埋まった【アマルガム】の拠点。彼らには彼らの罪があったのだろうが、ベアトリーチェ達にとって重要なのはそこではない。

【賢者】は過去の遺物ではない。

　今も続き、あの頃と全く同じ『正義』を振りかざして、現実に命を刈り取っている。

「そんな事よりぶーぶー見てごらん温泉だよ来ちゃったよここまで来たからにはついでだから入っていかなきゃもったいないよね！　ほらほら【だまし大カイコ】のバスタオルも食用油の石せつ鹼けんもみーんなここに揃そろっているよ!!」

「ぷ、ぷきー!?　ぶーぶーはそんな流れには乗っからない、【ストリオーナ】達のために世界一の【温泉アイス】マイスターになるんだからー!!」

「だがここはもう温泉なんだよぶーぶー」

「話が繫つながっていない!?　ぶー……ならスモーではっきりさせよう。ぶーぶーはベアトリーチェから人間の勝負を聞いた事がある。ぶーぶーはもうここから一歩も動かないんだから！」

「……ぼそっ（【内ない燃ねんインターナル】）」

「ベアトリーチェ、目が本気過ぎるー!?」

　背中から炎の翼まで纏まとってロケットのように突撃する【剣つるぎ聖せい女じよ】だが、やはり全身筋肉の塊相手では如何いかんともし難がたいらしい。まさに一進一退。

　ここは雪原にいくつもあるホットオアシス、つまり温泉の一つ。雪を解かすちょっとした池くらいの湯面に、その熱の恩恵を受けてすくすく育つ果樹の群れで構成された小さな天国だ。北ほつ方ぽうの万年雪のあちこちにこういうホットオアシスがあるらしい。

　じりじり押したり引いたりしている二人を眺めながら、たくさんの【一口アヒルの卵】を入れた革袋を温泉の縁に引っ掛けるアルメリナ。【温泉アイス】の大雑把な作り方はというと、まず卵を温泉で半熟にし、【ノラウシ】の乳、【木の洞はちみつ】、後はハーブ系の【激げき甘あま大おお葉ば】辺りと混ぜ合わせたものを容器に入れ、塩を振って必要以上に温度を下げた雪の中に容器ごと詰めてさらにごりごりとかき混ぜて変化を促す。グランズニールの【妖よう精せい】達たちは単純に果汁を凍らせたアイスキャンディーくらいなら自前で作れるらしいが、ソフトクリームには手が届かないらしい。中間辺りに位置するカップアイスのお仲間とて重宝はされるだろう。

　屈かがんで暖を取るように両手を突き出すフィリニオンは湯気でメガネを曇らせながら、

「ここで【温泉アイス】作っても持ち帰る頃には融とけちゃったりしませんかね？」

「お前【調合】系だろ。【一口アヒルの卵】の殻は相当断熱保温が効くから、この中に完成品を詰めて亀裂を修復すれば一日二日は普通に保つよ」

　誰も彼も、【アマルガム】の顚てん末まつについてはそれ以上語らなかった。無駄に大きくはしゃいでいるのも、暗雲のように頭上へのしかかる邪気でも払おうとしているかに見える。

　だが、声に出さなくても、本当は皆が理解していたのかもしれない。【賢者】という大き過ぎる影はそう易やす々やすと振りきれない事を。




　りん、と。




　吹雪の温泉には不釣り合いな、金属質の鈴の音が一つ。それは和わ気き藹あい々あいとした空気に小さな亀裂を入れ、全てを砕く。いや、清浄なる鈴の音が歪ゆがんでいた世界を元に戻したと言うべきか。

　レモン色の髪をポニーテールにした上で、豪快な巻き髪にした華きや奢しやな少女。

　見た目の服装は黒系の袖付きレオタードに胸当てや腰当てなどの銀の装甲を足したのに近い。その両手から背中にひらひらとした羽衣のような飾り布を回していた。頭の上には小さな金の冠。鈴の音の出処はおそらくその冠の中だ。体操選手や踊り子のように華きや奢しやで柔らかな上半身とは正反対に、下半身は膝上辺りまで鈍い銀の輝きを放つ鋼のブーツで覆われている。

　そして得物。全体的は身の丈を超える大鎌……だろうか。ただし刃の部分は三日月状ではなく、直径七〇センチはある巨大な円刃だった。そのせいで数字の９のようにも見える。怪け訝げんに思うベアトリーチェは、騙だまし絵を読み解くように連鎖的にいくつかの記号を見つけ出す。等間隔でこぶのついた長柄は複数のクラブを縦に繫つなげたもの、グリップ代わりに巻き付けられた細い布はリボン、大鎌の背についた飾りの水晶球や長い紐ひもはボールとロープ、そして黄の円刃はフープ。となると当然、浮かび上がる全体のモチーフは……、

（……新体操の五種競技。具体的にどういう攻撃に転化されるかは分からないけど、単純に振り回してくるってだけでもなさそう。【魔法】を制御してこその【兵へい輝き】だし）

　長柄の下端にある石突から巨大な円刃まで含めて全部で二メートル強。あんな奇抜な得物、下手に扱えば使用者の指を落としかねない。そうなると自然と使い手の素性も見えてくる。

　レオタードから浮いた繊細な肋ろつ骨こつから腰回りにかけてのうねりなどを見るまでもなく、そのしなやかな肢体は見て取れる。あの柔らかな全身がひとたび爆発すれば、どんな変幻自在の挙動で切り込んでくるのやら。

（装備品のＳＴＲやＶＩＴ補整を見る限り、足あし捌さばき主体で防御よりも回避重視。となると滅多に動きを止められないから、一度調子づかせると一瞬で無限ラッシュが待っている、か）

「……【ノーブルダンサー】。ルサールカとか呼ばれていたね、確か。とにかく滅法【風ふう力りよく属ぞく性せい】に強いのが特徴で、良く比較されていたっけ。ホームは神こう戸べだったかしら」

「余計な枝葉は無用。『さる筋』より拝はい命めい仕つかまつり、その命を獲とりに来たと覚えていただければ」

　舌打ちし、ベアトリーチェは腰の鞘さやからレイピア状の【兵へい輝き】を勢い良く引き抜く。フィリニオンやアルメリナも戦闘態勢に移る。

　このタイミングで、しかも政治的な都合による襲撃。根拠は薄いが、だがどうしても【剣つるぎ聖せい女じよ】は防衛省とも繫つながった、ある通称を連想してしまう。

（まさか【賢者】……？　もう次の手を!?）

【ノーブルダンサー】とは直接やり合った事はないが、闘技場の女王たる【氷ひよう瀑ばく姫き】と肩を並べる稼ぎ頭だという話は伝え聞いている。得意とするのは前述の通り風力系。炎に特化したベアトリーチェ同様、風をとことんまで追求したその手腕は決して侮あなどれるものではないはずだ。

　いきなり至近へ踏み込まれたため、悠長に敵の前で作戦会議をする訳にもいかない。じりじりと炙あぶるように過ぎ去る数秒の中、ベアトリーチェは必死になって相手の出方を測る。

（……さてどう来る。シンプルな突風か、真空刃、あるいは針や礫つぶてを圧縮空気で撃ち出してくるか。それは点を貫く精密狙撃か、面を埋め尽くす散弾になるか）

　剣と鎌。刃と【魔法】の通過線は、実際の行動より先んじて思考の中で花開く。敵と味方の間を繫つなぐ仮想の弦げんを一本でも読み違えれば、突如弾はじかれたワイヤーに襲われるように、瞬間的に片方の首が飛ぶ。恐るべき圧と、そして同時に奇妙な一体感が【剣つるぎ聖せい女じよ】を包んでいく。

（あるいはもっと本質的に、気圧や酸素濃度を直接操ってくるのか……）

　と、その時だった。

　時間の圧縮を無視した声がいきなり辺りへ響き渡った。

「ぶー？」

「ちょ、ぶーぶーちゃんとして！　最初の一手を捉え損ねたらおしまいな状況なんだから!!」

　ベアトリーチェは視線を外す事もできないまま叫ぶが、対するぶーぶーは巨大な【兵へい輝き】を腰から抜いてもいない。彼は片手を口元に寄せ、首を傾かしげたままこう続けた。

「でもベアトリーチェ、こいつさっきからピクリとも動かない。なんかちょっと積もり始めてるけども」

「ん？」

　ようやく訝いぶかしむ【剣つるぎ聖せい女じよ】の隣で、左手でメガネをくいくいしながらフィリニオンが霧で四角い枠を生み出す。そこに表示された数列を眺め、

「えと、装備品の【パーセンテージ】系を追う限り……【風力耐性】特化で寒さ対策とかしていないみたいですけど。つまり新体操レオタード一丁で生身のまま氷点下一〇度以下の雪山までやってきたお嬢ちゃんが勝手にチルド食品になってるっていうかこいつほんとバｋ……」

「う、う、うああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」
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「う、うう……」

　レモン色のポニー縦ロールの華きや奢しやな少女、ルサールカは小さな唇から呻うめきを発していた。前後の記憶がはっきりとしない。確か『さる筋』からの密命を受けて獲物と会敵したところまでは覚えているのだが、このじんわりとした温かさは何なのだ？

「わっ」

　遅れて気づいた。ここは雪原のあちこちに点在する命を繫つなぐホットオアシス、温泉の中だ。

　当然だけども温泉と言えば、

「わわっ!?」

　素すっ裸ぱだかにバスタオル一丁であった。華きや奢しやな少女の身体の大部分、胸の上辺りまでは濁ったお湯の中だったが、緩やかな胸の起伏の始まりや線の細い鎖骨などはばっちりそのまま。そもそも自分の意志を介さずに衣服をなくしたという事実は想像以上の衝撃を心臓に与える。厳密には【兵へい輝き】たる数字の９に似た円刃の大鎌だけは無事なようだが、全裸に武器って一体どんな防御の仕方なんだよ！　と思うのが一般的な乙女にあるべき心境だ。

　極め付けに眼前、同じ温泉に浸つかっているのは人身豚面四メートル弱の獣臭のカタマリ。

「ぶー。ベアトリーチェ、こいつやっと融とけてきたみたい」
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　絶叫した謎の（笑）カンスト組は濁ったお湯の中で手足をばたつかせたが、ふと気づいたようだ。胴体にはバスタオルが巻かれているのは感触で分かるが、頭については放ほうったらかし。ポニー縦ロールの髪がそのまんま温泉に浸つかってしまっている事に。

「あっ、ああー!?　ちょっと髪にタオルは!?　この温泉の泉質って酸性アルカリ性どっち!?　何にしても私のキューティクルがあ!!」

　ニーソを脱いで足湯モードになっていたフィリニオンが呆あきれたような顔で手元のタオルを投げると、華きや奢しやなルサールカは万歳しながら摑つかもうとする。

　が、そこでストンと何かが落ちた。

　ルサールカの胴に巻かれていた方のバスタオルであった。

「ひっひひぃ……うわあああーん!?」

「ああもう涙と鼻水まみれで大変なのは分かったから、一つ一つ順番に片づけていきなよ」

【温泉アイス】用の半熟卵が入った革袋を引っ張り上げながらアルメリナが助言を与えると、顔を真っ赤にした華きや奢しやな少女がぐずぐず鼻を鳴らしながら肢体と髪にタオルを巻いていく。

「つか、ぶーぶーが背中支えていないと気絶したまま溺れちまうだろうに」

「そもそも、私達の衣服はそういう形の【魔法】のはずでしょう。あなたの設定不足のせいで勝手に消失したんじゃないですか。そもそも毎回素すっ裸ぱだかで睡眠取っていたんですか、【迷めい宮きゆう】の中でも？　で、寝ねぼけ眼まなこを擦こする間にまた自動装着されていたから異変に気づけなかった、と」

　さあ─────────っ、と今さら【ノーブルダンサー】の顔が青ざめていく。それは、家から学校までスカートを腰に巻き込んでお尻全開だった事を後から知った級の顔色であった。

　そしてぶーぶーの隣に寄り添うバスタオルのベアトリーチェはルサールカも頭にタオルも何もかもがどうでも良かった。

「うふふ、ぶーぶーなら困っている人は絶対見捨てないと分かっていたよ。そしてやってきましたゴシゴシチャンス！　神は私に味方してくれているう!!」

「ぷきー。ベアトリーチェ、病気の人の前では静かにして。めっ！」

「つか体洗わせるなら風呂から出せ、変なトコで歯抜けなマナー知らずの箱入りお嬢だな!!」

　普段愛用する個人のジャグジーや河原の土を掘って自作した使い捨て温泉とは勝手が違うが、どうやらその辺がベアトリーチェには理解できないらしい。完全に幽閉ライフの弊害である。

　一方、注目がよそに外れた瞬間を涙目顔真っ赤のルサールカは見逃さなかった。

「ふんだ！　こんなので勝ったとは思わない事ね！」

　隙を突いて逃げようとした小柄な刺客だが、ぶーぶーの瞳を覗のぞき込こんでしまう。凶暴豚鼻フェイズとは不釣り合いな、大きな声を出されて衝撃を受けたような、哀かなしい顔をしたその瞳。

（……っ）

「あっ、あの時トドメを刺さなかったのを後になってから後悔すると良いんだからー!!」

　一瞬胸につかえた何かを躍起になって振り切るように、細い身をひねってぶーぶーの支えから抜け出してバスタオルを放り捨てると、【パーセンテージ】系の衣装を呼び出して装着し、温泉脱出を図る『さる筋』からの刺客。あっという間にほこほこ湯気を立たせる小柄な少女が白い吹雪のスクリーンの向こうに消えてしまうかに見えたが、

「あどあっ!?」

　いきなり底なし沼に落ちたように、ルサールカが頭のてっぺんまで濁ったお湯の中へ消えた。ベアトリーチェは人差し指で自分のこめかみをぐりぐりしながら、

「……どうして人間大の私達と四メートル弱のぶーぶーが同じお風呂に入れると思っているんだろ。お湯の底に【ハシゴヅタ】を編んだスノコを敷いて段差をつけただけだっていうのに」

「ぷきー！　ポカポカに頭の先まで入るなんて危ない、早く助けてあげなきゃ」

　ぶーぶーだけが紳士であった。

　ルサールカの消えた辺りまでずんずん歩いていくと、その大き過ぎる両手でお湯の中をさらって華きや奢しやな少女を見つけ出す。不意打ちでたらふくお湯を飲んだのか、顔を真っ赤にして目を回していたルサールカはやがてうっすらと目を開けて、

「ぽやー……ハッ!?　はうう、違う違う。何でこんなのに吊つり橋ばし効果を見み出いだしているの私!?　そもそもあなたもあなたよ、どうしてお姫様抱っこなの!!」

「そ・れ・は、こっちの台詞せりふだ抱っこドロボー!!」

　ベアトリーチェが割と本気で噴火すると、今度の今度こそずぶ濡ぬれ装備のままルサールカは温泉から転げ出ていく。そのまま走り去っていった。

　フィリニオンは半はん端ぱに伸ばした手を宙でさまよわせながら、

「あっ！　……せ、設定変更方法も聞かずに。また眠りこけるごとに素すっ裸ぱだかになるつもりなんですかね、あの子」

「いや、それよりこんな銀世界で居眠りしたらそのまま永眠まっしぐらなんじゃないか？　防寒不足そのまんまだし、湯上がりだから速攻で湯冷めしそうだし……」

「うわあ。そいつはまた、全裸少女を封じた氷の柱なんていかにもニッチなお宝に仕上がりそうですねえ。氷と水晶の洞窟の一番奥とかで待ってそうっていうか」

　ぶーぶーを含めた全員で顔を見合わせた。

　せっかく助けた命が五分一〇分で人間樹氷と化すビジョンはあんまり頭に浮かべたくない。
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　わざわざ自分に向かってくる刺客を助けに行くのは馬鹿馬鹿しいが、正直見ていられない。そんなこんなで【ノーブルダンサー】ルサールカをみんなで捜しに行く事に。

　ただし、ホットオアシスから一歩踏み出した途端に、もう異変があった。

「……なに、寒い？」

　炎の塊のはずのベアトリーチェからそんな言葉が洩もれたのだ。暖をもらっていたフィリニオンは言うに及ばず、温泉で上気したはずの全身が唇から青ざめていく。唯一まともなのは、元から腰布一丁で雪山を歩き回れるぶーぶーくらいのものだった。

　ビュゴウ！　と吹雪のカーテンが厚みを増す。再びホワイトアウトが彼らの視界を奪い去る。

「違う、光源と光源を繫つなぐライン取りは生きている……？　気をつけて、ぶーぶー！　これは自然に起きたトラブルじゃない、誰かが人為的に私の【魔法】を阻害にかかっているの！」

　炎は出る、光や煙もある程度は。だが熱が伝わらない。巨大な冷凍倉庫の中に閉じ込められた上で、液晶に映る炎の映像を眺めているような気分だった。これでは何の役にも立たない。

　ふふっふ。

　そんな艶なまめかしい女性の含み笑いが猛吹雪の奥から伝わってきた。一瞬、ベアトリーチェは様々な音が混ざり合って起こる、波長の近さが生んだ幻聴かと思った。そう、例えば、自殺の名所で聞こえるとされる呻うめき声や、有名シンガーの楽曲の中に混ざった謎の悲鳴などと同じく。

　だが違う。

　絹より眩まばゆいカーテンを裂いて、何者かが姿を現したのだ。

　目にも鮮やかな青。

　スラリと立つその肢体、白というより青ざめた美しい肌を覆うのは、氷で作ったような透き通る姫君のドレス。ただし胴体を締めるのはコルセットでもビスチェでもない。

　一本の、鞘さやに収まる十字剣。

　胸元から腰下まで真っ直ぐ伸びる刀剣が裸身の要所を隠し、さらに雁がん字じ搦がらめの革のベルトが十字剣と少女の胴をきつく固定させている。膝下まで伸びたド派手な青い縦ロールの少女自身が、剣の鞘さやか封印役でも買っているかのように。

　腰から抜いた氷の扇を口元に広げ、豊満な肢体をよじって誰かは語る。

　縦ロールの髪を風に流して。あくまでも涼しげに。

「お初にお目にかかりますわ、【剣つるぎ聖せい女じよ】様」

「……どちら様だっけ？」

「【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ。あなたに替わる新しい闘技場の女王。そして『さる筋』からの刺客の一人とでもお考えくださいませ」

　驚くほど真っ直ぐこちらを見据え、白い手の中の透明な扇が握り潰される。

　直後。




　ズン!!　と。その右腕へ寄り添うように、身の丈を越える巨大な氷の塊が垂直に落ちる。




　地面の雪が舞い上がり、白の密度が増す。青い女の右腕に寄り添う『それ』は、最初、氷でできたギロチンに見えた。

　だが違う。

　分厚い壁の下端に、蠢うごめくような太い五本の指がついている。籠手と一体化した六角形の、雪の結晶じみた盾。各頂点から打撃用のスパイクまで伸びたそれを見て、ベアトリーチェがとっさに思い浮かべた名は、

「ランタンシールド!?　良くもまああんなゲテモノ武器をさらに尖とがらせて……!!」

「あら。多少の学はあるようですわね。ただし」

　くすりと笑い、【氷ひよう瀑ばく姫き】は自分の指先のように浮遊する六角形の大盾の五指を操ると、

「やはり、主役の刃はワンセットではなく、別立てで用意せねば華がありませんわ」

　大盾の周囲で雪が渦巻くと、【氷ひよう瀑ばく姫き】の身長の倍はある両刃の氷剣が握られていた。

　空いた手で頭の横の髪を押さえつつ、謳うたうようにヴィルデフラウは語る。

「とぅばーいはんだー☆　ひとまずはこちらで小手調べと参りましょうか」

「待って！　ぶーぶーにはお前とケンカしなくちゃいけない理由が見えない。他にも先にどっか行ったルサールカとかいうのも見つけてあげないといけないし……」

「ああ。彼女が前衛の猟犬でわたくしが後衛の狩人かりゆうど。そういう役回りだったのですが、まあ良いんじゃありませんの？　せっかく人が首輪をつけてあげたのに恩義を忘れ、狩りの最中に鞭むちを撃たれるのを嫌って行方をくらます駄犬なんぞ、もはや面倒を見るだけの義理もございませんし。まあ、生き残れたら後でやさしぃーく罰を与えて差し上げますけれど」

「お前……」

「さ・て。戦う理由はできましたか？　そもそも可愛い獲物の皆さんが気にする事ではございませんわ。全力で雪原を飛び跳ね、狩人かりゆうどを楽しませる事だけに集中なさいな、っと！」




　横よこ一いつ閃せん。

　直後に世界の傷口から猛吹雪という名の白い大出血が撒まき散ちらされる。




　迂う闊かつにレイピア状の【兵へい輝き】を構え、巨大な氷剣と刃を交えようとしたベアトリーチェは、直後に己の失策を悟った。

【氷ひよう瀑ばく姫き】は来ない。

　音もなく丁寧な挙措で、むしろスクリーンの奥へと下がる。そして彼女にとっては、直接攻撃の有無など関係ない。ますます雪は激しくなる。全てを白の壁が埋め尽くしていく。

「くっ……!!　このまま私達を迷わせて凍死させるのが狙い!?」

　吼ほえる【剣つるぎ聖せい女じよ】に、驚くほど近くから返答があった。ただしこれが幻聴なのか真実なのか、すでに伸ばした腕の先さえ視界は確保できない。

『どうでしょう？　それがお望みならばリクエストにお応えしても構いませんが、せいぜい不意の一撃にはお気をつけくださいませ。くっく、あっはははははははは!!』

　苛いら立だってレイピアを音源に振るうと、なんと火花と共にアルメリナの鉄の杖とかち合った。

「っ！　最後の最後まで悪趣味な野郎だな。ベアトリーチェ、あんたもあんたで頭に血を昇らせ過ぎだ！　片田舎の道の駅で戦隊ショーにでも付き合ってんのか!?」

「ご、ごめん……」

「フィリニオン、ぶーぶーも！　聞こえているなら足元を見ながらこっちに来い、一歩一歩だ。下手に遠くを見通そうとすると距離も方角も失うぞ、絶対に首は巡らせるな！」

　実際には彼らの距離は数メートル程度だったのだろうが、それでも全員の顔を確かめてベアトリーチェはそっと息を吐いていた。

「作戦会議の前に温泉まで引き返したかったが……こりゃもう無理だな」

　ついさっきまで、ほんの近くで湯気に当たっていたのにもうこれだ。今のまま無事に北の山から下りるなど夢のまた夢だろう。

「べっ、ベアトリーチェ、等間隔で明かりの【魔法】を地面に打ち込んでいましたよねっ。あ、あああああれを辿たどればほら帰り道とか温泉まで引き返すとか……！」

「温泉『まで』ならライン引いていたけど、出た直後に【氷ひよう瀑ばく姫き】とかち合っちゃったからそんなのやってる余裕なかったよ。つまり引き返せない」

「大体、ルートが分かったからってこの吹雪の中じゃ下山はまず無理だ。【アマルガム】の偽造工場のトコで見ただろ。地吹雪だの雪崩なだれだので頻繁に地形が変わるから、地面に打ち込んだ目印だっていつ流れたり埋もれたりするか分かんないし」

　言いながら、アルメリナは肩で担かついでいた鉄の杖を適当に振り下ろした。そのまま手近な分厚い雪の層にヘッドを叩き込む。爆発で歪ゆがんだクレーターができた。

「かまくらは合理的なんだぞ。雪の壁の中に空気を溜ため込こむから、ダウンジャケットみたいな断熱効果が出る。全員で入ればお互いの体温が中の空間を温めてくれるしな」

「ですけど……」

「分かってる、所詮は気休めだ。凍死せずに最初の作戦会議を終わらせられる程度のな」

　何にしても時間はない。

　最初から半裸で【魔法】にも頼らないぶーぶーだけはお構いなしだろうが、彼は人並み以上に周りの犠牲を気にするタチだ。体よりも心を裂かれる。

　かまくらにお邪魔したベアトリーチェは自分の両肩を抱きながら早口で、

「まず大前提。この猛吹雪は【氷ひよう瀑ばく姫き】の手で制御されている。辺りは氷点下一〇度以下、私の【魔法】で暖を取ろうにも断熱処理で邪魔される。つまり『待ち』を選ぶ余裕はないの」

「さささささぶっ！　こんな猛吹雪がいつまでも妨害してくるんじゃ下山はできないって話でしたし。やっぱり元凶のヴィルデフラウを撃破しない事には」

「問題なのは、この広い雪原を【水すい力りよく耐たい性せい】一〇〇％でピンピンしながらほっつき歩く【氷ひよう瀑ばく姫き】を制限付きの私達だけで捕捉できるか、だよな。こっちは距離も方向も簡単に見失う銀世界を進むだけで寿命が削られちまう」

　即席のかまくらも【魔法】の暖も使えない。他に体温を守る方法はと言えば、

「ホットオアシス。この雪原のあちこちに点在する温泉から温泉へ渡り歩きながら、ヴィルデフラウを捜すしかないか」

【魔法】で呼び出せる地図には数十のホットオアシスが表示されているが、実際の雪原を地図通りに歩けるかは謎だ。距離も方向も感覚は簡単に失うし、地吹雪や雪崩なだれで例の偽造工場の遺跡が見えたり隠れたりするので、見た目の目印はかえって彼らの認識を惑乱するだろう。

「アルメリナ、地図関係はどこまで使えそう？」

「最初からターゲットはベアトリーチェだったみたいだな。こっちはほとんど妨害なし。方位もきちんと分かるから安心しな」

【殴おう僧そう侶りよ】の言葉は頼もしかった。周囲の景色に翻弄されても、絶対的な方位が分かるのは心強い。あらゆる鈍器を駆使するアルメリナはそこから派生して磁石関係にも手を伸ばしている。

　何しろ途中一度でも見失い、温泉への到達に失敗すれば……その時点で人間樹氷の完成間違いなしの状況だ。そんな中、いよいよ銀世界で死の行軍が始まる。

「ぶー。あと、どこかに消えたルサールカも心配。見つけたら温泉まで運んであげよう？」

「……、そうだね」

　この極限状況で吞のん気きな意見かもしれない。だけど、この当たり前を見失わない事は、ベアトリーチェにはとても大切な勝利条件に見えてきた。

「【ノーブルダンサー】も忘れないようにしてあげなくちゃね、ぶーぶー」




　　　　　７




　じっと救助を待つ事ができない以上、点在する温泉で暖を取りつつ、できるだけ広い範囲を歩き回って【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウを捜すしかないのだ。ベアトリーチェ達はマーカーとして等間隔に照明【魔法】を地面に打ち込みながら、一歩一歩銀世界を進んでいく。

　しかし、目的や合理性などをいくら頭の中で繰り返しても、実際に極寒の吹雪の中を歩くと感覚は全く違う。一面の無個性な白。砂漠の真ん中で一粒の砂金を探しているような、とてつもない徒労感が胸を圧迫する。

「ほ、ほんとに何とかなるんですかね？　怪しい足跡とか全く見つかりませんけど……」

　何かしらの薬品の小瓶を振ったフィリニオンは、しかし渋い顔をする。今のは生体反応の残ざん滓し、つまり足跡を視覚化するためのものだろう。実際に白い光を放っているのはぶーぶー達の足跡だけだ。しかもそれさえ、彼らの見ている前でみるみる消えていく。

「人の足跡程度すぐ吹雪で埋まっちゃうのか。ぶーぶー、雪山での狩りの仕方って分かるかな」

「ぶー。寒いトコだと食べ物も腐りにくい。食べ残しのタネとかホネとか見つけると良い！」

　今回のケースだとあまり当てはまらないが、言われてみれば【氷ひよう瀑ばく姫き】だって寒さに強いというだけで、基本的な水や食糧は必要だろう。あの裸身に十字剣とベルトと氷の装甲を足した変則お姫様ドレスに、キャンプ用品をまとめた大荷物はなかった。

「短期決戦か、自由に歩き回れるから現地調達も容易たやすいと考えているんですかね」

「……だとすると、肉も果物も一番集まるのは緑の生い茂るホットオアシスじゃね？」

　立ち寄った温泉でたまたまばったり、の可能性は低そうだが、ヴィルデフラウが温泉を拠点に行動半径を決めるなら条件は五分だ。ぶーぶー達も【氷ひよう瀑ばく姫き】も各地の温泉に生活痕跡を残し、次の立ち寄り先のヒントを必ず残す。後は潜水艦同士でわずかな音を探り合うのと同じ。視界不良領域を徘はい徊かいしつつ、どちらが先に発見し、どちらが先に仕掛けられるかがものを言う。

「とりあえず、どこまで参考になるかは分かんねえけど」

「アルメリナ、その鉄の杭くいは？」

「生体磁気と反応するピンだよ。こいつを打ち込んだエリア内、大体直径一〇メートルくらいに生き物が入ると羊皮紙のマップに血のアラートがつく。とはいえ実際の【迷めい宮きゆう】探たん索さくじゃあ命を持たない【ギミック】ばっかりで役には立たないんだけどな」

　闇雲に歩いて塗り絵みたいにマップを塗り潰していくよりはずっと光明は見えてきた。とはいえ、頭で考えるだけでは結果を摑つかめない。結局、白い地獄を歩き回るのは同じなのだ。

「ひい、はあ」

【白しろ魔ま女じよ】は早速息を切らしている。ベアトリーチェは等間隔で目印となる照明【魔法】を置いて来た道のライン取りをしているが、こちらも過信はできない。あくまで保険程度の感覚だ。

　ただ、これでも随分マシな方だ。寒さに強いぶーぶーがブルドーザーのように分厚い雪の層を押しのけなければ、深い雪の中で少女達の足は瞬く間に凍傷に陥っていたかもしれない。さらにぶーぶーはぴこぴこ手を振りながら、

「フィリニオン、ほんとにきつくなったらぶーぶーにくっつくと良い。ぶーぶーはポカポカだからお前もポカポカになる」

「ひいい！　今ァ！　もう今抱っこしてくださいい!!　ぶるぶるぶるああああああっ!?」

　身も世もなくすがりつく【白しろ魔ま女じよ】だったが、今回ばかりはベアトリーチェも目くじらを立てられない。彼女がみんなの頭に振りかけた薬品によって、全員の頭の上にサッカーボールくらいの球体状の幻影が浮かんでいる。ぶーぶーの頭上には健康体のブルーでボディビルダーみたいな笑顔が浮かび、他は全員危険な黄色や赤で口をへの字の困り顔。ぶるぶる震えるフィリニオンはぶーぶーにひっつく事で球体の色彩をほんのり変え、表面の顔を綻ばせている。体温、スタミナ、筋力、水分などを総合的にジャッジしたバイタル表示で、青から赤に移動し、球体の目がバッテンになったら死亡確定なのだとか。

　ちなみに最初はもっと細かいデータが満載されたウィンドウ表示だったが、こちらは却下された。何故なぜならば、

『おい牛ぎゆう糞ふん製せい造ぞう機き！　何で私達の体重やスリーサイズまで網羅しているの!?　個人情報ッ!!　これ雪山のサバイバルと何も関係ないでしょ！』

『ぶー？　ベアトリーチェ、この七九って何だ？？？』

『ひぎいいい!?　みっ、見ないでえぶーぶーッッッ!!!???』

　という哀かなしいお話があったからだ。ちなみにメガネ牛は【剣つるぎ聖せい女じよ】と【殴おう僧そう侶りよ】二人がかりで尻を蹴飛ばされて斜面を転がされ、軽めに人間大玉転がしの刑に処されていた。やたら寒がっているのは単純に【白しろ魔ま女じよ】のわがままというだけではなさそうである。

　歩幅を使って概算で距離を測っていたベアトリーチェはふと顔を上げた。

「そろそろね」

「方向感覚が狂ってなけりゃな」

　今後を占う最初の関門。彼女達の目線の先に、緑生い茂る湯気の源が顔を出してきた。

　フィリニオンがパッと顔を綻ばせる。

「温泉っ、ホットオアシス！　あはははははははーっ!!」

【白しろ魔ま女じよ】が両手を挙げて走り寄ったかと思ったら、下着以外の【パーセンテージ】系【魔法】の装束を吹き消してそのまんま濁った湯面にダイブしてしまった。髪は女の命なのか、頭だけは木を削ったカンザシみたいなので束ねているが、頭から飛び込んでしまっては何の意味もない。そもそも一番に気にかけるべき場所が間違っている。

「牛!!　バスタオルはいくつか余裕をもたせてあるから……ああもう!!」

　額に手を当てて無数のバスタオルから牛好みの湯浴み着を投げる【剣つるぎ聖せい女じよ】も息を吐いて、

「……とはいえ、何とか食くい繫つないだかな」

「ぶー。でもここには誰も立ち寄っていないみたい。雪のない土の上に足跡はないし、果物を採った跡もない」

　ぶーぶーはホットオアシスにある木々の中から【ハシゴヅタ】を選んで引っこ抜き、アルメリナと一緒に手早くスノコを編んでいる。

「温泉の縁にお湯がこぼれている場所もないしな。……大変はしたないメガネが派手に飛び込んだトコ以外。あいつスノコなしで足がつかないお風呂の中で溺れていないだろうな」

　今は贅ぜい沢たくを言っていられない。素で雪原を歩き回れるぶーぶー以外は体温を上げないと生死に関わるのだ。温泉の一角にスノコを落とすと、【剣つるぎ聖せい女じよ】もタオルを巻いてから内側の鎧よろいや装束の【魔法】を解除していく。アルメリナはさらに額にヘアバンドを当てて髪を上げていた。

　……時々忘れそうになるが、ぶーぶーは男性の目線を持っているのだ。寒さに負けて気配りを放棄したメガネは人生の敗北者である。

　久しぶりの魂の温泉は、いっそ肌がひりつくほど熱く感じられた。ほこほこ顔を上気させながら、タオル装備のベアトリーチェ達は次の方針を決める。

「体を温めたら【氷ひよう瀑ばく姫き】捜索に戻りましょう。アルメリナ、次のホットオアシスは？」

「最短で南に二〇〇メートルほど。ただし地図だと起伏は激しいし、地吹雪だの雪崩なだれだので地形が変わっていたら無意味だ。ちょっと遠いけど、西に進んだ方が良いかもしれないな」

「ええー？」

　と、ここで駄々っ子みたいな声を上げたのは曇りメガネことフィリニオンであった。

「もうここで待機で良くないですか？　【サインアウト】用の【ゲート】はなさそうですしいー、あってもスマホ未登録の状態で使えるものでもないですしいー。猛吹雪から身を守る温泉があって、緑が生い茂るから食べ物もしばらく困らない。籠ろう城じよう戦せんの選択もあるんじゃあ？」

「いやいやいや！　待っていたって救助も来ないし天候だって回復しないんだ。野放しのヴィルデフラウはどうすんだよ!?」

「だからー、その【氷ひよう瀑ばく姫き】だって『さる筋』からの命令で私達を抹殺したがっている訳ですよね？　逆に言えば失敗は許されないし、任務達成までのタイムリミットも設定されてるんじゃないですか。だとすれば、時間が経たてば経たつほど向こうの首が絞まると思うんですけど」

「……、」

「……。」

　一瞬、お湯の中で楽な方に流れかける【剣つるぎ聖せい女じよ】と【殴おう僧そう侶りよ】だったが、

「ぷきー。じゃあ迷子のルサールカはどうするの？」

「ハッ!?　そうだそうだ。大体、私達はそもそもグランズニールに長期滞在できないでしょ。基本的に『待ち』の戦術は相性が悪いはずよ」

「だーかーらー、それは【氷ひよう瀑ばく姫き】もおんなじなのではーぶくぶくぶく」

　途中から潜行気味になってまったりフィリニオンは語る。こいつはダメだ、とベアトリーチェは遠い目になった。もう議論の内容とかどうでも良くて、少しでも堂々巡りのループ状態を長引かせられればその分だけ温泉から出なくて済む、くらいしか考えていない。多分コタツに入ったら最後二度と出てこられない人間だ。

「っ」

　そこで声を張り上げたのはアルメリナだった。

「地図に血のアラート、生体反応あり。本人は隠れているつもりでも、おそらく周りの【人じん狼ろう】とか【雪男】とかが大物の接近に脅おびえて闇雲に逃げ回ってんだ。来るぞ!!」

　そしてこの状況を最も楽しむ元凶が、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな停滞を許すはずがなかった。




「ふふっふ。あら楽しそう、わたくしも少々失礼あそばせ？」




　いきなりの声。

　三人の少女達がバスタオルのまま転がるように温泉から飛び出した途端、湯面の真ん中へ垂直に何かが落ちた。

【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウその人であった。

「ふむ。わたくしのビンカンなお肌には少々熱すぎますわね」

　右腕に寄り添う形で籠手と一体化した氷の盾と大剣を呼び出す。空いた手で優雅に髪を押さえながら、浮遊していたランタンシールドごと大剣を落とし、湯面を爆発させて大地を貫く。

　バキバキバキバキバキ!!　と池ほどもある濁った温泉が一瞬で凍結する。のみならず、巨大なミルククラウン状に空いた空間に佇たたずむ縦ロールの美女の周囲でおかしな現象が起きた。お湯とは違う、だが白い湯気を伴う謎の液体がひとりでに現れて空いた空間を満たし始めたのだ。

　慌ててバスタオルの内側から【パーセンテージ】系の装甲を呼び出し、タオルを半ば吹き飛ばしながら、ベアトリーチェは不快に目を細める。生い茂る木々から落ちた葉が一枚、謎の液体に触れた途端、勢い良く凍結したのだ。

　ベアトリーチェ達のバイタル表示も急激に青から黄へ、笑顔から困り顔へ移動していく。そう、ホットオアシスから吹雪の雪山に放り出されるように。

「液体、窒素……!?」

「お望みとあらば酸素でも水素でも取とり揃そろえて差し上げましてよ。ふはうううー……。やはりお風呂は少しぬるい程度が美容と健康のためになりますわよね、あっはは!!」

　自ら呼び出した液体窒素の湯船に肩を出した無防備な格好で全身を漬け込み、豪快な縦ロールを広げ、青いブーツを履いた片足だけを抱え込むようにしてくつろぐ【氷ひよう瀑ばく姫き】。バイタル表示なんぞ【魔法】で確かめるまでもない、あいつは氷点下一九五度の中でも余よ裕ゆう綽しやく々しやくの健康体そのものだ。だがベアトリーチェ達は狂気のビジュアルに拘こう泥でいしていられない。

[image: ]

「ぶーぶー、早く！　ここから逃げるの!!」

　温泉自体は固まったが、未だに周囲は余熱の恩恵を受けている。そして瞬間凍結で有名な液体窒素だが、常温にさらすと液体から気体に、一瞬で体積が七〇〇倍に膨らむという話もある。

　ヴィルデフラウがパチンと白い指を鳴らす。

　今までの不自然な状況を留とどめていたセーフティが切り捨てられた直後。




　猛烈な爆発が起きた。




　ドバッ!!　と銃声よりも大きな爆音と共に、未だ液体のままの窒素を含む猛烈な霧の柱が一〇メートル以上舞い上がった。海中で機雷でも爆破処理したような勢いだった。当然、あんなものを全身に浴びる訳にはいかない。一面に降り注ぐ前に、せっかく辿り着いた安全地帯から一目散に離れる以外に道はなかった。

　驚くぶーぶーの背後で、柔らかい土も、果物をぶら下げる緑の木々も、ホットオアシスの何もかもが冷徹に凍り付いていく。

　そんな中心で一人、【水すい力りよく耐たい性せい】一〇〇％のヴィルデフラウだけが笑って獲物を見送った。

「ほうら、お逃げなさい。立ち止まればその先々を凍結して差し上げましょう。さあ、あなた方は全てのホットオアシスを潰される前にわたくしを捕らえる事ができるかしら？　あはは、はははははははははははははははははは!!」

「っ！」

　歯は嚙がみするベアトリーチェだが、ひとまず今は距離を取るしかない。

　また一つ、大きなリミットが設定された。全てのホットオアシスが消える前に。失敗すれば希望を失った銀世界で立ち尽くし、全員まとめて人間樹氷と化す。
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【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちはいきなり次のホットオアシスには向かわず、元の温泉近くの雪原でかまくらを作り、全員でぶーぶーに抱きついて気休め程度の暖を取り、少し時間を空けてＵターンした。

　全てが凍りついたホットオアシスの跡地には、もう誰もいなかった。大量の窒素がばら撒まかれたはずだが、ベアトリーチェがレイピアの先に点つけた小さな火を伸ばしても不自然に消える事はない。どうやら切り裂くような風が洗い流したようだった。

　フィリニオンは足跡を光らせる薬品を辺りに振ふり撒まいているようだったが、

「ねえどうだったカレーの人？」

「黄ばんだレンジャーじゃねえわ私は【白しろ魔ま女じよ】ですよ！　誰がビーフカレーか!?」

「よせって、それを言ったらベアトリーチェだって紅白おめでたいかまぼこ少女だろ」

「「うるせえな抹茶女!!」」

「そこまでババア臭くないわ一番脂が乗ってるんですう!!」

　収拾がつかなくなってきたのでぶーぶーが首をひねり、口元に片手を当てて尋ねてみた。

「つまり結局何がどういう事？」

「……ぜえぜえ！　う、うーん、何にせよこっちはダメですねえ」

　すでにここは温泉、ホットオアシスではない。足跡を容易たやすく拭い去る猛吹雪の中だ。

「ま、そんな都合良く【氷ひよう瀑ばく姫き】が隙を見せてくれるとは考えてなかったけど。アルメリナ、ここから近いホットオアシスは危険な南か安全な西だったよね？」

「そっちの温泉が先回りされて氷漬けにされてなければな」

　何にしても、【氷ひよう瀑ばく姫き】は先ほどまで確かにここにいた。行動範囲はこの点を中心とした円を作るはずである。近場のホットオアシスが怪しいのは事実だった。ヴィルデフラウが水や食糧などの必要に迫られるにせよ、こちらを嘲弄するにせよ。

　再び雪中行軍が始まる。

　アルメリナはマップ連動のセンサーになる鉄の杭くいを地面に打ち込みながら、

「確実な線から辿たどろう。西の方が距離はあるが迷いにくい。仮にあそこが凍っていても、近場に複数のホットオアシスがあるはずだ」

「ぜ、全部凍っていない事を祈るばかりですう」

　が、すぐにそんな事も言っていられなくなった。歩き始めてすぐに、雪の中でひらひらと揺れるレモン色の輝きを見つけたのだ。

　うつ伏せに倒れたまま半分雪に埋まった【ノーブルダンサー】ルサールカの髪束であった。

「ちくしょう、言わんこっちゃねえ！　ぶーぶー頼んだ!!」

「んっ、ぶーぶーに任せておいて」

　どすどす先行するぶーぶーが雪の中からルサールカの小柄な体を引っこ抜く。やっぱり設定変更していなかったのか、気を失った彼女は装備が全解除されていた。

「風邪を引かないように……」

　常に腰布一枚のぶーぶーには羞恥より健康が優先らしい。【剣つるぎ聖せい女じよ】からバスタオルのストックを受け取り、少女の胴へ雑に巻き付ける。寒さに強いぶーぶーのぬくもりだけが頼みの綱だ。

　というか、後ろから全然関係ないフィリニオンまで抱きついてきている。

「だだだだだもうダメです私ぶーぶーさぁん！　ものすごい勢いで湯冷めしちゃって忍耐ゲージが明らかに減っていまぁすたあすけてえ!!」

　ベアトリーチェは雪の中に残されていた、数字の９に似た円刃の大鎌を拾い上げながら、

「牛、そなたの頭の上のバイタル表示は明るい青、ばっちり笑顔よ。全然元気そうじゃない」

「いったん贅ぜい沢たくを知るとこれだぜ。まったく自堕落コタツ依存娘は」

（……こんなお団子状態のところにトゥヴァイハンダー担かついだヴィルデフラウがやってきたら、流石のぶーぶーも身動きとれずにやられちまうんじゃないか？）

　アルメリナとベアトリーチェで周辺を警戒するが、幸い、それらしい襲撃の気配はない。あるいは遊んでいるのか。一面の銀世界に【氷ひよう瀑ばく姫き】の悪意が薄く広く浸透するようだった。

　じりじりと神経だけを炙あぶる地道な移動の末、ようやく次のホットオアシスへ辿たどり着つく。こちらは凍り付いていなかった。ベアトリーチェはほとんど生理的にホッとする反面、理性では喜んでいられない事も自覚していた。ヴィルデフラウに出くわさなかったのはラッキーでも何でもない。未だ相手の術中から逃れられていない証拠なのだ。

　ともあれ、今は意識を失った【ノーブルダンサー】の処置が優先だろう。ベアトリーチェがルサールカの大鎌を湯面に突き込んで深さを確かめると、先ほどと同じく、【ハシゴヅタ】で作ったスノコを落としていく。それから抱えていたぶーぶーの手で白く濁った湯面にほっそりした足の先から小さな体を浸つけていった。

　効果は劇的だった。

「わっ、わわっ。わぎゃあああああ!?　まっ、またしても温泉、またしても頭にタオルなし！　私のキューティクルがあああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]がぼっ!?」

　黄色い悲鳴のラストがくぐもっていたのは、逃げ出そうとしたルサールカがスノコから足を踏み外して濁った温泉の深場に落ちたからだ。

「何度も懲りないヤツだなっ。ほら大人しくしろ、人間ってのはそう何度も凍らせたり温めたりするものじゃねえんだ！　保存料と添加物だらけのコンビニ弁当だってダメになるわ!!」

　ジェントル過ぎるぶーぶーに代わって横からセパレートのバスタオルにヘアバンドのアルメリナがお湯の中からルサールカの細腕を摑つかんで引っ張り上げる。

　案の定ヤツは目をとろんとさせていた。

「ぽやー……ハッ！　はうう、違う違う！　何で同じ女に吊つり橋ばし効果を発揮させてんの私!?」

「こっちだって行きがかりの小娘に惚ほれられても困るわ！　つか誰でも良いのかあんた!?」

　何にしても両肩を押さえつけてしっかりお湯に浸つからせるしかない。さっき見つけたのは完璧に偶然だった。狂気の【氷ひよう瀑ばく姫き】に追われながらの追加ミッションは誰だってもう避けたい。

　一方のポニー縦ロールはこちらの苦労なんぞ露知らずといった調子で、

「くっ、ここにきてもう一度バスタオル一枚。という事はその途中経過で全部見られたぁ！」

「だから設定変更方法を教えますから落ち着きなさいって。はぁー、ぶくぶくぶくぶく」

　寒さに弱いコタツ系女子（？）のフィリニオンが早速潜行を始め、頭の上のバイタル表示球体を赤から青緑、困り顔から笑顔に戻している。

　頭にタオルを巻き、お湯の中で正座な【ノーブルダンサー】が【白しろ魔ま女じよ】からありがたい講義を受けた事で、全体の流れが寸断。何となく漂う停滞の空気。そしてぶーぶーがこう言った。

「お前もしばらくぶーぶーと一緒に来たら良い。そうすればもう迷子にならない」

「だっ、誰が迷子ですってえ!?」

「そうでなけりゃはた迷惑なハイキング客だ。後でごめんなさい会見でもやるか？」

「ぐぬう！」

「ぶーぶーな、お前にこれやる。【温泉アイス】！　誰だってお腹なかがすいたらピリピリするから、いったんこれ食べて落ち着いたら良い」

「……わ、私の偏差値は一体いくつに設定してあるのよ……？」

　そりゃあ新体操レオタード一丁で雪山に挑んでは氷漬け、温泉から裸同然で銀世界に逃げ出してはチルド食品……と立て続けにやらかしているのだから決して高い方ではないはずだが、ベアトリーチェは丸くて黄色いシール級の張り付いた笑顔で乗り切った。

　ちなみにタオル一丁のルサールカは食べ物を粗末にする人種ではないらしく、頂き物はきちんと口にした。決して大きくない卵の殻の器を両手で摑つかんで、毒味のつもりなのか、最初はぎゅっと目を瞑つぶって小さく出した舌先でアイスのてっぺんをちょんちょんつついていたが、

「あ、普通に美味しい……」

「これな、不思議な味だよな！　甘くてヒンヤリする。外はカチカチだけど中はトロッと！　ぶーぶー、頭がポカポカする温泉は好きじゃないけど、これ食べながらならちょうど良い」

「確かに、極寒の雪山まで来て温泉入って、さらに冷たいアイスを食べているって最高の贅ぜい沢たくよねえ。卵とかミルクとかでしっかり糖分とかタンパク質とか採れてるからニクイわ……」

　ほのぼのしかけて、ハッと頭にタオルを巻いたルサールカは我に返った。

「違う違う!!　コタツでアイスみたいな贅ぜい沢たく品ひんに惑わされるな私！　こいつらは暗殺のターゲットなんだからあー!!」

「聞きたいんだけど」

　ベアトリーチェが隙間を縫うように口を開いた。

「『さる筋』とやらから何を吹き込まれたかは知らないけど、実際に会ってみてどうだった？　私達は万死に値する人格の持ち主かな。ぶーぶーだってそこまでの事をそなたにした？」

「……、」

「私達は、刺客として放たれたそなたを捜さなくちゃならない理由は特になかった。いいえ、たまたま倒れているそなたを見かけても、そのまま素通りしても良かった。でもぶーぶーは雪に半分埋もれたそなたを見て真っ先に駆け付けたよ。事情を知らずに温泉から逃げていったそなたの背中を見ても、悪態の一つもつかなかった。さあ、聞かせてちょうだい。そなたの口から。私達は顔も名前も知らない誰かから奪われるままに奪われるだけの事をしたのかって」

　返答はなかった。だが単純に拒絶されたのとも違うだろう。そこにあったのは逡しゆん巡じゆん、迷いという意味での引き延ばされた沈黙であった。

　ややあって。

　中ちゆう途と半はん端ぱに齧かじった【温泉アイス】の卵の容器を両手で持ったまま、俯うつむき続つづけたルサールカから声があった。

「……、そういう訳にもいかないわ」

「どうしても？」

　すがるような聞き方ではない。静かに目を細めた【剣つるぎ聖せい女じよ】の声から温度が下がる。【ノーブルダンサー】も分かるはずだ。だがレモン色の髪にタオルを巻いた少女は続きを口にする。

「だって、これは私の善ぜん悪あく好こう悪おなんてどうでも良い話で」

　タオル装備のフィリニオンやアルメリナも顔つきが変わっていく。傭よう兵へいパターン。つい先日も【教団】が率いていた植物系【ブレイクニュース】がそんな感じだった。

　が、

「だって、これは私の大切な人を取り戻すための契約で」

　ここで覆くつがえる。

　標的に対し善ぜん悪あく好こう悪おを持たない依頼遂行型でありながら、純粋な目的意識が顔を出す。

　そして、極め付けに。




「だって、あなた達はその手で奪ったじゃない。グルアガッハお姉様の未来を……!!」
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【迷めい宮きゆう】の奥深くで頼みの綱の回復薬を口にして、それが単なる色の付いた砂糖水だったと思い知らされた時。ルサールカ達の地獄が始まった。

　言い争いに責せき任にん転てん嫁か。誰が任せた誰が買ってきた誰が気づかなかった。強固な主義信条を持たずネットで募集をかけただけの集まりを瓦が解かいさせるには十分な『死』の揺さぶりだった。

　脱出に役立つ【魔法】を皆未習得なのも拍車をかけた。全員がバラバラになり、各おの々おの必死になって出口を目指し、それこそ死にもの狂いで外の光の下まで辿り着いた時、顔見知りの顔は随分減っていた。そして皆がルサールカの生存を知って両目を限界以上まで見開いていた。

　それでルサールカは気づいた。

　ああ、彼らは一線を越えてしまったのだと。回復薬の偽造品が手元にある。床に叩き付けてがむしゃらに出口を目指すべきだったのに、彼らは自分が騙だまされた偽造品は他人にも通用すると考え、【迷めい宮きゆう】内ない部ぶで物々交換を持ちかける事で、回復しながらここまでやってきたのだと。……当然、奥深くで彼らを信じて取引に応じた者がどうなるか、分からないはずもないのに。

　そんな彼らには許せないだろう。

　仕方なかった、そうしないと生き残れなかった。それが彼らの全てだ。たとえるなら、遭難して限界まで追い詰められて、先に倒れた仲間の心臓を抉えぐって血をすするしかなくなった環境で、実はそうしなくても生き延びられる方法が普通にあったなどと認めるのは。

　殺される、とルサールカは率直に思った。

　真相の隠滅のためではない。彼らの壊れてしまった、歪ゆがんでしまった『笑顔の帰還』を守るためには、ルサールカという別の正解例はあってはならない。その粘りきった執念に勝る何かが自分の中に宿っているだなんて、とてもじゃないけど断言できなかった。

　なのに。直後。




『どうか今日があなた様にとって善き一日となりますように』




　一瞬。まさに閃せん光こうの到来であった。

　特大の流星の正体が【魔法】の矢だと気づいた時、もう解決していた。泥沼の妄念、狂うが故に打破のできない分厚い壁。それを前にして、何の気なく。まさに通りすがりの一撃であしらう、その芯。その強さ。何もかも、ルサールカに足りないものだった。【ノーブルダンサー】という稀き少しよう【ジョブ】以外に持ち合わせのない少女にとって、その存在はあまりに眩まぶし過ぎた。

【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハ。

　最初は憧れだった。足を引っ張らないよう命懸けの【迷めい宮きゆう】へ誘う事はなかったが、宿屋街で見かけるたびに話をした。彼女の役に立ちたいと願う心が多くの努力から苦労を忘れさせ、元々あった稀き少しような【ジョブ】を飛躍的に開花させた。長く美しい金髪の女性は薄いヴェールを一枚挟んだような物言いで、それがルサールカにない妖よう艶えんさと若干の消化不良を残していた。

　好奇心は猫を殺す。

　ヴェールの向こう側を覗き見た時、ルサールカは激しい後悔に襲われていた。

【教団】。紛糾する宗教界の中から生まれた極悪極まる【ギルド】。どうやらグルアガッハはそこの中核メンバーとして腰を据えていたらしい。

　何とかしたかった。

　一人で何ができる訳でもない。グルアガッハ自身が聞く耳を持たない。彼女が【教団】の一員だとルサールカが知っている。この事実が露見しただけで、きっと良くない事が起きる。時折肌で感じる粘つきの度合は、かつての仲間達の比ではなかった。

　だから少女は自分のプライドなんか捨てた。できる事を全て試し、少しでも輪を広げ、個人ではできない事だって成し遂げられるように努力に努力を重ねていった。

【ノーブルダンサー】としての戦い方だって、【迷めい宮きゆう】探たん索さくよりも人間同士の集団戦に重きを置くようになっていった。焦あせりが、渇かつ望ぼうが、強さを求める必要性が、彼女をさらに鋭く研いだ。

　すがりつくのだって、宿屋街にいる同じ人間だけとは限らなかった。

『……ふうむ。威勢の良い小娘ぞな』

　山中で色とりどりの稀き少しよう植物を咲かせる【フラスコの花園】。その中心に立つ、あらゆる【マンドラゴラ】の頂点たる【ブレイクニュース】の一角。【イレアナ】と呼ばれる女王は感心したように呟つぶやいた。それは奥地まで足を踏み入れた事か、女王に臆する事なく声を掛けた事か、強大極まる【教団】から一人の女性を救い出すという目的を折らずに今日まで到達した事か。

『だが何事にも対価はいるぞな。私が一つの契約に求めるのは一人の処女。持ち合わせはお前自身しかいないようだが』

『……っ』

　自分だけが傷つかないなんて都合の良い話は考えていない。

　心臓を抉えぐり出だして差し出せと言われればそうする。怖いけど、苦しいけど、恥ずかしいけど、頭が焼けるように悔しいけど、でも、ルサールカにはそれくらい大切な事なのだ。グルアガッハが解決してくれたのは彼女にとっては路傍の石、道端の雑草くらいのものだったのかもしれない。だけど、絶対にルサールカ一人じゃどうにもできなくて、かつて仲間と呼んだ全ての人々から【兵へい輝き】を突き付けられたに決まっていて、今ここに立てるはずもなかったのだ。

　だから、決断した。自分の意思で。

『……、それで良い。私の何を奪っても良い。だからお願い、グルアガッハお姉様を助けるために協力して、【イレアナ】!!』

『はっは!!』

　今度こそ。今度の今度こそ、その妖しい花は快活に笑ったものだった。

『言葉は飾りだ、その覚悟だけ聞き出せれば私は満足。よろしい、この【マンドラゴラ】の頂点が請け負った。グルアガッハの件は私に任せておくがよいぞな』

　冗談抜きに、本当にへたり込んだ。

　良かった。これで何もかもが間に合うはずだ。グルアガッハがどうして【教団】の尖せん兵ぺいとなっているかは分からないが、こちらには虎の子の【ブレイクニュース】がついている。人間にとっては恐ろしい巨大組織であっても、この怪物には関係あるまい。きっと映画やドラマに出てくるヒーローのように一騎当千で救い出してくれる。自分にできない事でもやってくれる。




　なのに。

　それなのに。




　その知らせを受けたのは、つい先日の事だった。

【イレアナ】は撃破され、【教団】もまた壊滅した。

　魔王ツェリカに操られ、東とう京きようの街で猛威を振るったグルアガッハは一体どうなったのか。

　ルサールカは思い知らされたのだ。

　……あと一歩、ほんの紙一重。だけど絶対的に、間に合わなかったのだと。
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　実際に、ホットオアシスで交わした言葉は少なかった。だがその間に、おそらく【ノーブルダンサー】の頭の中では様々な情報が渦巻いていた事だろう。

「私は、決着をつけなくちゃならない……」

　ざぱりと濁った湯面を割って、ルサールカはゆっくりと立ち上がる。

　その濡ぬれた瘦そう身しん、バスタオルの内側から新体操に似た装束や左右非対称の装甲が取り付けられていく。タオルを弾はじき飛とばし、頭の髪もひとりでにポニー縦ロールへと巻かれていく。

「そうでなくちゃ報われない。罪の鎖で繫つながれたグルアガッハお姉様の、何もかもが……!!」

　戦闘装備。いいや、この場合武器防具で身を固めるのは拒絶のサインか。

　ルサールカは数字の９に似た円刃の大鎌を垂直に立てると、石突近くにあったレバーのようなものを分厚い鋼のブーツで蹴飛ばした。途端に、ドルゥン!!　という内燃じみた咆ほう哮こうが炸さく裂れつする。大鎌の円刃が勢い良く回転を始める。

　だが実際には、【ノーブルダンサー】が両手で摑つかむ大鎌をバトンのように振り回す事はなかった。それより先に、恐るべき横よこ槍やりが入ったからだ。




「あらびっくり。森で無様に逃げたはずの猟犬が、しっかり獲物の脚を咥くわえていましたわ」




　ずいっと。湯気を割ってその美しい顔が現れた。両手を後ろに回し、腰を折って、立ち上がった小柄なルサールカの表情をさらに下から覗のぞき込こむように。くりくりと真っ直ぐな瞳をしたその人物の正体は、当然ながら【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ。

　直後、全員で弾はじかれたように行動した。

「ちっ、マップ連動のセンサーをすり抜けやがったか!?」

「どこまで行っても所詮は人の使う【魔法】。開かない錠前はないのと同じでしてよ」

　空気成分さえ液化させる極低温の使い手が、液体窒素の瞬間気化を利用した爆発で天然温泉を瞬く間に凍結させたのはもう見ている。

「よい働きです、ルサールカ。『彼女』については一考して差し上げましょう。くすくす、危うく暗い部屋で罰を与えるところでしたけれど」

「【氷ひよう瀑ばく……!?」

　ベアトリーチェが思わず叫ぶ。

　悠長に隊列など組んで立ち向かう暇はない。とにかく全員で思い思いに温泉から転がり出たところで、辺り一面を埋め尽くす白い氷ひよう霧むが炸さく裂れつした。窒素系の爆発、未だ液体のままの霧状粒子を含む死のカーテン。中を搔かき分わけて進むのはあまりに無謀だ。

「（ぶーぶー、こっち）」

「ベアトリーチェ？　ぶー、他のみんなはどこ。ルサールカに、アルメリナも……っ」

「（っ、ダメだよぶーぶー、大声は。【氷ひよう瀑ばく姫き】に居場所を知られる、とにかくこっちに！）」

　お姉さんみたいなベアトリーチェの手の感触に導かれ、味方の安否すら不明のままぶーぶーは凍り付いた温泉から距離を取る羽目になる。

「アルメリナ……みんな……」

「気持ちは分かるけど、この猛吹雪で闇雲に動いてもダメ。というか、あれ？　そう言えば誰か忘れているような……？？？」

「さささささささぶっ。わらひれふっ、みんなの太陽フィリニオンはここれふよう……」

　自分の肩を抱いて（大きな胸を寄せている）よたよた状態の【白しろ魔ま女じよ】は意外と近くにいた。やっぱり元の衣装が白いから見にくい。でもって早速ぶーぶーの腰に張り付いて頭の上のバイタル表示球体を少しでも笑顔に回復させようとしている。

（……となると、安否不明はアルメリナ、ルサールカ、そして【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ。一対二の嫌な布陣だね……）

　ベアトリーチェが言葉を吞のんだのは、ぶーぶーに直接懸け念ねんを伝えるとパニックを起こし、辺り構わず仲間の捜索に走りそうだったからだ。寒さに強いとはいえ、白いカーテンの死角からいきなり液体窒素の鉄砲水を浴びせられれば一大事だし、風向き次第では高濃度の気体のまま音もなく忍び寄って窒息の危険もある。いくらぶーぶーでも一人で任せられる状況ではない。

「落ち着いてぶーぶー。基本はこれまでと一緒。この雪原は広いけど、アルメリナだって好き好んで寒い所に留まり続けたりはしないよ。近場の、まだ生きているホットオアシスから捜していこう？　それが一番アルメリナと合流しやすい選択だから」

「ほんとに？　本当にアルメリナとかルサールカときちんと会えるか？　ぶーぶーは仲間外れなんかしたくない。一人ぼっちは寂しいって知ってる。ベアトリーチェ、うんって言ってくれたらぶーぶーは何でもする」

　ええ、と力強く頷うなずこうとしたのに、横の小刻み振動メガネが余計な事を言う。

「でででででも【氷ひよう瀑ばく姫き】からも読みやすいルート構築ですよねまた追い着かれるか待ち伏せされたらこっちも待ち合わせなんてしている暇はなくなるというか何というかアルメリナがいないからマップも方位もほとんど使い物にならないしセンサーの反応も分からないし闇雲に動けば動くほどドツボにはまりそうな……」

（こいつ素すっ裸ぱだかにして雪だるまの中に埋めてやろうか!!）

　ベアトリーチェは半分口まで出かかった言葉を無理矢理吞のみ込こむ。これでぶーぶーがパニックを起こしたら収拾がつかなくなる。彼の巨体や馬力を考えるといったん暴走を始めてしまった場合、取り押さえるのも難しい。

「……、」

　が、予想に反してぶーぶーは叫びも走りもしなかった。わずかに俯うつむき、黙って何かを思考し、そして再び顔を上げた。

「……ぶー、ちょっと待って。【氷ひよう瀑ばく姫き】は温泉を潰して回っている。逆に言えば、ぶーぶー達が温泉に留まり続ければ、ひとまず確実に【氷ひよう瀑ばく姫き】から会いに来てくれるって事……？」

「あの、ぶーぶー？」

「それに、あいつがヒエヒエの専門家だとしたら、それしかできないとしたら、今の状況ってちょっとおかしい。ぶー、そうだ。【氷ひよう瀑ばく姫き】はそもそも最初に顔を出したのはどうして？　ヒエヒエで意地悪するだけならぶーぶー達に会いに来る必要はなかった。だとすると……」

　と、ぶーぶーは大きな豚鼻を小刻みに動かした。今さらのように自分の二の腕や胸板周りなんかを確かめている。

「くんくん」

「ぶーぶー、さっきからどうしたの？」

「ベアトリーチェもすんすん。髪と、腋わきと、あと太ふと股ももも念のため……」

「ぎゃああああっ!?　ちょ、ぶーぶー!!」

　顔を真っ赤にしたベアトリーチェがデカい真ん丸クッションみたいなぶーぶーの頭をグーでボカスカ叩くが、全く響いている様子はない。

「ベアトリーチェ、フィリニオンも」

「な、なに？」

「ふひいー。ぶ、ぶーぶーさんのぬくもりがないと死ぬふう……」

　猛吹雪の中、リミットに苛さいなまれるカンスト組に向けて、ぶーぶーは口元に片手を当ててこう宣言していた。

「ぶーぶーな、色々分かっちゃったかもしれない」
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【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウは銀世界を行く。

　ロングスカートのような氷の装甲を両手で摘まむように触れ、雪を踏む音さえなく。

　豪快な青の縦ロールに、一本の十字剣を押さえつけるように胴体へ何本もの革のベルトを巻きつけ、さらに分厚い氷の装甲でお姫様ドレスの輪郭を作るグラマラスな少女。彼女の顔に焦あせりはなかった。氷点下一〇度以下の極低温環境では時間の流れそのものが強力な武器になる。自転速度、大気組成、基本重力などの差異によりグランズニールの滞在期間には限りがあるため【氷ひよう瀑ばく姫き】側にも時間的なリスクはあるが、死神が先にこちらの肩を叩く事は絶対にない。

　この環境を消耗なしで自由に歩き回り、猛吹雪の中でも正確に獲物の位置を把握できるのはやはり大きい、あまりにも。彼女は絶対の王座に腰掛けていると言っても過言ではない。

【氷ひよう瀑ばく姫き】は狩人かりゆうどだった。獲物の足取りを追い、傷をつけ、逃げる子鹿が力尽きるまで一方的に繰り返す。何も雪山に限った話ではない。宿屋街の闘技場で事故を装よそおい、目撃者のいない【迷めい宮きゆう】で闇討ちする時も、ずっと『それ』でやってきた。これからも『それ』は変わらない。

（……ふふ。性懲りもなくホットオアシス頼み、ですか。危険と分かっていても同じ札しか切れない、じり貧の子鹿達。さて、こちらはどうしましょうか）

　彼女はただ獲物の足取りを追い、その鮮度を評価しながら、全てを氷点下で塗り潰せば良い。物体であれ生物であれ。動くものが何もなくなれば彼女の勝利だ。

（ただまあ同じ事の連発も飽きてきましたし、そうですわね。いっそ活火山のマグマだまりを丸ごとマイナス一九五度で固めて『元』を締め上げてみるのも面白そうかも。そうすれば地表にいくつホットオアシスがあろうが温泉は全て凍り付くでしょうし）

　そんな風に考えながら、湯煙の一つへと近づく。なけなしのシェルターを潰すために。

　湯気を割って緑生い茂るホットオアシスへ踏み込んだ。まさにその瞬間の出来事だった。




「このっ!!　無味無臭洋モノ雪女め、【温泉アイス】爆弾を喰くらえー!!!!!!」

「こんだけ投げれば一発くらい当たるでしょう、えいえいっ!!」




　ダメージ皆無。

　いやだからこそ全く想定していなかった雨あられに、【氷ひよう瀑ばく姫き】は立ち尽くす。【白しろ魔ま女じよ】などは両目を瞑つぶり右利き左利きの区別もついていないような投げ方だったが、それでも弾幕は弾幕だ。慌てたようにヴィルデフラウは白い手で美しい顔を庇かばうが、構わず着弾した。一見して硬そうな礫つぶては衝撃で簡単に割れる。剝き出しの手首から肘にかけて、腕の辺りからどろりとした半熟の感触が弾はじけ、そこから髪や額に絡み付き、頰まで、いいや細い顎をなぞって首から豊満な胸元まで忍び寄る、ぬめる液状の何か。鼻び腔こうをつく独特の甘い臭気。不快な匂いと感触に光り輝く肉体を汚され、【氷ひよう瀑ばく姫き】のこめかみで血管が蠢うごめく。

「……ざ、け」

　海外の悪質なフーリガンに絡まれたような何も生まない穢けがれにまみれ【氷ひよう瀑ばく姫き】が沸騰する。

「ふざけんじゃねえぞ!!　クソどもがァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　右腕に寄り添う形で籠手と一体化した雪の結晶じみたスパイク付きの六角形の大盾と、それが握る巨大極まる剣を全て氷で作り、そして咆ほう哮こうと共に横へ薙なぐ。白い爆発と共にホットオアシスが一瞬で完全凍結していく。景色から個性が消失し、距離も方角も見えない銀世界と白のカーテンが全てを覆い尽くしていく。

「殺す!!　もう早く殺して体を洗うっ、ああもう髪の先から指の間まで残らず奇麗にしないと気が済みませんわ、何ですのこのべたべたした甘ったるい感触は！　気持ちが悪い!!」

　なのに、にも拘らず。

『ぷきー！　ベアトリーチェっ、フィリニオンも。リクエストはしたけど食べ物を粗末にするなんてぶーぶーは聞いていない。もっと他にやりようはあったはず!!　ぷんすか!!』

『慌てないでぶーぶー。そもそも食べ物を粗末にしてはいけないのは生きるために必要なものを無駄にしてしまうからよ。使い方は変わっていても命を繫つなぐために消費するなら粗末にはしていないはず。そうだよね、【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウ!?』

（……っ？）

　女王の心臓が跳ねた。猛吹雪のカーテンの奥から、正確にこちらへ大声が放たれる。それはホラー映画を観みている最さい中ちゆう、いきなりスクリーンの向こうの怪物がこちらを見据えて話しかけてくるような違和感の塊であった。

（この環境で相手は距離も方角も見失っていない。でも何故なぜ？）

　そこまで考えて、【氷ひよう瀑ばく姫き】はようやく思い至った。額から頰や首を伝って胸の谷間まで冒していった、粘つく液状の不快な感触。

「アイス……いえ、もっと言えば特徴的なハーブ系、【激げき甘あま大おお葉ば】の匂い付けですの……!?」

『ぶー。そんなに驚く事じゃない。何しろお前自身がやってきた事なんだから』

『極低温、凍結のスペシャリストなら極寒地獄を作るのは容易たやすいでしょうけど、でもあなた自身が作る猛吹雪のカーテンの中どうやって正確に私達を追うのかは宙ぶらりんでしたからね』

『だからお前はヒエヒエの他にもう一つ手を打つ必要があった。それが匂い。お前が何度も温泉に顔を出したのだって、ベアトリーチェ達がポカポカを取り戻すのを嫌ったんじゃない。匂いが落ちちゃうのを怖がったんだ』

『言われてみれば、ただ私達を雪山で凍死させたいだけなら一番最初に氷の大剣抱えてご挨拶に来る必要もなかったし。あれは見た目のインパクトを右腕の盾だの剣だのに集めておいて、裏からこっそり目印の匂いをつけるためのブラフだったって事。手品師の杖。おあつらえ向きに、ランタンシールドは籠手やブレードなんかがゴテゴテついた十徳ナイフみたいな盾だけど、語源は内部に照明器具のランタンを備えた盾って意味だった。ランタンの光源に使う蠟ろう燭そくをアロマ系に差し替えれば条件は満たせる。最強ちゃんも陰では涙ぐましい努力をしていたのね』

（言わせておけば……!!）

　元来、【氷ひよう瀑ばく姫き】には必要のないプロセスだったのだ。彼らが言う通り、一度も顔を出さずに雪山全体に猛吹雪をもたらして標的を死なせる事だってできたのだ。

（『さる筋』が一刻も早く片をつけろと急せかすから。殺したは良いものの広い雪山を掘り返して氷漬けの死体が半年後に見つかりましたでは困るというから、やむなく現場入りして直接追い回すしかなくなったというのに。そんな枝葉を鬼の首でも取ったように見せびらかして!!）

　だが、経緯はどうあれ条件は五分だ。髪、顔、胸元、お腹なかなど。ヴィルデフラウには複数の【温泉アイス】が着弾し、特徴的な甘ったるい臭気が尾を引く羽目になった。並の人間には感知不能と思われがちだが、微生物の繁殖すら難しい無の銀世界の空気は驚くほどクリアで、匂いも突き抜ける。とにかく混じり気がないので、遭難者救助の際にはシャンプーやマニキュアの匂いが数百メートル先から嗅ぎ取れる事もあるという。

　まして向こうには、

『お前覚悟しろ。ぶーぶーのお鼻は飾りじゃないぞ、【宝石トリュフ】も【木の洞はちみつ】もみんな見つけちゃうんだから。こうなったらぶーぶーはもう絶対にお前を見失わない！』

（……まずい）

　と、ようやく【氷ひよう瀑ばく姫き】は怒りの中でも現実に焦点を合わせ始めた。

　ヴィルデフラウがわざわざド派手な直接対決を望まず、じっくりと凍死を待つのは、リスクを負わなくても確実に勝ちを奪えるからだ。

　そう。

【水すい力りよく耐たい性せい】一〇〇％、たとえ氷点下のダメージを負わなくても、やはり【氷ひよう瀑ばく姫き】だって足が深い雪に埋まっているのは同じなのだ。平たく言えば、雪山で戦い続ける限りは移動速度が制限されてしまう。逃げるにしても戦うにしても、足を取られているというハンデは面白くない。だから狙撃手や戦闘工兵のように、ゆっくり移動して密かに待ち、そして確実に仕留めるポジションを独占するのが『必殺パターン』だったのに、




「まずい……ッッッ!!!???」




　肉声と共に、【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウは一切の余裕を捨てた。具体的には右腕。寄り添うような籠手一体型の雪の結晶じみた六角形の大盾とトゥヴァイハンダーを自ら砕いて放棄。所詮は手品のハンカチやステッキ、薔薇ばらのエキスを練り込んだキャンドルを使って風上からひっそりとマーカーをつけるための目め眩くらましでしかない。もうこんなものを振り回して注意を逸そらしている段階ではなくなった。

　やるなら真正面から全力で。

【氷ひよう瀑ばく姫き】の本領を表に出して。

「……良いでしょう」

　一歩二歩と後ろへ下がり、青い縦ロールは自由を取り戻した両の細腕で真なる剣を摑つかみ取とる。それは氷で作ったまやかしなどではない、真の【兵へい輝き】。豊満な肉体の胸元から腰回りへ届く、鞘さや付つきの十字剣。一方の手が柄を、もう一方が鞘さやを摑つかんだ直後、バチバチバチン!!　と全身を縛いましめる革のベルトが次々外れ、氷のドレスも破断する。得体の知れない封印を解くように。

　いいや、封印、鞘さやというなら必要最低限の下着だけを纏まとう女王そのものが『そう』なのか。

　大きく弓なりに背を反らしながら縦一直線に刃を引き抜こうとする様は、いっそ柔らかいお腹なかの中から凍える刃を引き抜こうとする、えげつない儀式にさえ見えた事だろう。

「この【氷ひよう瀑ばく姫き】の真髄、【兵へい輝き】の妖しい輝きをご覧あれ。水も空気も、液体も気体も、あらゆるものが固体と成り果てる真空零度の別天地をたっぷりと味わわせて差し上げますわあ……っっっ!!!!!!」

　ヴィルデフラウの奥おう義ぎは剣の一振りでこの世界に存在する全気体をもまとめて固体化させてしまい、温度どころか気圧まで絶対の〇に落とすところにある。重力自体は存在するが、感覚的にはほとんど太陽の光が届かない遠い宇宙に放り捨てられるようなもの。単純に凍結するか、酸欠で果てるか、高山病のように血液成分を壊されるか、圧力差により体内から臓物をひり出して悶もん死しするか……。様々な死因が複合する、対人攻撃としてはえげつないほどの最強だ。

　唯一この白い地獄の中で生き残れるのは、あらゆる凍結攻撃を弾く【水すい力りよく耐たい性せい】一〇〇％を所持し、固体酸素や窒素を気体に変換する事で呼吸や圧力を保てるヴィルデフラウのみ。相手が誰であれ立ち塞がる者の命は一振りで全て刈り取る。死の刃の封印はない。鞘さやから数センチほど浮かび、きらめく青い刃が覗く。後はそのまま引き抜くだけで全て終わる。片がつく。

　そのはずだった。

　しかし。




　たんっ、と。突如白いカーテンを割ったぶーぶーの大き過ぎる手が、抜剣前の柄つか頭がしらを上から押さえつけるように摑つかんでしまった。




（あ……）

　気づくべきだったのだ。

【氷ひよう瀑ばく姫き】とぶーぶーの身長差は二倍以上ある。つまり同じ深さの雪に足を取られても、どこまで沈むかはバラバラ。ヴィルデフラウには膝上以上でも、ぶーぶーにとっては足首くらいしかない。つまりグリップが違う。元の筋力差も手伝い、雪上での機動力は段違いだったのだ。

　加えて。

（……圧倒的な速度を武器にした居合の弱点は、鞘さやから刀を抜く前に柄や手首を摑つかまれて、そもそも鞘さや抜ぬきの勢いを殺されてしまう事だとか）

【氷ひよう瀑ばく姫き】の十字剣型【兵へい輝き】もまた、鞘さやから抜いて機能を発揮するもの。今のままでは本領を出せないまま封じられる。

（ならばこちらも居合系の流儀に倣ならうのみ。元々こうした事態のため、小手返し程度の合気、関節の掌握法は習得すべしと聞き及びますし!!）

　とはいえ、ヴィルデフラウ自体は古武術に精通している訳ではない。そもそも四メートル弱の筋肉の塊相手では柔よく剛を制すもないだろう。

　相手を投げ倒す必要はない。

　懐ふところへ、もっと深く。柄の上からあの大きな手が離れれば良い。一度でも鞘さやから引き抜く事さえできればこちらの勝利。そして相手はあの巨体故に、本当にゼロまで密着された状態では思うように攻撃もできないだろう。体に張り付いた虫相手に腰の入ったストレートは当てられないのと一緒だ。丸太か鉄骨と見紛う【兵へい輝き】だって全力でフルスイングするにはある程度開けたスペースが必要になってくるはずなのだ。

　一秒の半分、いや三分の一ほど相手が戸惑い対処に迷えばそれで済む。ヴィルデフラウの氷剣は引き抜かれ、全てを固体に作り替え、開いた空間を宇宙に変じる真空ポンプが完成する。

　果たして、必要最低限の下着に包まれたグラマラスな身をよじるような急接近は功を奏した。柄を封じる巨大な掌てのひらがわずかに離れ、隙間ができる。

（もらっ……!!）

　だがやはり、【氷ひよう瀑ばく姫き】は気づくべきだった。いかに万全の力を封じられるからと言って、人が虎に密着すればどうなるか。野生の象に正面から抱きつけば何が起きるか。

　直後に答えは出た。

　ヴィルデフラウの剣が、再びギチリと止まる。その柄から巨大な掌てのひらは離れたにも拘らず。そしてぶーぶーの狙いはもはや細い剣などではなかった。

　華きや奢しやな【氷ひよう瀑ばく姫き】全体、女の体そのもの。

　たくましすぎる両の腕が、真正面から密着してきたヴィルデフラウを逆に抱き寄せたのだ。だがそこにあるのは親愛の情ではない。その恐るべき膂りよ力りよくにより両者の距離が正真正銘の〇ミリに縮まる。結果としてお互いの体が鞘さや付きの十字剣を万力のように締め上げ、それ以上はびくともしなくなってしまう。

　何となく、【氷ひよう瀑ばく姫き】は末路を知った。

　相手はそもそも【兵へい輝き】の有無など気にしていなかったのだ。なら、何を求め、摑つかみ、手に入れ、抱き寄せて……破壊するためにここまで来たのか。

「や」

　裸身に近い最低限の下着だけとなった暴虐の姫は獣臭まみれの筋肉の塊を見上げ、きつく抱き締められたまま思わず引きつった笑みを浮かべてしまっていた。

「やんっ☆」




　直後に。メキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキメキィ!!　と。あまりにも凶悪なサバ折り、ベアハッグ、その圧あつ搾さく音おんが銀世界を埋め尽くしていった。
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　あれだけ猛威を振るった、今思えば不自然なほどの吹雪は鳴りを潜めていた。空は相変わらず鉛色の分厚い雲が支配するものの、もう距離も方角も見失う純白のカーテンはどこにもない。

　無限に続くと思えた白の世界も、視界が晴れてしまえばどうという事はない。体感温度だって一〇度くらい違うような気がする。

「はっ、はふう。ぶーぶーさんのカラダに炎の熱を取り戻したベアトリーチェ……。まさに両手に華、こんな贅ぜい沢たくして私はバチが当たらないんでしょうか」

「ちょっと牛、くっつかないでよ。このヘドロみたいなメガネ鬱陶しいな」

「うっ。でも急に温められたから鼠そ蹊けい部ぶがキュンと……」

「ほんとにめんどくさいなそなた!!」

　球体状のバイタル表示も正常の笑顔で、炎で作った枠の中の地図と風景を見比べても違和感は出なくなった。何もかも元通りの、厳しいが美しい雪山だ。

　だから。

　ぶーぶー達がその剣けん戟げきの音や舞い散る火花に気づいたのもまた、必然だったのかもしれない。




【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナと【ノーブルダンサー】ルサールカ。

　鈍器と突風の使い手が、開いた雪原で舞い踊る。




　頭に小さな金の冠を載せ、黒系の袖付きレオタードに左右非対称の胸当てや腰当てなど各種の装甲、両手から背に回した羽衣のような薄い飾り布を足したルサールカの戦い方は、【属ぞく性せい】ごり押し高火力のベアトリーチェやヴィルデフラウとは勝手が違う。

　ルサールカは流れに乗る。

　周囲が銀世界なら突風を操って地吹雪を生み出したり気化熱を利用したり、山火事ならさらに酸素を送って火勢を高めたり、土砂が襲えば逆手に取って土煙を舞い上げて砂嵐を招いたり。力と力をぶつけ合うのではなく、搦からめ、いなし、受け流し、そして最後は取り込んでしまう。そういう強さの体現者だった。

　今の今までは【氷ひよう瀑ばく姫き】に相乗りしていたのだろう。暖を取る事のできないアルメリナ側は、髪の先があちこち凍結していた。あの分だと雪に埋もれた足も無傷ではあるまい。

　こうしている今も【殴おう僧そう侶りよ】の鎖付き鉄球と【ノーブルダンサー】の黄色い円刃が真正面からぶつかり、凄すさまじい火花を散らせていた。高速回転する円刃を備えた大鎌は力任せのごり押しではなく、むしろ軽い。縦に横に、時には腰を折って長柄を小さなお尻に乗せ、柔らかな肢体全体でブリッジを描いて窪くぼんだおへその辺りを支点にし、様々な角度からバトンのように振り回されていく。アルメリナの鉄球に弾はじかれて不規則に跳ね回るのさえ利用しながら。

　まるでチェーンソーを使ったジャグリングだ。筋肉や関節だけでなく、黒いレオタードから浮いた鎖骨や肋ろつ骨こつまでもが軟らかそうに見える動き。一度でも幻げん惑わくされればアルメリナの命はない。高速回転する円刃は触れただけで手足はおろか胴まで切り飛ばすだろう。

「アルメリナっ、ルサールカも!!」

「っ、ダメよぶーぶー!!」

　思わず駆け寄ろうとした【イベリコオーク】を、ベアトリーチェが横から慌てて止める。

「状況が複雑過ぎる。下手に私達が炎や剛腕で援護なんてしようものなら風に絡め取られてアルメリナにぶつけられてしまうの!!」

　そして、ぶーぶー達は決して手も足も出なかった訳ではない。【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウは撃破した。ルサールカはもうあの不自然な氷点下に相乗りはできない。極限の寒さが体力を奪っていく事も、白いカーテンが狙いを狂わせる事もない。状況は一変したのだ。

　轟ごう!!　と鈍器の唸うなりが空気を押し潰す。

　アルメリナの鎖付き鉄球が振るわれるたびにあちこちで雪原が抉えぐれて白い爆発が巻き起こるが、【ノーブルダンサー】は止まらない。頭の小さな王冠の中に入った鈴を軽やかに鳴らし、変わる状況へ一瞬で対応していく。華きや奢しやな少女が廻まわるように舞うたびに、高速回転する大鎌の円刃に弾はじかれ、【魔法】で生み出した暴風に絡め取られた鉄球の向きが不自然にうねる。ルサールカの手前の雪原を喰くったかと思えば大量の雪が舞い上げられ、風が摑つかみ、白いカーテンの中に鋭い岩の欠片かけらの雨などを織り混ぜ、逆に【殴おう僧そう侶りよ】へ立て続けに礫つぶての嵐を叩き込んでいく。

　数えきれないほどの爆音があった。

　そんな中、互いの得物を振るいながら、同時に言葉の応酬も繰り広げられていた。

「あんたも『変化』には気づいているだろ!?　【氷ひよう瀑ばく姫き】の力は失われた、ぶーぶー達も顔を出している、もう斥候の猟犬が気張っても本隊の砲撃はやってこない！　退けよ、【ノーブルダンサー】。ここに残ってもあんたの勝機は見つからないぞ!!」

「……る、さい」

　時に黄の円刃を使って力任せに岩を砕いて大量の礫つぶてを飛ばし、時に分厚い鋼のブーツで石突を蹴飛ばして回転数を調整し、周囲に積もった雪を噴き上げて煙幕を張りながら、黒い袖付きレオタードから体の輪郭を浮かばせた小柄な少女は唇を嚙かむ。

「うるさい！　後ろになんか下がれるか、次のチャンスなんかあるか。私はっ、今日この場であなた達全員を討って証明しなくちゃならないのよ！　だって、そうしないと、だって、お姉様が……」

　ルサールカがその呼び方をする者は一人しかいない。【召しよう喚かん狩人かりゆうど】グルアガッハ。魔王ツェリカの哀れな傀かい儡らい。彼女が何だ。ガキ臭い決闘ごっこで身内の敗北の屈辱を雪そそぐのがそんなに大切か。そんな風に思うアルメリナだが、彼女は一つ失念していた。

【ノーブルダンサー】はホットオアシスの温泉でこう言っていたはずなのだ。もう状況に善ぜん悪あく好こう悪おは関係ない、と。

　つまり恨みによる犯行ではない。

　なら他に残る可能性は、




「グルアガッハお姉様がどこに幽閉されたかも知らないくせに!!　あなた達を仕留めなければお姉様は永遠に救われない。罪の鎖に繫つながれたまま爛ただれた地獄から這はい上あがれないっ！　だったらやるしかないじゃない、自由を得るために。どんな汚れ仕事に手を染めたって!!」




　ようやく。

　アルメリナは事態の核を摑つかんだ気がした。

　ツェリカに操られるままに首しゆ都と東とう京きように甚じん大だいな被害をもたらしたグルアガッハが、そのまま解放されるはずもない。自らの利の追求のため魔ま法ほう離り殿でんなんて館を用意し年とし端はもいかない少女を軟禁する魑ち魅み魍もう魎りようがただ杓しやく子し定じよう規ぎな量刑で社会復帰を促すなど、片腹痛かったのだ。

『ヤツら』は損失に対し同額の穴埋めどころか、悲劇を糧かてに二倍でも三倍でも富を増やす連中だ。皆が苦しむ戦禍や災害の中、復興復旧の名目で濡ぬれ手てに粟あわを摑つかむ外道の集まりなのだ。

　グルアガッハの被害は大きい。だがそれを盾にカンスト組の一角、【風ふう力りよく属ぞく性せい】のエキスパートを意のままに操りどんな汚れ仕事でも二つ返事で任せられるコントローラを構築できるとしたら、どうだ。【魔法】が莫ばく大だいな富を生む事は技術革新を生む【ピース】の存在が証明済み。『ヤツら』は魔ま法ほう離り殿でんにベアトリーチェを閉じ込めるのと同じ感覚でグルアガッハの喉元に刃を押し付け、ルサールカを縛り付け、新たな油田や鉱脈でも掘り当てた気分でいるのだろう。

「だったら……」

　そういったやり口を身近に感じるほど良く知るからこそ、アルメリナは奥歯を嚙かんだ。

「だったらなおさら解放なんてありえるか！　『ヤツら』は絶対にあんたを手放さない、油田が枯れて鉱脈が死ぬまで、骨の髄までほじくり返してしゃぶり尽くす!!　もうちょっとあとちょっとでフルマラソンを走らせる!!　ルサールカ、もう一度考えろ。『ヤツら』に従う事が誰の幸福に繫つながるのかを。あんたやグルアガッハに還元される日は永遠にやってこない!!」

「だとしても、茶番だと分かっていても」

　破滅に向かう少女は止まらない。レールから外れてしまう事が、自分の手で大切な人を奈落に落とすと話をすり替えられ、呪縛に囚とらわれ続ける限り。

「結局他所よそ任まかせじゃ何かが足りなかった。【イレアナ】の存在が大き過ぎたせいで忘れていた！　自分の意思は自分の口で世界に伝えなくちゃダメなんだって。間に人を通した伝言ゲームじゃ純度が落ちるんだって!!　だからもう止まれるかっ。自分が矢面に立つ事を、命を投げてグルアガッハお姉様に手を伸ばす事を、何があっても止められるかあ!!」

　トランプの山札から自由に一枚を引いているように見えて、実はニヤニヤ笑いの手品師に誘導されているのと同じように。

「もしかしたら、ひょっとしたら」

　まるで永遠に報われないルーレットでも回しているような声色だった。

　何より大切な人を盾に取られてズタズタに引き裂かれるまで心を追い詰められ、冷酷に徹すると決めて歯を食いしばって、だがやはり耐えられないように、少女は喉の奥から吼ほえる。

「それでも諦めて手を引っこめる事だけは許されない。だって目の前にお姉様はいるんだから、すぐそこで助けを求めているんだからっ！　だったら、勝算なんてなくても良い。可能性なんか見えなくたって構わない。ニヤニヤ笑いで用意されたたった一つのちっぽけな奇跡にすがる以外に、今のどん詰まりの私達に何ができるって言うのよおッッッ!!!!!!」

　分厚い鋼のブーツが唸うなる。大鎌の石突を蹴飛ばした途端、おかしな変化があった。今まで高速回転していた円刃が弾はじけて分解され、細かい刃を太いワイヤーで繫つなげた巨大な三日月刃へと変貌したのだ。円刃内部と柄の背から飛び出た飾かざり紐ひもは列車の車両のように連結する仕組みなのか、今は飾かざり紐ひももどこかへ吸い込まれている。

　直径七〇センチ程度のフープに対し、こちらの三日月は二〇〇センチ以上。

　間合いも戦い方もこれまでとは全く違う。

　元から致死圏内にアルメリナの首を捉え、さらに無数の真空刃を伴って回避先まで切り刻もうとするルサールカの猛威。死んでも良い、と少女の目は訴えていた。ある命を救えるなら。

　だが【殴おう僧そう侶りよ】は臆しない。いいや、だからこそ、か。

　それは、アルメリナの魂を点火させるには十分過ぎる『理由』であった。

「ふざけてんじゃ……ねェェェええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぞ!!」

　鉄の杖が振り下ろされた瞬間、追従するように落雷が落ちた。いいやそれはあまりにも重たい金属の塊だ。いっそ隕いん石せきや小惑星と見紛う超重量の得物が、一点を中心に大地一帯を七〇センチ以上沈める。単に雪の層だけではない、もっと根本的な硬い地盤そのものを、だ。

　ついていけなかったルサールカだけが、宙に取り残された。必死になって柔らかい腰をひねるが、根本的に足がついていないため大した運動ベクトルを生み出せない。

「なっ、あ!?」

【落らく星せいシューティングスター】。

　アルメリナがマップ連動のセンサーなどの【魔法】をいくつか見繕っていたのも、こういう大技を少しでも当てるための照準支援が欲しかったからだ。結局大した役には立たなかったが、獲物に当たらないなら当たらないなりの使い方だってある。何しろその破壊力は、学校の敷しき地ち面積クラスで地盤を丸ごと一メートル以上沈められるのだ。

　一人宙に取り残された【ノーブルダンサー】の舞が、驚きよう愕がくで停止する。まさか地面より下に自由に動けるスペースが確保できるとは想定できまい。あらゆる死の風の真下を悠々と潜くぐり抜ぬけ、アルメリナは安全確実にルサールカとの距離を詰めていく。

「どん詰まりの私達に何ができるのか、だって？」

　手にした鉄の杖の先には、特大の鋼の拳。

　巨大極まるゲンコツを振るい、そして【殴おう僧そう侶りよ】はこう宣言した。




「決まってるさ。奇跡にすがるより早く、この私に相談すりゃ良かったんだ！　何もかも!!」




　轟ごう音おんは一度。

　いかに【パーセンテージ】系の装束で身体機能が増幅されているとはいえ、象を一撃で殴り倒す鈍器を鼻っ柱にもらえばどうにもならない。三日月の大鎌を放り出し、大の字で雪の上に倒れるレモン色の刺客を、ぶーぶー達は全員で見下ろしていた。

　ベアトリーチェは腰に両手を当てて尋ねた。

「どうするの、安請け合いしちゃって」

「そりゃお前。面倒臭いが教えてやるしかないだろ、世の中の仕組みってのを。自分が本当に困った時、大切な人の命が危ない時。少なくとも奇跡にすがるより前に試してみる事がある。……ったく、小学校の安全講習なんかでも人形劇で教えているはずなんだけどなあ」

　答えて。

　鉄の杖を肩に担かつぐ【殴おう僧そう侶りよ】は片目を瞑つぶった。




「つまりは一一〇番。後の始末はお巡りさんに任せな。全身タイツのアメコミヒーローより奇麗に片づけてやるよ」
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　治外法権。というと真っ先に何を思い浮かべるだろうか。在日米軍基地や停泊中の原子力空母。大使館や領事館。外交官ナンバーの青いプレートを思い浮かべる人もいるかもしれない。

　それらは基本的に『海外向けの』特権だが、逆に『国内向けの』特権がここにある。

　東とう京きようは港みなと区く白しろ金かね台だい。

　規格外の敷しき地ちに思い思いの意匠を込めた豪邸が立ち並ぶ中でも、特にその重苦しい花か崗こう岩がんでできた赤黒い館は『白しろ金かね台だいの最終自由領域』と呼ばれていた。某国において無む辜この市民を誘い込み多数の罠わなで五〇〇人以上の生き血をすすってきた『人喰い屋敷ブラツドレジデンス』。それを買い付け、解体して船で海を渡らせたのが、この『由ゆい緒しよある』屋や敷しきの正体であった。

「えほっ、かはっ、まったくもう……！」

　赤あか絨じゆう毯たんに黒こく檀たんの机、暖炉で暖められた空気。古い蓄音機からはクラシック以外は認めず、ジャズすらも新参の邪道と言わんばかりの緩やかな世界を引き裂くように、咳せき込こむような黒髪ショートヘアの小柄な少女の声が響き渡った。

　そこは管理室。主人の寝室の本棚に偽装された扉の裏に広がる館の心臓部だ。居並ぶのは金属パイプの群れ。潜望鏡や伝声管のように光や音を曲げて伝える事により、どこで犠牲者が断末魔の悲鳴を上げ、時には疑心暗鬼から共食いを始めても、手に取るように分かるという。

　公私は問わず、とにかく積年の恨みを晴らしたければ老人に金を積め。その山の分だけ最高のゲームを組み上げてくれる。それが『ある界かい隈わい』で囁ささやかれる真偽不明の噂うわさであった。

　ガウンの老人は一振りの刃物を手入れしていた。奇妙な形のそれは、槍やりが一番近いか。しかし古いモップの柄に大振りの肉切り包丁をくくりつけたといった方がイメージしやすいだろう。そして間違ってもいない。だがこの珍品が市民達の革命で用いられ、バスティーユを落として多くの衛兵の首を私刑の末に切断したと説明されれば途端に価値が分かるはずだ。

　日本と違い、西洋圏では鍛冶職人の名前は重視されない。

　名産地と奪った命が刃に意味を与える。古くは聖せい槍そうがそうであったように。

「どうしたね、天下の【氷ひよう瀑ばく姫き】サマが。【魔法】で傷を癒す暇もなく戻ってくるとは珍しい」

「皮肉は結構ですわ。けほっ。ごぼあっ!!」

　口元に手をやる華きや奢しやな少女が指の隙間から赤黒い液体をこぼす。ファッションで巻いているらしい右手の包帯のみならず、わざとズタズタに裂いたＴシャツやショートパンツ、見せるブラや片足だけのストッキング、果ては床まで血の色を吸っていく。絨じゆう毯たん一枚の値は知らないので、老人も気にしない。審美眼の話ではなく『日用雑貨』の買い付けに興味がないだけだ。

「はあ、はあ。何が簡単な仕事ですか。ああ、むしゃくしゃする!!　例の優等生、生徒会長様は!?　彼女はまだバスタブですか!?」

「道具の手入れを手伝ってくれるのはありがたいが、やりすぎはいかんよ」

　助言を無視してショートヘアに包帯、額に眼帯を上げた少女は管理室の片隅へ向かう。

　部屋の内装の調和を無視して、そこには白いバスタブが一つあった。中には大量の氷と、そして一人の女性。柔らかく長い茶色の髪の生いけ贄にえが両足を畳み、両手を頭の後ろに回すような格好で拘束されている。元の服装が何だったのか推測できる人間は少ないだろう。学校の制服らしき深い青のブレザーはボロ布同然に引き裂かれ、全身に革の輪をはめられ、そうしたジョイント同士を金属の棒で固定して身動きを封じられている。

「ご機嫌うるわしゅう、グルアガッハ様。何かが変わっていればわたくしがバスタブに入っていたかと思うとぞっとしますわね、くすくす。ぐっ、ごほっ!!」

「……、」

「ふう、ふう。寒さは痛みの感覚を麻ま痺ひさせるなどと言いますけれど、ようは程度の問題ですよね。真冬に耳を指先で弾はじかれると思った以上の痛みが走る、なんて事もありますし」

　おそらく拘束の有無など関係なく、もう長い髪の生いけ贄にえはまともに動けないだろう。そしてうっすらと開いた瞳に恐怖が宿る。ショートヘアの方が両手にビニール手袋をはめたからだ。

「あなたを慕っていた【ノーブルダンサー】は勝手にくたばりました」

　口元を生乾きの血で汚しながら、ショートヘアに左右で靴の違う少女が残忍に笑う。

「ではそのペナルティはあなたに支払っていただきましょうか、優等生さん。そろそろ電気の刺激には慣れまして？　今日は『陣痛』、あるいは『出産』まで行ってみましょうか」

　全身の金属棒の正体は、高圧電流を発生させるコンデンサだ。そして計算された手足や胴にある各所の電極が、あたかもそうした痛みを生々しく再現する。単純に全身の表面を舐なめ回されるよりなお冒ぼう瀆とく的てきな、誰も触れてはならない体の中心を真っ直ぐ貫く大爆発だ。

　そう分かっていても、バスタブの生いけ贄にえはもう答えられない。首を横に振ったところで何かが変わる訳でもない。そもそもこの場に正否を測るような何かがあるとも思えない。

「まあ、少し落ち着きたまえ」

　ガウンの老人は困ったように、しかし革命の槍やりを磨く手を止めようともせず、

「行き違いになっているのかもしれないな。グランズニールで何が起きたか、こちらにいる私には判断がつかん。だがひょっとしたら、【ノーブルダンサー】よりも先に離脱し、【サインアウト】してきたのではないのかね？」

「……、」

「見たまえ、【ノーブルダンサー】から送られた写真だ。彼女は良くやってるよ。例のカンスト組三人に、おまけの【イベリコオーク】まで、全員分の【兵へい輝き】を奪って破壊している。あれがなければ【サインアウト】できないから野垂れ死ぬだけだし、そもそも【魔法】を使えない裸の人間があの島で何をどこまでできるかは見物だな」

　血まみれの少女は一瞬で状況を理解した。

　そして眼帯を額に上げたショートヘアの彼女は口元を押さえたまま呪いのように呟つぶやいた。

「まずい……」




　ドゴォア!!!!!!　と。

　直後にダンプカーの突撃で大木をへし折るような、そんな轟ごう音おんが炸さく裂れつした。




　一方の音源。

　長い黒髪を頭の後ろで束ねたタイトスーツにメガネの美女は、『長物』を肩に担かついだまま容赦なく豪邸の正門を蹴破っていた。今夜は中に着込んだ運動補助用のスーツの調子が良い。黒服にサングラス。いっそ規格化された護衛達がまず懐ふところからリーガル対応の警棒を引き抜くが、こちらについては肩の『長物』で一掃。月の光を浴びながら赤黒い館までそぞろ歩くと、やはり玄関の扉を躊ちゆう躇ちよなく長い脚で破壊する。

　使用人や会計士などがパニックに陥る中、あるいは主以上に血族の歴史を見てきた老いた執事だけが行く末を悟ったようだった。彼は不意の来客に応じるように、腰を折って一礼する。

「いらっしゃいませ、お客様」

「……ま、『そういう事』だ。お互い後腐れナシで良いよな？」

　タイトスーツの女性は小さく笑って、ブラウスのボタンをいくつか外した。

　直後に、パパン!!　と鋭い音の交差があった。

　タイトスーツの美女は脇腹の鈍い痛みに顔をしかめる。上着の布地が破れ、ストッキングも伝線していた。が、飾り物の西せい洋よう鎧よろいを薙なぎ倒たおして転がった最古参の執事を見やって軽く笑う。

「こんな時でも女の顔は殴れないかよ。……思わずスカウトしたくなるじいさんだな」

　だが今は悠長に口説いてもいられない。奥から規格化された護衛達が追加で飛び出してくる。流石は実質治外法権となった『白しろ金かね台だいの最終自由領域』。今度はリーガル対応の域を超え、躊ちゆう躇ちよなくステンレスのブレードや拳銃が顔を出す。

　しかし、タイトスーツの美女はやはり気に留とめない。

　身を翻ひるがえし、『長物』を振るうたびに、有象無象は薙なぎ倒たおされる。距離や間合いなどはお構いなし。ただし特別な武器ではない。『長物』それ自体はどこにでもあるものだった。

（……まさか、ルアーフィッシングの竿さおが秘密兵器に化ける日がやってくるとはねえ）

　元々、手首のスナップだけで錘おもり付つきの仕掛けを遠くへ飛ばせる釣つり竿ざおは、糸の先に複数の錘おもりを縛るだけで立派な凶器になる。飛び道具でありながらリールを巻けば弾体を回収できるため、糸が絡まるなどのトラブル用の予備を除けば装弾数を無視できるのも強い。

　とはいえ、スポーツ用の竿さおや糸では強度不足も否いなめない。そこでタイトスーツの美女達は戦車のサスペンションにも使われる特殊鋼の竿さおと、防弾ベストに採用された蜘蛛くもの糸の構造を取り込んだワイヤーを新たに調達した。錘おもりについてはストレートにタングステン鋼で決まりだ。手巻きは面倒なのでリールも少々ゴツい電動を選んでいる。

　これで世にも奇妙な『装弾数無限で銃刀法にも抵触しない夢の飛び道具』の完成。遠くへ放てば三〇メートル先の頭を正確に打ち、中距離ならフレイル系の曲線軌道を描く鈍器に早変わり。完全に錘おもりを竿さおの先まで回収した近接状態なら凶悪なヘッド付きのしなやかな鞭むちになる。

「あっ！」

「がば、ぎゃっ!?」

　様々な発明兵器が作った当人の金玉を縮めるほど大活躍した第一次世界大戦が示す通り、規格化された兵隊集団はマニュアル外の状況に弱い。初めて見る武器や戦術などは最たる混乱の素だ。それは平素ではありえないほどの損害を容易にもたらす。

　耳元に手を当て、インカムを使って美女はよそへ指示を飛ばす。

「別班、獲物は裏から逃げ出していないだろうな!?」

『こちら井いの上うえっす。そんなヘマしませんって。全ての脱出口を潰して車と自家用のヘリも押さえています。信じられます？　こいつ地下に高級外車をチェスの駒みたいに揃そろえてやがる。これだけでうちの住宅街全部買えちゃうんじゃないかなー？』

「下水道もきちんと封鎖しとけよ。セレブどもがプライドを捨てられるかは知らんが一応な」

『やってますよ、わざわざ白しろ金かね台だいまで来て二万九八〇〇円のちょう高級スーツにハイソなクソと小便の匂いをこびりつかせてね！　この鬼主任!!　女王様め！　踏んでください!!』

　時に大勢の刺客達を薙なぎ払はらい、時に屋や敷しきそのものに仕掛けられたギロチンや仕掛け矢などを転がって回避し、さらに奥へ。

　いくつかの扉がぶち抜かれ、黒服が転がり、そして遠えん投とう竿ざおを肩に担かつぐタイトスーツが目的の部屋へ踏み込んだ。

　銃刀法を完全に無視して骨こつ董とう品ひんを愛めでるガウンの老人と、傍かたわらで血を吐き散らす若い少女。

「あっ、あおお、うぐぅあっ!!」

　少女の方がグリップ内部にドライアイスか何かを詰めて極低温に冷やしたと思おぼしき火かき棒のような物品を摑つかもうとしたので、こちらについては容赦なく顔の真ん中に鉄拳を埋め込む。

「おや。意外とリアルじゃ貧相だな、【氷ひよう瀑ばく姫き】。頭もカラダも」

　カンスト組の一角たる少女はもんどりうって重たい黒こく檀たんの机を薙なぎ倒たおし、ブランデーの瓶とグラスをまとめて床にばら撒まいたが、ガウンの老人は眉一つ動かさなかった。

「何者だね」

「あるめりーなー」

　歌うようなふざけた名乗りに、老人は床に散らばった資料へ目をやる。

　メガネの美女は長物を肩に担かついだまま、

「あんた達はとにかく慎重と臆病を履き違えてる節があるから、安心材料を与えないとすぐ雲隠れしちまう。良い出来だろ、壊れた【兵へい輝き】。ちなみにどこの偽造工場で作ったと思う？」

「……、」

「それな。偽造工場自体はどこかの誰かさんが勝手に粛清しちまったが、私の読みじゃトカゲの尻尾切りだと睨にらんでる。そりゃ芋づる式に上まで引っ張られたら大問題だ。偽造ビジネスを絶対に許されないお偉方……例えば造幣所や全国銀行がそのノウハウを目鼻立ちの変わる異世界に持ち出して、【アマルガム】なんて名前を使って国家事業で手を染めていたーとかいう話が本当にあったのならな。何もブラックマネーが流通するのはこっち側だけじゃない。二つの世界をまたいだ【リアルマネートレード】だって横行してる。そんな訳で、私みたいなのはグランズニール側で流れる貨幣代わりの歯車の動きには敏感にできているんだが」

　老人は迂う闊かつに口を開かなかった。この場にはもう誰もいない。白目を剝むいて痙けい攣れんしている少女に老人の言葉は託せない。自らの発言は全て自らに責任が発生する。『ある世界』の鉄則だ。

「かしこまるなよ、半年の密偵をパーにして派手に押し入ったんだ。今日はその話じゃない」

「では何かね」

「……【召しよう喚かん狩人かりゆうど】のグルアガッハ、後は【ノーブルダンサー】のルサールカについて、ケリをつけよう。特にどこぞの生徒会長は私がベアトリーチェやぶーぶーから直接身柄を預かった。公正に裁き、そしてやり直しのチャンスを平等に与えるって約束しちまったんだ。それをあんた達が余計な横よこ槍やりを入れたせいでお巡りさんの仕事に泥を塗られた。分かるだろ？　……口ん中で入れ歯全部砕いてその辺引きずり回してやろうか、じいさん」

「何かと思えば」

　ガウンの老人は椅子から立ち上がる事さえせず、

「この国の仕組みが分からんのか。異世界で何があってもこちらの人間が裁かれる事はないよ」

「確かに、【迷めい宮きゆう】で人死にが発生しても殺人だの過失致死だのには問われない。それじゃ探たん索さくがままならないからな。今の仕組みとやらはどこまでも拝金主義で残酷だ」

　長物を担かつぐ美女はメガネ越しに片目を瞑つぶり、

「だが、それが地球にいる間の行為だとしたら？　前例もある、【リアルマネートレード】は経済犯で裁けるだろ。例えばだ。書類上の手続きを無視して私邸の監獄に女子高生を投じるのは監禁に相当するし、メールで私達を殺せと指示を出したら脅迫や殺人教唆が適用される」

「……、」

「で、だ。秘書が全部やりました、私は何も知りませんが通じるとは思っていないだろうな？」

「……分かっておらんようだな」

　もう一度、ガウンの老人が低く絞るように呟つぶやいた。銃刀法を無視した手元の革命の槍やりよりもその声にこそ鋭さが宿る。常人なら震え上がるところだが、タイトスーツの美女は鼻で笑う。本当に余裕のある悪党は饒じよう舌ぜつにならない。

「ここは『白しろ金かね台だいの最終自由領域』だ、私はこの国の仕組みで裁かれる事は絶対にない。スタンドプレーは必ず貴様を滅ぼす。女の身に生まれた事を後悔させるぞ、小娘」

「意外と小者だなあ、『会議室』。こういう場面で自分の欲を織り交ぜても炭酸が抜けるだけだ。あるいは権威を借りていただけで、実際にはそこから派生した下請けに過ぎなかったのかね」

　コキリと首を鳴らして。

　今度の今度こそ、獲物を前にした狩人かりゆうどの瞳で獰どう猛もうに笑う。

「組織のしがらみにうんざりして表向きは辞表を叩きつけた事になっている警察官や自衛官の集合があるって話は、『この界かい隈わい』では有名なはずなんだが。情報を見る権限がなかったのか」

「……、」

「なあおい。それを聞いて、まさに一番脂の載った仮想敵サーロインを目の前にして……この餓が狼ろうが一歩でも後ろに下がるとでも思っているのかよ？」

「…………………………………………………………………………………………………………。」

「おっと忘れていた。こいつはルサールカからの伝言だ、お姉様」

　最後の言葉は、老人に向けて放たれたものではなかった。

　氷のバスタブに沈められたもう一人に向けて、気軽な調子でお巡りさんはこう告げた。




「今度の今度こそ、何があっても。必ずあなたを助けますってさ」
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　そこから先は早かった。

　ガウンの老人は歴史的な血を吸ってきた革命の槍やりを手に椅子を後ろへ蹴倒すような勢いで立ち上がり、そしてタイトスーツの美女が肩から長物を静かに浮かせた。













　　　ご長寿【ロイヤルエルフ】シビュラちゃんの実況ニュース☆







　美容と健康の秘ひ訣けつ！　北の秘湯を攻めてみた




　はあはあ、もうスキャンダル系は懲り懲りなのです。やはり人の不幸など願うものではございません。今日は滅法傷ついた心と体を癒すため、湯治場で有名な北の山脈まで出向いてみました。ほのぼの系ニュースなら酷ひどい目に遭う事もないでしょう。

　実際、北の山脈には数十もの温泉があります。銀世界の中に忽こつ然ぜんと現れる秘湯は砂漠の水源にたとえてホットオアシスと呼ばれているのです。効能は様々。人間達は地下の【迷めい宮きゆう】ばかり注目していますが、北の山々も多様な鉱物資源が絡み合う複雑な組成をしていますからね。枝分かれする地下水脈がどこを通り、どう溶岩に温められるかで隣り合う温泉であっても効能は全然違ったものになるのです。湯の万能薬などと揶や揄ゆされる一方で、今の自分に合った適切な温泉を見つけるにはガイドの協力も必要でしょう。雪原で暮らす【人じん狼ろう】や【雪男】を案内役として手て懐なずける場合は生肉持参で。あと土産の品が凍っていると自分が食われる羽目になるからお気をつけくださいませ。

　さて、ぎっくり腰に効く温泉はこちらかな、と。……ババア臭いと嘆くものではございません、ご長寿【ロイヤルエルフ】の冠を舐なめないでくださいませ。

　って。

　何ですかこれは、一体何なのですかあ!?　期待の温泉がガッチガチに凍り付いているではないですか！　あっ、折悪くこれは派手に吹雪ふぶく空模様……。このまま熱源反応なしの銀世界に取り残されたらボッチな私の運命はどうなるのですかあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?













　　　第三章　シューティングライド！







　　　　　１




　探偵事務所と言えばやっぱり新しん宿じゆくだ。飲み屋街、テレビスタジオ前、都庁側などで人のカラーは大きく変わるが、表社会から裏社会まで、これほど多くの情報が無造作に出入りする街は他にない。今日はどこのレストランで時間を潰そうか。その選択だけで各業界の人間達がついうっかりこぼした愚痴や裏話がいくらでも手に入る。

　街のあちこちに浸透するには、街の人間になってしまうのが手っ取り早い。そんなこんなでその探偵事務所はうらぶれた雑居ビルの一室を借りていた。はっきり言って公園の便所の一歩手前といった黄ばみ具合だが、こんなのでも県境をまたげばファミリー向けのマンションが借りられてしまうというのだから首しゆ都と東とう京きようは狂っている。

　エアコンがほとんど死にかけ、何世代前か数えるのも億おつ劫くうになるパソコンの並ぶオフィスでは、タイトスーツにメガネの美女が若い男と向かい合っていた。それぞれ手にしたクリップボードで挟んだ項目を赤のボールペンでチェックしながら、何かを読み上げている。

「朝あさ村むら玲れい奈な。年齢二四歳、性別女性。京きよう都と出しゆつ身しんで一八歳から二二歳までは海外留学。医療心理学専攻のカウンセラーでメガネと白衣とタイトスカートの似合う欲求不満のお姉さん、と」

「なあ井いの上うえ、私はこれからＶ一二気筒のターボ積んだ真っ赤なイタリア車を乗り回す事になるのか？　ちょっと趣味が男っぽすぎないかな」

「だーいじょうぶですって。標的の野郎も車趣味ですから。こだわりを分かってくれると思い込んだらコロッといくもんです」

「でもソルティドッグは男らし過ぎるなあ。せめてこうドライマティーニくらいで……」

「ぷっ。一人で酒場に出かけていきなりマティーニ頼む女もその時点で相当……痛たたたたたたたたたたたたたっ!?　だっダメですからねっ、向こうでこんな風に動揺しちゃあ!!」

　縦にしたクリップボードで頭をギコギコするタイトスーツの美女の下へ、若い新入りがコーヒーと動物クッキーを運んできた。豆は自分で選んで焼き菓子もオーブンで作ったようだ。

　長い茶色の髪の女子高生。向こうではグルアガッハなどと呼ばれている少女である。

「お疲れ様です」

「……いやあ華やぎますねえやっぱり年若い女性がいると。今までうちはずーっと女っ気ってものがありませんでしたから、っだばはっ!?　何ですか主任蹴らないでくださいよ!!」

　膨ふくれっ面つらで美しいおみ脚をお見舞いしたタイトスーツの美女が両手でマグカップを包み込む。猫舌なのか一口含む前に何度もふーふーと息をかけ、舌を小さく出して温度を確かめていた。

「放っておくと井いの上うえが全部食べちゃうから、自分の分確保しておいた方が良いぞ」

「いえ、私はもうナンスカグラムに載せましたから、特には」

　ピシィッ！　とキャリアウーマンの動きが猫舌確かめモードのまま固まった。

「なんす、何だって？　イマドキの高校生はこんなのまでカワイイアピールに使うのか!?」

「えと？」

　きょとんとされてしまった。

　わなわな震えるタイトスーツの美女が、教えてもらったハンドルやＩＤを参考にサイト内個人ページに飛んでみると、なんか数字の桁が違った。軽めの放送局くらいの発信力がある。

「やっやだ……。手作り動物クッキーの写真で『イイヨ！』が一〇〇万件越えてる……！　これが世界に繫つながるいんたーねっと!?」

「ああ、お料理レシピとかペットの躾しつけ方は根強いっすよね。あと英文併記しておくだけでキャパが全く変わるし。てか、ナンスカやってるからってすぐ自撮りに走るヤツとか信じられませんよ自意識過剰丸出しだし俺達はおめーのフッツーな顔とかどうでも良いからライフスタイル眺めて参考にしたいだけだってのド素人しろうとがアイドル気取りかよブハッぶはは……あっ熱いっあつあつマグカップの底はちょおデコが焼け主任そこ置けませんって熱づうううっ!?」

　胸元の白いリボンを隠すようにお盆を抱えたブレザー少女は小さく首を傾かしげて、

「あの、そちらは一体何をなさっているんですか」

「ん、台本眺めて役作り。私達は普通の警察じゃできないような捜査活動を行う事で突破口を見み出いだす秘匿部署だから。囮おとり捜そう査さなんてのはその入り口だよ。ある組織が潰れれば別の組織が盛り上がる訳で、この手の仕事に終わりは見えないんだ」

　小首を傾かしげる少女にかつての【教団】の面影はないが、信仰自体を失った訳ではないのだろう。今も制服の胸元には小さな十字架が忍ばせてある。この辺りは大病院お抱えの宗教相談者との長話が功を奏したようだった。こちらとしては、折り合いさえつけられれば後は自由だ。

　タイトスーツの美女はコーヒーを一口、それから傍かたわらのシュガーポットに手を伸ばし、

「とはいえ面倒なんだよね。こう、もうちょっとやりやすい役持ってこれなかったのか井いの上うえ！　こういうオトナの女性っていうか女教師とか秘書さんとかが苦手なの知ってるだろ!!」

「あー、主任は異世界で俺が化けてるフルドラちゃんより女子力ないですしね。失敬失敬」

「……、」

「やっ、やめてくださいよう黙るの。へっへへ」

　睨にらむ蛇と睨にらまれるカエルの横から、興味深そうに少女はクリップボードの項目を眺めていく。

「ここ、輸入家具にこだわっている方がセレブっぽく見えません？」

「え？　ま、まあ、ネット通販の履歴をちょちょいといじれば簡単に捏ねつ造ぞうできるけど」

「後はここも、下着はオーダーメイドしか着用しない、とか。相手はプロフィールを眺めるだけでセクシャルな匂いを感じるので、その、ええと、殿方から注目されやすいのかなと……」

「そ、そういやそうかな。どれどれ」

　慌てて赤ペンを摑つかんでクリップボードに向かい直る先輩方。ちょっと放っておかれた少女は少しでも周りの役に立とうと情報を反はん芻すうするあまり、歌でも口ずさむように呟つぶやいていた。

　そう、ブレザー少女は名門校の高たか嶺ねの花、オンリーワンの生徒会長サマなのだ。




「……来なさい坊や。お姉さんが優しぃく夜のお勉強を見てアゲル」




　井いの上うえがド派手にコーヒーを噴いて鼻の辺りを片手で押さえ付けるまではまあ許す。だが思わず前まえ屈かがみになった部下を椅子ごと蹴倒しつつ、タイトスカートの美女は遠い目になった。

　はあー、今日も吞のみに行こうかな。
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「ぶー」

　ある日、ぶーぶーは立ち止まってその威容を見上げていた。

「……ぶーぶーのお家うちがレンガ造りになってる」

　不思議に思って小首を傾かしげるが、元々、目が覚めたら身に覚えのない家財道具が増えていても気にせずに使い始めるぶーぶーだ。それ以上の拘こう泥でいはしないで中に入ってみる。

　相変わらず平屋造りで大きな空間が一つあるだけだが、傍かたわらに小屋が一つ増えていた。外から回り込まないと入れない雑な造りなのだが、こっちも調べてみる。

　扉を開けた途端、もくもくと蒸気が溢あふれた。分厚い壁のように迫る女の子特有の甘ったるい匂い。そして裸に南国風の大きな葉っぱ【オバケ弁当包み】を胸と腰回りに巻いただけの南国風ワイルドビキニこと【ストリオーナ】が長椅子に座ってのんびりくつろいでいた。長椅子はぶーぶーサイズで人から見れば壁のように高いはずだったが、気にせず飛び乗ったらしい。お行儀悪く、片足だけあぐらのように長椅子の上で折り曲げている。血行が良いのかミルク色の肌が内側からほんのり赤く色づいていた。

「おっとぶーぶーよ。入るならノックくらいせんか」

「【ストリオーナ】、どこから説明するか今からちゃんと考えておいて」

「む」

　頭に葉っぱのタオルを巻いた妖よう精せい達たちの女王はわずかに眉を動かすと、

「よろしい。我々【妖よう精せい】はサウナの際には薬効成分を持つ葉で体をくるんでから閉じこもるのが……」

「ぶーぶーな、多分スタートはそこじゃないと思う」

　珍しく【イベリコオーク】がツッコミ側に回る光景だった。妖よう精せい達たちの女王は危なっかしい動きで足を組み直してから鼻で息を吐いて、

「前に【妖よう精せい】どもがぶーぶーの家を建て直しただろう。葉っぱから丸太の家に。あれで前例ができてな。あーそこやっちゃって良いんだー、って感じで今回もグレードアップした。許せ」

「そういう事なの」

「で、わしは眷けん属ぞくどもを束ねる女王故、助言を求められた。ぶーぶーが喜ぶ新機能に心当たりはと。それで、ええと、つまり、ぶーぶーそっちのけで思い切り自分の趣味に走った。許せ」

「そういう事なの」

　漢おとこの中の漢おとこぶーぶーは勝手にパソコンのＯＳを丸ごと交換されるような非常事態に直面しても動じない。そもそも周りの都合で【妖よう精せい】の働きは調整できないため、徹底して受け入れるか否いなかを最初に決めておくくらいしかやれる事もない。

「ぷきー。でも【ストリオーナ】はどうしてこんな石窯の中でお料理されているの？　誰かにイタズラしてお仕置きされているのか？　だったらぶーぶーも一緒に謝りに行く」

「違うわばかもん。これはこういう健康法、もっと言えばお風呂なのだ」

「……やっぱりみんなどうかしている。どうして自分からお鼻湿らせて頭ポカポカになってバカになりたがっているのか」

「ぶーぶー……？」

　低い声を出す【ストリオーナ】の両目が妖しげな光を発したが、ぶーぶー危うきに近寄らず。サウナには入ろうとしない。

　しばらく扉を開けたまま蒸むし風呂に籠っていた妖よう精せい達たちの女王は表に出ると、外壁沿いにある水の入った大きな樽たるの縁を（どうやって結んでいるんだかも怪しい葉っぱビキニのまま）またぎ、細い脚の先から身を投じていく。いわゆるドラム缶風呂スタイルである。

「あっ、ぶーぶーの大事な今日の飲み水が！」

「ばかもん、飲料水は家屋の中に置いてある。これはわしが自分で用意した水風呂だ。まあむらむらが爆発し過ぎて夜中にこっそり舐なめたとしても大目に見てやるがな、はっは！」

「ぶー、いくら【ストリオーナ】のイタズラでもせっかく汲くんだお水を捨てちゃうのはもったいないから、後で畑に撒まいとこ」

　ぞなー!?　と表の畑からエロ人にん参じんの抗議の声が飛んできたが、きちんと家主に届いて怒ど涛とうのストリ汁じるを回避できるか否いなかは未知数だ。ぶーぶーの家なのに明らかにぶーぶーには使えない【ストリオーナ】ジャストサイズの樽たるで、小さな少女は全身を弛し緩かんさせながら、

「ふいー……。わしら【妖よう精せい】は血の中に毒素を溜ためる。なので血の巡りを調整するのはとても大切な事なんだよ、ぶーぶー」

「そういうものなの？」

「ああ。だから極端にキレたりすると血の巡りに影響して毒素が暴走したりな。わしら【妖よう精せい】が困った時の相談場所にサウナを選ぶのもそのためだ。……過去にもキレたキレなかったで美しい湖を一つ吹っ飛ばしてのう。【母ぼ胎たいの甕かめ】などと呼ばれていた聖地が猛毒の沼地に変貌した。人間達の作るクリームソーダのように汚染は表、中層のみで最深層は何とか無事とはいえ、いやー流石に悪い事をしたとヘコんだものよ」

　この辺りはやはり腐っても魂を持つ逆説、【ブレイクニュース】の一角。ちょっとした小話でも伝説級の被害がチラチラ見えてしまうのだった。
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「へえ、それじゃ結局、グルアガッハはアルメリナのトコで預かるようになったの？」

　宿屋街。そう呼ばれるからには無数に存在する宿泊施設の一室。簡素なベッドとサイドテーブルが一つしかない木目調の部屋で、カーテンを閉めた窓枠に腰掛ける【剣つるぎ聖せい女じよ】は南国風の観葉植物の大きな葉を指先で摘まんでいた。普通より香りが強いのは、鉢植え自体が土ではなく青っぽいゼリーのようなもので満たされているからだろう。アロマ成分が植物の根や幹を伝って細かい水分と一緒に葉から滲にじみ出でてくる訳だ。

　対するアルメリナはうつ伏せでベッドに寝転がり、下着以外の装備を解除して、フィリニオンの手で腰の辺りにタオルをかけてもらいながら、

「ああ、保護観察も込みで。まだまだお茶汲みと資料整理くらいしか任せられないけどさ。大体、事件の首謀者っつっても心しん神しん耗こう弱じやく状態の未成年だろ？　寄ってたかって啄ついばむこたないさ。井いの上うえとかが仕事も忘れてデレデレしてんのは腹立つがな。……くそ、それにしたって新兵器も善よし悪あしだ。普段使わない筋肉使うといつまでも違和感が残る……」

　フィリニオンはそんなアルメリナの背中を見ながら【調合】で作ったハーブ系オイルのボトルを取り出して、

「なるほど、それでこんなに背中もガチガチになって……」

「あァ？　どうせ私は女っ気がありませんよ！」

「はいはいお巡りさん。だからその活躍に免じて揉もみほぐしてあげるんでしょう。そおーれ」

　適当に聞き流しながら【白しろ魔ま女じよ】がボトルを傾けて無防備な背中にオイルを垂らした直後、

「ひああっ!?」

「くすくす。あら、意外とあるじゃないですか。女らしさ」

「わざとかよ！　オイルは掌てのひらで温めてから垂らせって!!　ひゃんっ」

　抗議の声を潰すように、フィリニオンはアルメリナの背中に垂らしたオイルへ掌てのひらを押し付ける。まずは肩けん甲こう骨こつのラインに沿って、薄く広げていくように。

「掌てのひらで温める？　こんな感じでしょうか」

「後で覚えてろよお前……っ」

　あちこち小刻みに跳ねつつ、顔を真っ赤にしたアルメリナの恨み節を聞きながら、フィリニオンはのほほんと語る。

「何しろ『大人達』はツェリカを逃がして面子めんつ丸潰れでしたからね。体面を守るためには、誰かを槍やり玉だまに挙げなければならなかったのは分かりますけど」

「ふう、ふう。うっく！　で、大人のプライドを守るためにボロボロになった子供を小突き回すのか？　逆効果だよ、オーダーメイドのスーツを纏まとってファスナー全開って感じだな」

　それよりも、とアルメリナは区切って、うつ伏せのまま人差し指を立てた。空間中に細い鎖とシャボンでできた四角い枠を表示し、

「……問題なのはこれだ。白しろ金かね台だいの豪邸で一暴れした時に出てきた。『会議室』と【賢者】に繫つながりが見えそうな資料。断片だけどな」

「【賢者】……」

【魔法】に深く広く精通し、ぶーぶー達の集落を粛清した疑惑があり、少し触れれば立て続けに【スカルウェーブ】や【氷ひよう瀑ばく姫き】ヴィルデフラウなどの刺客が襲いかかってくる始末。相手が個人か団体かは相変わらず見えないが、もうふわふわした伝説の存在ではない。実際に死の指先がベアトリーチェ達の喉元まで迫っている。

「資料を見る限り、【賢者】から直接命令が飛んだってより、『会議室』側が取り入るために気を利かせたって感じなんだが」

「……彼らの常じよう套とう句くっぽい、とも考えられますよね。自分の口から言うと困る案件を周りが汲み取るというか、何というか……」

「もちろん確証はない。で、ベアトリーチェ。ここからどうする？　正直、地球じゃやれる事は少ない。【賢者】の正体も隠れ家も不明。でもこっちなら違う。変なしがらみもないし、島全体は歩いて三日で一周。やろうと思えば虱しらみ潰つぶしで【賢者】の足取りを追えるかもしれない」

　ただしもちろん、勇み足で誤爆の可能性もある。本当に『会議室』側の独走で【賢者】は一切関わっていなかった場合、あらぬ誤解をぶつけて本物の怒りを買う羽目になるだろう。それが世界中に根を張る【賢者】級のＶＩＰの場合、冗談抜きで人生に暗い影が差す。

　ベッドの上でフィリニオンの両手が腰回りにまで下がる。されるがまま、うつ伏せのアルメリナはこう言っていた。もちろん確証はないと。【剣つるぎ聖せい女じよ】はしばし考え、そして口を開く。

「……アルメリナ、資料はそなたが預かって。私の管理用スマホは魔ま法ほう離り殿でん側がわからモニタされる恐れがあるから、コピーしない方が良い。色いろ花かにも余計なもの見せて迷惑かけたくないし」

「具体的な守りを固めるって事は、本気でやるんだな？　相手はあの【賢者】だぞ」

　そう、世界に【魔法】と異世界の存在を提唱し、それまでの歴史を一変させた、ダヴィンチやアインシュタイン級の存在。そして【スカルウェーブ】のような生命倫理の箍たがを軽々と外す腕の持ち主。実力、権力、共に本物。遊びでつつける相手ではない。

　だがベアトリーチェはもう俯うつむかなかった。

「どっちみち、こちらからも聞きたい事は山ほどある。【イベリコオーク】集落襲撃に、ぶーぶーが預かっている巨大な【兵へい輝き】。……それに、いつ来るか分からない襲撃に脅おびえ続けるのだって性に合わない。脅威の度合を測るためにも、今は藪やぶに突っ込んでみるべきだよ」

「にゃるほど。あんたと連絡先を交換して良かった。でもって牛は？　続きを聞く覚悟あるか」

「……もー世間的には私一人がノーと言っても三バカ一ひと括くくりで扱われる気がするんですよね。だってそうでもなきゃ【スカルウェーブ】も【氷ひよう瀑ばく姫き】も私個人が襲われる理由ないですもん！　しら切っても普通に襲われるんなら自衛するしかないじゃないですかうわあーん!!」

　頭を抱えようとして指先にオイルが絡み付いたままだと気づいて多段式の絶叫を上げる【白しろ魔ま女じよ】だったが、なんだかんだで一ミリもベッドから尻は浮いていない。いや、ドアの方をちらりと見る事さえ。良い仲間を持ったと、ベアトリーチェは素直に思った。

「じゃあこっちが、問題の『続き』だ。……んっく！」

「あら失礼。わきわき」

「腋わきは良いって飛ばしてくれてもっ、ひっ……、あっひゃっひゃっひゃっ!?」

　立ち直りの早いフィリニオンの指が腋わきの辺りに移動して、うつ伏せで背中を任せるアルメリナがバタバタ両足を振り回した。彼女は身み悶もだえしつつも何とかして他に新しい枠を一つ追加する。そちらも豪邸捜査で入手した資料の一つだ。

「はあ、ふう。さっき『会議室』は【賢者】に取り入ろうとしてた、って言ったよな。つまりあのレベルのご老人でも、おいそれと謁見できるもんじゃないらしい。……ただ、老人達も面白くないとは思ってたようで、【賢者】について表から裏から素性を洗っていたようなんだ」

「か、かえって怒りを買いそうですけど」

「話し相手の裏を探るなんて、外交関係じゃ案外普通にやってるけどな。カンパニーの仕事の半分以上は世界各地の新聞やネットニュースの切り貼り蒐しゆう集しゆうって話を知らねえのか？」

「で？」

　窓辺の【剣つるぎ聖せい女じよ】が先を促すと、うつ伏せのアルメリナも本題に戻った。

「すまんすまん。ま、出し惜しみしたくなるくらいの爆弾が見つかったって訳だ。ここ読んでみろ。【賢者】のグランズニール内での拠点に関する報告ってトコ」

「……、ちょっと待って。これって!?」

「な？　流石にこんなトコに隠れていたら、三日で一周できるグランズニールで活動してたって見つかる訳もない。だろ？」

　フィリニオンの指先ですっかりしなやかさを取り戻したアルメリナは片目を瞑つぶって、




「【賢者】は不規則に変化する【迷めい宮きゆう】の法則を割り出し、さらに逆手に取って自分好みの生活スペースやラボを組み上げた恐れあり、だとさ。確かに一歩でも二歩でも先に進んでやがるぜ、くそったれが」
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　今度の相手は【迷めい宮きゆう】の一部を人為改造して自らの拠点を築くほどの腕を持つ【賢者】。不幸中の幸いだったのは、ベアトリーチェ達もまたその【迷めい宮きゆう】に精通していた事か。

「アルメリナ、地図を」

「あいよ。マッピングマニアのお姉さんに感謝しな」

「……それじゃ過去六回、内部構造が変化した時の地図を重ねるよ。一本柱が通ったように変化のないエリアがあったら、そこが臭い」

　果たして、それはすぐに判明した。何も前人未到の最さい奥おうではない。むしろ、

「【迷めい宮きゆう】の、出入口!?　そ、そりゃあ、確かにここの位置だけはスタート地点なんだから絶対に変わらないし、それが当たり前と思ってきたから違和感も覚えようがないですけど」

「【賢者】としても、【ギミック】やら【トラップ】やらが満載の死の迷路を毎度奥深くまで踏破するのは疲れるんでしょ。そう考えると出入口近くは確かに穴場の物件よね」

　そして当然、奥を目指す挑戦者達は出入口でまごまごしない。最初の一歩で素通りだ。誰もが意識を暗闇の向こうに集中するからこそ、目の前の秘密が視界に入らない。奥深くから戻る時だって、地上の光に希望を抱いているから、出入口近辺にいつまでも留まる者はいない。

「……やられた」

　これは机上の空論ではない。何しろベアトリーチェ達はカンスト組なのだ。レベル99に達してからが本番などと嘯うそぶくくらいには何度も【迷めい宮きゆう】に挑み、出入口を幾度も行き来して、しかし今日まで違和感に気づく事さえなかった。ひょっとしたら彼女達の足が少しずつ床を削っていったかもしれないほど繰り返したのに、だ。【賢者】のやり方は完璧と言わざるを得ない。

　常に寄り添っているのに、誰も気づかない。

　何となく、それが【賢者】の本質を突いているようにベアトリーチェには思えた。【魔法】、【ピース】、技術革新、グランズニール……。電気や電波と同じく、多かれ少なかれ【賢者】の影響を受けていない人間を捜す方が難しいくらいなのに、誰も発信源の素顔も本名も知らない。そして、【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちは【賢者】が伝説の中の存在ではなく、実際に拠点を作ってこそこそ活動を続ける、実体ある存在だと摑つかみ始はじめていた。つまりヤツまたはヤツらは今の今まで七〇億人の隣に立ち、一方的にくすくす笑い続けてきた訳だ。金や技術に翻弄される人々の阿あ鼻び叫きよう喚かんをひっそりと眺め、世界の戦争を優雅に観戦しながら。

「ベアトリーチェ。ぶーぶーさんはどうしましょう」

　と、フィリニオンはそんな風に言ってきた。

「【賢者】が集落襲撃に関わるなら、彼にも知らせるべきかもしれません。でも、それは同時に辛い思い出を掘り起こしてしまうかも。悩みどころではあると思うのですが……」

「ああ」

【白しろ魔ま女じよ】の懸け念ねんも分かる。集落襲撃、【スカルウェーブ】、【氷ひよう瀑ばく姫き】。【賢者】がちらつく案件はどれも闇が深い。ぶーぶーのように純粋な魂の持ち主には身を冒す猛毒になりかねない。

　同じく、集落襲撃に関わった【エルキアド】という不良軍人の【ギルド】を思い出す。あの時ぶーぶーは辛い真実を突き付けられて天を貫くほどに泣なき喚わめき、そしてベアトリーチェもまたあまりの怒りに我を失った。

　集落襲撃に繫つながるなら、【賢者】は【エルキアド】の同類だ。いいやそれ以上に邪じや悪あくかもしれない。すでにその片へん鱗りんはあちこちで見えている。少なくとも無実はありえない。

　ぶーぶーの目で、指で、その漆黒に触れさせるのか。

　否か。

「……逆に考えてみる事にしたよ」

「？」

「私だったら絶対に嫌だ。何の相談もなしにそこまでの邪じや悪あくへ、ぶーぶーが気を遣って一人で勝手に挑むのなんて。想像するだけで指先がぞわぞわする。だから、自分が嫌だと感じる事はぶーぶーには押し付けられない。それが痛みを伴う選択だとしても」

　フィリニオンもアルメリナも、わずかに柔らかく目を細めただけだった。

「ぶーぶーには私から説明する。フィリニオン、【賢者】相手に穏便に話が進まなかった場合に備えて回復薬は多めに用意しておいて。アルメリナは【迷めい宮きゆう】探たん索さく準じゆん備び。【賢者】の拠点は出入口近くだと思うけど、しくじって『奥』に逃げ込んだケースの生存率を上げておきたいの」

「はいよ」

「あと二人とも、ぶーぶーが一緒の場合は食べ物も多めに必要だから、干し肉でもドライフルーツでもとにかくかき集めておいてね」

「うげえ！　最後のが一番の難題じゃないですかあ!?」

「金庫番に私の名前を出して、ストックしてある歯車を持ち出しても構わないから」

「アホ。私達にとっても生き死にに関わる案件だ。人の金に自分の命を預けられるかよ」

　そうして三人は宿を出る。

　いよいよ【賢者】の謎に迫る段取りができていく。
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【迷めい宮きゆう】。

　グランズニールの地下深くに根を張る広大な空間。明らかに島より大きく、海底洞窟と連結しているとも、【ゲート】と同じく途中から時空間を越えて別の座標や世界を旅しているとも、その全容は国を越えるとも、大陸に勝るとも、様々な学説珍説が囁ささやかれている謎めいた場所。

　しかし、その入り口は意外なほどに質素だ。森の中のちょっとした開けた黒土の丘の側面に、丸太を組んで適当に補強した炭鉱の出入口のようなものがあるだけ。仰々しい神殿や許可なき者の侵入を禁じる鉄門などは全くない。最低限のかがり火さえないので、夜出発すると出入口の場所が分からずにしばらく森で迷う事さえあるくらいだ。

（……そういえば、【イベリコオーク】の集落は【迷めい宮きゆう】の近くにあって、人が入るのを快く思っていなかったんだっけ。門番のように振る舞う彼らに、【魔法】や【ピース】を求めた【エルキアド】が蛮行に出た……）

　しかし一方で、【イベリコオーク】達はこの出入口自体を壊して埋めたりはしていない。ぶーぶーほどの膂りよ力りよくの持ち主が集団で生活していれば、それくらい造作もなかっただろうに。

　そもそも、【エルキアド】のリーダーが語る大義名分も、今となってはどこまで真実なのやら。実際に集落を襲ったメンバーさえ本当の動機は理解していないような口振りでもあった。

　それも全て、【賢者】に直接会えば分かる。おそらく彼または彼女は【エルキアド】とは違う視点を持ち、そして蛮行に加担している。

「フィリニオン、アルメリナ」

　ベアトリーチェは共に挑む仲間達に声を掛ける。

「……そしてぶーぶーも。そろそろ中に入ろうか」

「ん」

（主にいざという時の食糧をしこたま担かついだ）ぶーぶーが頷うなずくのを確認してから、【剣つるぎ聖せい女じよ】達たちは実際に出入口を潜くぐる。四メートル弱のぶーぶーでも、頭をぶつける事はなかった。

　内部は石造りの短い直線と、その先に下へ続く大階段。左右の壁には等間隔で明かり。火を使った壁掛けランプとは違い、無数の蛍の光が集まったような、熱のない粒子の塊だった。

　もう何度目になるか、ベアトリーチェにも分からない場所。そしておそらく立ち止まったのは最初の一回だけ。出入口付近には【ギミック】も【トラップ】もない、と分かってからはひたすら素通りを続けてきたエリア。

「……でも気づくべきだったんだ」

「？」

「出入口に鍵付きの扉がある訳じゃない。なのに【迷めい宮きゆう】を徘はい徊かいするカラクリ細工の【ギミック】は一度も外に出てこない。まるで見えない力に阻はばまれているように。なら、ひょっとしたら……秘密は最さい奥おうじゃなくて、一番手前にあるんじゃないかって」

　怪しいのは短い直線と下りの大階段だ。ベアトリーチェ達は手分けして壁や床を目で見て指で触り確かめていく。途中、いつも通り奥へ向かう何組かの【パーティ】とすれ違い、怪け訝げんな顔をされたが、今は拘こう泥でいしていられない。

「ぶー。ベアトリーチェ、ここ見て。くんくん」

　そして、小さな違和感に気づいたのは意外にもぶーぶーだった。

　彼は壁の一部をペタペタ触りながら、

「ここ、ちょっとおかしい。もやもやする。なんていうか、お利口さんの匂いがする。古い紙の匂いっていうか」

「ちょっと待ってくださいねー」

　素材の【調合】か、前段階の【鑑定】に使う道具なのか……【白しろ魔ま女じよ】が何種類かの粉末を絵筆のような道具で壁に塗ってみると、その違和感は視覚化された。

　犯行現場に残る指紋のように浮かび上がったのは、寄り添うような縦長の長方形が二つ。

「……まるで両開きのドア板だな」

「アルメリナ、物理演算でミクロな鍵開けとかできたよね。こいつについては？」

「んっ……。こりゃ鍵穴がないから無理だ。金かな細ざい工くっていうより【魔法】の産物だよ。【ピース】作るのと一緒だ。複数の【属ぞく性せい】をカクテルっぽく混ぜて、ＤＮＡの配列みたいに何億何兆通りもある中から正解の比率を当てないと反応しない」

「と、いうか……もしもしベアトリーチェ。壁の扉だけじゃなくて足元にもご用心。ひいい」

「？」

　言われて、何気なく目線を落としたベアトリーチェはそこで凍り付くかと思った。

　壁の隠し扉を浮かび上がらせるために使った【白しろ魔ま女じよ】の粉末がいくらか床にも落ちていた。そして反応がある。こんな入口にあってはならない、極悪極まる即死系【トラップ】の反応が。

　まだ作動していないが、すでに全員が踏んでいる。いや、足の踏み場もないと言った方が正しい。この執しつ拗ようさだと、床だけでなく壁や天井までくまなくと思った方が良いかもしれない。

（……一面びっしりトラバサミの極悪版か。何が出入り口近辺には【ギミック】も【トラップ】もないと分かってからは素通りだ、私の馬鹿!!）

　仕掛けた張本人より、ここまでやられて気づかなかった自分が憎らしい。これではまるでびっしり牙の生えた巨大な猛獣の口へ毎度無警戒で飛び込んでいたようなものだ。それも自分の命を危険にさらすだけでなく、吞のん気きに仲間まで誘って。たった一度でもこの『大顎』が閉じていたら……。想像するだけで身の毛もよだつ話だった。

　一般的に【トラップ】は床を踏んだり、スイッチやワイヤーに反応したり、パズルのような仕掛けで失敗したりすると、連動で動き出す。

　すでに地雷を踏んだ状態のベアトリーチェ達だが、まだ死の口は閉じていない。毎日世界中の人間が行き交っているのに、咀そ嚼しやくされた例は一度も聞いた事がない。

　だとすれば、発動条件は一つに決まっている。

「……ちょっと、この扉は触らない方が良いんじゃないか？　ミスって何百何千あるか分かんない人ひと喰くい罠わなに貪り食われるのはごめんだぞ」

「や、やっぱり、そう簡単にはいかないって事なんですかねえ。まずは【賢者】の使う鍵を見つけないとっていうか……」

「後ろに下がるのは良いとして、打開するチャンスはある？　宿屋街で聞き込みしたって【賢者】のマスターキーに関する情報を仕入れられるとは思えないけど」

　それに、と【剣つるぎ聖せい女じよ】は付け足す。

「この大量の【トラップ】だって捨て置けない。というか、これを見た後にいつもと同じように【迷めい宮きゆう】探たん索さくなんてできると思う？」

　そして、こうしている間にも世界は変わる。グランズニールから持ち帰った【ピース】によって、次々に技術革新が連発される形で。

　えげつない真実が露あらわになっても、自分達だけ取り残される訳にはいかないのだ。遅れれば遅れるだけ、無秩序なブレイクスルーによって世界は醜悪に歪ゆがんでいく。

　さらに言えば、特に【氷ひよう瀑ばく姫き】や【ノーブルダンサー】の件で本当に【賢者】の意志が介在しているなら、時間経過はリスクしか生まない。あのレベルの刺客を次々と送り込まれたら、流石にベアトリーチェ達も安穏とはしていられないのだ。

「……安全を得るためなら下がるべきだと思う。でも、下がっても事態が好転する目途がつかない、むしろリスクが膨らむだけ、なんて話だとしたら、かえって様子見は危ないと思う」

「でもベアトリーチェ、この【トラップ】の量が見えないって訳じゃないだろ!?」

「それはそうだけど……例えば、一つずつ解除していくとか。【トラップ】の位置は固定なんだから、いっそ宿屋街で触れ回って大勢の注目を集めて人手を借りられたら、大量の【トラップ】だって短時間で解除できるかもしれないし……」

　言葉を並べているベアトリーチェ自身、強行突破ありきで自分が現実的なアイデアを並べられていない自覚はあるのだろう。どこか歯切れが悪い。

　と、その時だった。




　ピッ。




「「「ッッッ!!!???」」」

　壁から聞こえたのは小さな電子音めいた何か。だが泣く子も黙るカンスト組が三人揃そろって飛び上がった。スマホの着信音より些さ細さいな音であったとしても、状況が状況だ。ベアトリーチェ達の心臓に衝撃を与えるには十分過ぎた。

　が、予想に反して大量の【トラップ】は一斉起動しない。それどころか、首を傾かしげたぶーぶーがこんな風に言った。

「見て。壁の扉が開いていく」

「ちょ、でも何で……!?　マスターキーなんてどこにもないってのに！」

　外から開ける方法に心当たりはない。だとすると、

「ぶーぶー、構えて！　ひょっとしたら奥から【賢者】本人が出てくるかも……!!」

　ベアトリーチェも腰の鞘さやから勢い良くレイピアを抜き払ったが、そこで動きがぴたりと止まった。視線がぶーぶーの持つ、丸太か鉄骨と見紛う巨大な【兵へい輝き】に吸い寄せられる。

　そう、【イベリコオーク】の魂をデータ化して大量に封じたその得物は、どこで手に入れたものだったか。集落襲撃に【賢者】本人が絡んでおり、【スカルウェーブ】が回収を目もく論ろんだ武器。だとすると、やはり【賢者】の息がかかっている可能性は捨てきれない。

「まさか……ぶーぶーの【兵へい輝き】に反応して……？」

　当のぶーぶーは首を傾かしげるばかりだ。

「どういう事？　ぶーぶーは人間達の使う【魔法】はあんまりピンと来ない」

「それより何にせよ大ピンチですよ！　中に【賢者】がいたらかち合う事間違いなしです!!」

「早いか遅いかの違いだ。構えろベアトリーチェ、ぶーぶーも!!」

　巧妙に隠された、両開きの扉がゆっくりと開け放たれていく。

　その先に待っていたのは……。
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「な、あ……？」

　ベアトリーチェは思わず目を白黒させていた。

　そこはあまりに広く、そして天井もずば抜けて高い。無秩序に変化を繰り返す【迷めい宮きゆう】では球場や劇場の二倍三倍もある大部屋も珍しくないが、ここはまだ出入口の階層で、最初の下り階段も降りていない。横の広がりはともかく縦の広がり、高さを得るのは不可能なのに……。

（まさか、【迷めい宮きゆう】の中では時空間が歪ゆがんでいるとか、そんな奇説珍説が本当に？）

　途方もない空間は、一面が本棚の海だった。ベアトリーチェ達が立つ一階部分はもちろん、見上げればきりがないほど高い天井に向けて、何層もの空中回廊が並んでいる。全て調べた訳ではないが、そちらにも大量の本棚が見えた。まるで合わせ鏡でも覗のぞき込こんでいるようだった。

「一面、全部が……巨大な図書館になっているんですかね、これ……？」

　フィリニオンはごくりと喉を鳴らして辺りを見回し、それからハッと我に返って良く磨かれた大理石の床に例の粉末を垂らした。

「は、反応なし。じっくり検査した訳じゃないですが、辺りに【トラップ】はなさそうです」

「そりゃ土と佐さ犬いぬを家の前に置いておけば空き巣は寄りつかないだろうが、家の中で放し飼いにしたいと思うヤツはいないだろうからな。自分が食われる」

　もちろん【賢者】への警戒は怠らないが、何しろこの広さと高さ。まるでこの図書館自体が新たな【迷めい宮きゆう】として振る舞っているのでは、とさえ思える。狭苦しい小部屋で卑屈に背中を丸めているものだとばかり思っていたベアトリーチェにとって、完全に予想外の展開だった。

「……まいったな。本の海で遭難しちゃうかも」

「ぶー。やっぱり食べ物をいっぱい持ってきておいて良かった。でも本のある場所で食べちゃっても良いのか、ぶーぶーはそれが心配」

　そんなぶーぶーに笑いかけながら、ベアトリーチェは傍かたわらの本棚に目をやった。

「何してんのベアトリーチェ？」

「【賢者】の癖を読み解きたくて……。個人か集団かも分からないけど、【賢者】は私達の裏をかいて、しかも利便性も満たすために、わざわざ出入口近くにラボを用意した。……同じかもしれない。広大な図書館に圧倒されて闇雲に奥へ進むのは間違っているかも」

「確かに、お部屋の中でも頻繁に使うものは手の届く場所に自然と集まるものですしねえ。テレビのリモコンとか、スマホの充電器とか、しょっちゅう読み返すマンガとか……」

「……そこで宝石とか化粧品とか出ない辺り、あんたの女子力もよそ行き専門か……」

「りっ、リアルじゃ巫女みこさんなんだから仕方がないでしょう!?」

「まあまあ、ひとまず汚お部べ屋やガール牛メガネはちょっと脇に置いておいて」

「汚お部べ屋やじゃねえわ!!　ちゃんとババ様が奇麗にお掃除してくれていますうっ!!」

　だからその歳で部屋を掃除されるのに一切抵抗を持たない辺りがだな……といつまでも言い合う【殴おう僧そう侶りよ】と【白しろ魔ま女じよ】は放っておく事にした。

　ベアトリーチェが一冊、本棚から分厚い本を適当に引っこ抜くと、

「生命の仕組み……」

　詳しい内容は後回しだ。ひとまずジャンルを知りたい。無数の本を出し入れし、パラパラめくる。栞しおりやメモがないか、何度も読み返して折り目がついた場所はないかなどを探っていく。

　その内に分かってきたのは、

「錬金術、人工生命の可能性、ＡＴＣＧと火水風土、魂の形、反魂と創造の違い、降霊と憑ひよう依い、情報学に見る魂こん魄ぱく、胚はいと生命倫理、賢者の石……？」

　百科事典のように全方位闇雲に情報を集めているのではない。明らかにジャンルが固まっている。生物の魂、それも自然発生ではなく人為的に創ったり蘇よみがえらせたりするものばかり。

【賢者】が目指したのは神の領域か、はたまた悪魔の所業か。だが、その部分的な成果ならベアトリーチェはすでに目撃している。

（……グランズニールで倒れた白骨の集合だった【スカルウェーブ】。さらには）

「ぶー。この【兵へい輝き】もここで作ったのかな」

「……かもしれないね」

　粛清された全ての【イベリコオーク】の魂をデータ化して保存した。言葉にするのは簡単だが、改めて考えれば具体性は何もない。【迷めい宮きゆう】探たん索さくで少なくない人が倒れている通り、人は【魔法】を手中に収めても、未だに死を克服した訳ではないのだ。それこそ【賢者】くらいの伝説的人物でないと信しん憑ぴよう性せいは生まれない。

　だとすると、やはり気になるのは【賢者】の立ち位置だ。例えば何に使うか知らずに武器だけ提供した可能性もあるし、直接現場に出向いた可能性もある。

　そんな風に思っていた時だった。

『それ』は唐突にやってきた。




「そこを調べても何も出てこないよ、【剣つるぎ聖せい女じよ】」




　ゆったりとした女性の声だった。思わずそちらに目をやったベアトリーチェは、本棚の奥からゆっくりとこちらへ歩いてくる影を見つけた。大きく膨らんだ漆黒のゴスロリドレスの。

　まるで令嬢やお姫様のようだが、反して足首には太い銀の枷かせ、鎖、そして豚の顔に似た金属球。前に垂らした両手も太い銀の板を二つはめた仰々しい手て枷かせがあった。極め付けに、顔。頭部全体が一回り以上大きな銀のボトルで覆われていたのだ。ただし頭のてっぺんにはぜんまいやコルク抜きのように、大きなＴ字のハンドルがある。ガロットの変種、果実搾り機か。その名の通り、頭頂部のハンドルを回す事で犠牲者の頭蓋骨を圧迫して苦しめる拷問具。目線と口元に一本ずつ平行に金網のような細いメッシュがあったが、中の顔を窺うかがい知る事はできない。

　それはまるで、塔に幽閉された姫君を連想させた。

（……これが）

　権力、財力、叡えい智ち、人脈、そして美貌。

　ありとあらゆる力を持つものの、それ故に世俗の手で自由を奪われた高貴なる虜囚。

（これが、【賢者】……？）

　伝説に立ち会った。

　相手はやはり生身の肉体を持ち、食事も睡眠も必要な存在だった。

　だが一方で、腑ふに落ちない点もある。

【スカルウェーブ】の話や、そもそも【魔法】の成り立ちに直接関わっているのも加味すれば、【賢者】は数十年前から活動しているはずなのだ。顔が見えず、瘦そう身しんのほとんどを膨らんだドレスで隠しているとはいえ、部分的に覗く胸元の肌などはあまりにも瑞みず々みずしい。

（やっぱり個人ではなく集団？　あるいは代替わりで襲名している？　それとも……）

　……生命倫理を超越した【賢者】に、加齢の概念は存在しないのか。

　実体がありながらどこか希薄。本棚の海の、その波間に漂う【賢者】はこう語る。

「そなた達にとっては未知の邪法の山にでも見えているかもしれないが、ここは積み上げられた失敗の墓場だ。玉石混交の可能性を一つ一つ削って成功の輪郭を露あらわにするためには役に立っているが、知識単体を読むだけでは何の価値もない」

「成功の、輪郭……？」

「うん」

　闇で満たされた果実搾り機の中でくすりと笑い、両腕を枷や銀の帯で縛いましめた彼女は語る。

「死者の蘇そ生せい。それも生前の肉体を含む完全な復活の話をしているんだよ、ベアトリーチェ」

「ッッッ!!!???」

　吞のまれるな。そう強く念じても、言葉の一つ一つに反応している自分が自覚できてしまう。目に見えない蜘蛛くもの糸いとを無理に振り切る格好で、ベアトリーチェは半ば強引に口を開いた。

「どう、して？」

「うん？」

「どうしてそなたがそんな事を望む!?　状況を並べれば、ぶーぶー達の集落が消えた原因を作った側の人間なのは間違いがないのに!!」

「どうしてだと思う？」

　余裕のままゴスロリドレスの端や足首の豚面金属球を引きずり、縛いましめた両腕で大きな胸を強調するような【賢者】はついにベアトリーチェ達と同じロビーの端まで踏み込んでくる。

　ベアトリーチェはもちろん、フィリニオンやアルメリナも即座に【兵へい輝き】を構える。

　ぶーぶーだけがおろおろしていた。

「ぶー。結局何がどうなっているの？　お前がこれをくれたの？　ぶーぶーはお前と会った事があるのか？？？」

「くす。今までの中では最高にクレバーな質問だね。だが親睦を深めるだけの時間を、頭の沸騰した彼女達が与えてくれるかな」

　淡く笑いながら、ドレスと鎖を違和感なく同居させる人物は、銀の手て枷かせをはめられた手の中で何かを弄もてあそんでいた。それはやはり、白銀に輝く小さなハンドベルだった。

「私は【魔法】を使った直接戦闘は好みでなくてな。悪いが相手は別の者にしてもらおう。ではな、ぶーぶー。そして少し頭を冷やしてくると良い、【剣つるぎ聖せい女じよ】」

　まるでメイドか執事でも呼びつけるように、手の中の鈴を軽やかに一度鳴らす。

　直後。

　ズンッッッ!!!!!!　と、巨大図書館全体が大きく揺さぶられた。

「な……っ!?」

　たとえ【迷めい宮きゆう】内ないで【懲罰級】や【門番級】など規格外の強さの【ギミック】が暴れても、外で【ブレイクニュース】が咆ほう哮こうしても、崩落の危険に心臓が縮まる大震動は伝わらない。

　目に見えて分かる異常事態。【賢者】という生きる伝説が常識や法則さえ侵食する有り様。

　だがここまでなら、ベアトリーチェの頭を真っ白にするほどではなかっただろう。こちらはカンスト組が三人、さらに【イベリコオーク】唯一の生き残りであるぶーぶーがついている。どんな増援を呼びつけようが、そうそう簡単にはやられない。

（……敵意は確認した。やはり【賢者】は話し合いより闘争を望む人種だった。今取り逃がしたら次はいつになるか。それまで表から裏からどれだけ襲撃を繰り返されるか分かったものじゃない！　だからここで仕留める。【賢者】に私達が振り回されるのは終わらせる!!）

「良いのかな、ベアトリーチェ」

　だから。

　絶望の本番は、むしろここから。

「ここで何を研究しているか、きちんと考えれば分かるはずだった。『その特権』は、何もそなただけのものではないという事に」

「……？」

「っ、ベアトリーチェ、上だ!!」

　ぶーぶーの叫びに顔を上げた【剣つるぎ聖せい女じよ】は、そこで現実感を見失いかけた。何かが空中回廊を飛び越えてこちらへ落下してくる。とてもとても大きな影が。

「あ」

「ベアトリーチェ!!」

　ぶーぶーに腕を引っ張られ、棒立ちの少女がその場を離れる。直後に大理石の床を砕き『それ』が着地する。改めてスケールを知る。五体満足で、しかし人間の大きさではない『それ』。

　人身豚面。

　五メートルに達する巨きよ軀く。鋼のような筋肉の上にでっぷりと脂肪を張り付けた、その威容。

「ああ……」

　だけど、こんな可能性はあってはいけない。その種族はぶーぶー以外は一人残らず全滅している。まさかここに来て秘密の生き残りを【賢者】が養っていたなんて話にはならないだろう。

　そして【賢者】は過去、何の現場にいた？

　新たに現れた人身豚面の精気に欠いた顔や肌の色に、まるで何か巨大な嚙み痕のように全身を這はい回まわる集積回路に、一体どんな意味が込められているのか。

　そう、まるで。

　全ての魂を巨大な【兵へい輝き】に封入した……その後。すでに魂を失い用済みとなった肉の器を、無理矢理に再利用したようなこの光景が意味するところは、




「紹介しよう、私の可愛いパートナーにして最高傑作だ。私はシンプルに『ディザスター』と呼んであげているがね。さあベアトリーチェ、こいつの『材料』は何だと思う？」

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」




　今度こそ、真っ白に。

　吼ほえる【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェから、理性が弾はじけ飛んだ。
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　ディザスター。

　災厄の名を冠する、生命倫理を冒ぼう瀆とくする【錬金術】の結晶が、動く。

　右の牙の先が欠けたそいつは、筋骨隆々だがまるで生きている感じがしない。たとえるなら、たっぷり汗を吸ったシャツを一時間くらい放置してからもう一度着込むような、気味の悪い湿気や冷たさ、そして強い匂いだけを感じさせる、抜け殻。そんな印象だ。

　怒りの咆ほう哮こうと共に飛びかかりつつあった【剣つるぎ聖せい女じよ】の眼前でディザスターが手にしたのは意外な武器。ぶーぶーよりさらに巨大な五メートル以上。黒塗りの反った鞘さやに収まるのは、

（日本、刀……？）

　いや違う。

　勢い良く鞘さやから抜き払われたのは、




「鉄、っ、刀……!?」




　刃をつけない代わりに、刀身全体を分厚く仕上げた打撃専門の武具。模造刀などと侮あなどるなかれ。良く鍛えた鋼を五メートル以上も延ばし、さらには滅びたはずの【イベリコオーク】の強きよう靭じん極まる膂りよ力りよくで振り回されたら一体何が起きるか。

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　っ

　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!!」

　記憶に空白があった。

　気がつけばベアトリーチェは、フィリニオン、アルメリナ、そしてぶーぶーと共に巨大図書館の外、【迷めい宮きゆう】出入口近辺の直線通路まで押し戻されていた。

　そして、

「ぶーぶー、その手……っ!?」

「んっ、お前達に怪け我ががないなら良かった。ぶーぶーはこんなの何ともない」

　あれほど強きよう靭じんなぶーぶーの右腕から血が滴したたっていた。規格外の鈍器、鉄刀にベアトリーチェ達では反応できなかった。そして唯一同じ速度で動けたぶーぶーが皆を庇かばって傷を負った。

　しかもその怪け我がというのも、

「ちょっと診せてください！　って……あれ、うそ……これって……？」

「くそっ、扉からも来るぞ!!　とにかく避けろお!!」

　吞のん気きに回復薬を手にしたまま固まるフィリニオンの腕をアルメリナが摑つかむ。ベアトリーチェとぶーぶーもまた弾はじかれたように動いた。直後、吹き荒れる嵐のように規格外の巨体が通路へ躍り出る。右手の得物が閃せん光こうと化し、風の唸うなりよりも早く空気を裂き、そして【賢者】自身が無数の【トラップ】を仕掛けていたはずの向かいの壁を容赦なくバターのように切り裂いた。

　そう、切断。ぶーぶーが負ったのも切り傷だ。

（……刃のあるなしなんて関係なかった。高速回転するヘリのローターと一緒で、あれだけの重さと速さで振るわれれば鈍器じゃなくて刃物として成立する！　というか根本的に【迷めい宮きゆう】の壁を切断するって何だ!?　壁を壊すだなんてぶーぶーみたいな力業を……!!）

　膂りよ力りよくはおそらくぶーぶー以上。鈍器を殴りとして使うぶーぶーよりも、鈍器で切断するディザスターの方が上と見るべきだからだ。

　しかもディザスターは一切死を恐れない。

　そしていちいち細かく敵の力を測っている場合でもない。ディザスターの突撃の瞬間に真横へ転がるように避けたベアトリーチェ達だったが、折悪く下りの大階段の方へ逃げてしまった。つまり、表の出口ではなく【迷めい宮きゆう】側だ。

　出口へ続く直線はディザスターの巨きよ軀くが塞いでしまっている。ヘリのローター以上の勢いで振るわれる鉄刀を素通りして外へ出られるとは思えない。

「っ。拘こう泥でいしている場合じゃない。ぶーぶー、みんなも！　ひとまず【迷めい宮きゆう】の奥へ!!」

「ひっ、ひいい！　ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　早くも半泣きになっているフィリニオンの腰をぶーぶーが片手で摑つかみ、皆で一塊になって大階段へ走る。当然、ディザスターも黙って見てはいない。邪魔な鞘さやを放り捨て、抜き身の鉄刀を手にして、逃げるベアトリーチェ達の背中を追う。

【イベリコオーク】の筋力を完全再現しているなら、こんな間合いなどあっという間だ。

　だから階段に到達した瞬間、【剣つるぎ聖せい女じよ】は身をよじるようにして背後を振り返った。

（……おそらく一面の【トラップ】は隠し扉のエラー報告と連動している。だったら！）

「【鋼こう流りゆうメタルジェット】!!」

　レイピアが振るわれ、虚こ空くうに生じた八本の熱線が空間を焼く。狙いはディザスターではなく、あくまで壁の扉。そして強引に焼き切ろうとする者が通路にいるとジャッジされたのか、埋め尽くすような【トラップ】の海が一斉起動した。

　バチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチバチン!!!!!!　と。

　手足を嚙かむどころか、【魔法】で補整した五体さえバラバラにしかねない勢いで、分厚いトラバサミに似た仕掛けが床から壁から天井から勢い良く飛び出す。それは鋼でできた巨大なピラニアの群れだ。ものすごい数の金属『歯』がディザスター目がけて襲いかかる。

　だが。

　それでも。

　回避も防御もない。軽く見ても一〇〇以上の顎が、逆に強きよう靭じんな皮膚や筋肉に弾はじかれる。そういう花火のようにオレンジ色の火花がディザスターの全身から飛び散り、そして歯の折れ曲がったピラニア達があちらこちらへ無残に放り捨てられる。陸に打ち上げられ、腹を見せながら腐っていく、哀れな小魚そのものだ。

　時に【ブレイクニュース】と真っ向から殴り合う【イベリコオーク】の肉体を素材にしているのだ。あんなもので倒せるとは思っていなかった。逃げ込むだけの時間を稼げればと。

　しかし、それにしたって……。

「じ、冗談じゃ」

「ベアトリーチェ、こっち！　早く!!」

　大階段の下からぶーぶーに促され、【剣つるぎ聖せい女じよ】も我に返って飛び降りる。今度の戦いはやはりどこか違う。【賢者】のもたらした邪じや悪あくはそれだけで世界を塗り替えてしまう。

　そう、何の準備もできない人類に初めて【魔法】が広く公開された時と同じように……。

『ざざっ！　じじじがが!!』

　大階段の下、まだまだ初心者向きの石造りのフロアへ降りたベアトリーチェは、あちこちの壁が一斉にざわめくのを耳にしていた。

『足あ搔がくな、ベアトリーチェ。【迷めい宮きゆう】の中には無関係な人間も多い。そして私の可愛いディザスターは細かい狙いをつけるのが苦手でな。予期せぬ事が起きても私は責任を持てないぞ』

　声の伝達は【魔法】か、あるいはリアルタイムで【迷めい宮きゆう】の構造を造り替えているのか。

「（……何にしても最悪だ。ベアトリーチェ、ここはヤツの巣穴じゃねえかっ！）」

「（……分かってる！）」

　出口に繫つながる直線通路を塞がれれば打つ手なしだが、下のフロアに降りれば話は変わる。【迷めい宮きゆう】は基本的に大小の部屋とそれらを結ぶいくつもの通路で構成されているからだ。

　つまり、

「（……アルメリナ、地図の準備を。フィリニオンはぶーぶーに回復薬をお願い。ディザスターの通る道を調べ、大きく迂う回かいして大階段に戻りましょう。それで出口を塞がれずに済む）」

　今も立て続けの轟ごう音おんがあった。【迷めい宮きゆう】を徘はい徊かいする【ギミック】はこちらが動くと向こうも動く連動式で、逆に言えばピタリと止まり続ける限り思考時間は無限に稼げる。だがディザスターはお構いなしに突き進み、群がる【ギミック】を片っ端から薙なぎ払はらっているのだろう。

『甘いなあ』

　断ち切るような一言が壁や天井からあった。

　直後。




　ゴッッッバッッッ!!!!!!　と。

　ベアトリーチェの真横の壁が、唐突に突き崩された。




「な、あ!?」

　ディザスターが格闘していたのは有象無象の【ギミック】なんて小さな相手ではなかった。【迷めい宮きゆう】そのもの。壁を破るなんて次元ではない。ビームブレードのような正体不明の一撃でフロア全体を端から端まで斜めに裂いて、一直線に最短コースを作って怪物が迫りくる。いいや、床さえ崩落して真下の階層が大きく露出していた。

「こっ、これじゃあ作戦もクソもねえぞ！」

「ええーい!!」

　フィリニオンが目を瞑つぶりながら、右と左の両方でぽいぽいと試験管を投げつけていた。ぬくもりを失った冷たい人身豚面が考えなしに鉄刀で一いつ閃せんした直後、試験管が割れるというよりも切れて、中のカラフルな液体が撒まき散ちらされた。ディザスターは頭から被る羽目になる。

「目薬の失敗薬！　視神経の信号伝達を阻害する効能があります。今の内に距離を……」

　言いかけた言葉が止まるほどの殺気があった。

　分厚い鉄刀が、容赦なくフィリニオンを狙う。音すらも裂いて、曲線の閃ひらめきが迷わず正確に細い首を刈り取りに行く。

「え？」

　むしろ、そこにあったのは恐怖よりも疑問。

　直後、【兵へい輝き】持ちのぶーぶーが割り込んだ。ガッギィ!!　と両者の得物が絡み合あい、特大の火花と攪かく拌はんされた風が暴れ回る。

「……う、そ……。目を潰された程度じゃ、関係ない、ん、ですか……？」

「フィリニオン、しっかりして！　ぶー、ベアトリーチェ、こいつ持っていって!!」

　とてもじゃないがベアトリーチェ達人間では同じ領域に立てない。

　あるいは、【賢者】が求めたのもこの力だったのか。【エルキアド】に帯同して集落襲撃に加担したのも、一人残ったぶーぶーへ全ての【イベリコオーク】の魂を預けたのも。

　いらない部位を捨てただけ、だったのか。

　全ては、最強の肉の器を手に入れて、意のままに操れる強きよう靭じんな戦力を完成させるため。

　たった、それだけで……!!

「【賢者】ァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

『頭を冷やせ、と言ったはず』

　壁という壁が嗤わらっていた。

『そして自由に構造へ干渉できる【迷めい宮きゆう】は、私の庭だ。奥へ逃げ込んだ時点でそなた達の勝算は潰ついえたと知れ。万に一つもな』

「……っ!!」

　確かに、【賢者】は仕掛けも行き止まりも造り放題で、しかもディザスターは順路を無視して最短距離で突っ込んでくるので逃げ切れないかもしれない。言ってみれば神の手でどこでも自由に工事を始めて通行止めを作れる街の中を走り回り、地図を無視して一直線に迫るヘリから逃げ切れと迫られているようなものなのだから。

　だが、言わせておくのか。

　こんな野郎に、我欲のために死を冒ぼう瀆とくしてぶーぶー達の強さを踏みにじったクソ野郎に。

『無駄な事だ。そなたも【迷めい宮きゆう】の事は色々独学で情報を集めなかったか。例えば島の面積より明らかに広大なフロアは単純に海底トンネルと連結しているのではなく、地下の空間同士を繫つなぐ転移を知らぬ間に繰り返すので実際の図面は全然違う、という仮説についても』

「何を……」

『今教えるよ、答えを。【迷めい宮きゆう】の基幹構成に干渉すると、こういう事にも手が届くのさ』

　大小の部屋も、階段やエレベーターも、【ギミック】に【トラップ】に【トレジャー】まで、その全ての配置に【賢者】が横よこ槍やりを入れられるのなら。

　もしも【迷めい宮きゆう】に『それ』があるなら、やはり【賢者】の手中にある事にはならないか。

　すなわち。




透明な【転てん移いトラップ壁】。

　ベアトリーチェの頭の中で可能性が言語化された直後、彼女の景色が一変した。




　　　　　８




　大きな赤い宝石のはまったテンガロンハットを被る白骨、【スカルウェーブ】はぴくんと顔を上げた。大空を見て、忌いま々いましそうに呟つぶやく。

『……始まっちまったか。だが俺はどっちの仲間にもなれん』

「おじい、どうしたですもん？」

　辺りに小さな光がひらひらと舞っていた。スミレ色のワンピースを着た、飴あめ玉だまの包みみたいな短いツインテールの【妖よう精せい】アリスだ。だが【スケルトン】には答えている余裕がない。複数の人骨や木炭をゴリゴリ削って粉末状にすると、木の筒に詰め、そして火打石で着火する。

　ズドン!!　という大きな爆音に、空中のアリスがひっくり返りそうになった。

「な、何ですもーん……」

　涙目のアリスに、だが【スカルウェーブ】は応じない。大空を見上げ、乳白色に広がる蝶ちよう々ちようのような煙を眺めたまま、彼はどうしようもなく苦い声で呟つぶやいていた。

『気づけよぶーぶー。……ったく、その場その場で負けてる方に肩入れしちまうのは昔からの悪い癖だぜ。どっちについても救われねえってのによ』




　　　　　９




　少女の心身に変調はなかった。浮遊感も加速感もない。だからこそ、唐突に切り替わった視界にベアトリーチェの脳は激しく混乱していた。

　こんなものが【迷めい宮きゆう】の通路にひっそりと設置されていたら、確かに気づかない。全く同じ内装の通路や部屋が並ぶ【迷めい宮きゆう】の同一フロア内では特に。長い一直線の通路を歩いていたと思ったら、実は世界の裏側にある全く別の通路に飛ばされていた可能性も否定できない。

　そして今、ベアトリーチェが飛ばされた先は、もう【迷めい宮きゆう】の中でさえなかった。

「これは……!!」

　高い。高空。グランズニール北東にある水源の山。その山頂よりさらに先に漂う浮遊列島であった。大きなものではトレーラー程度、小さなものなら一抱えの岩塊くらいしかない群れが、どこぞのアステロイドベルトのようにまとまっているのだ。

　ベアトリーチェ達が飛ばされたのはその頂点に位置する小島。一体どうやって水を溜ため込こんでいるのかは知らないが、ここの泉から溢あふれる清流が下に落ち、様々な島や岩塊にぶつかって枝分かれし、あたかもあみだくじやトーナメント表のような縦の流れを作りながら地上へ向かっていく。それがやがて水源の山頂に落ち、大地を潤す川を作っていくのだ。

「【原初の水源】……でもどうしてこんな場所に……」

「ごちゃごちゃ考えている暇はなさそうですよっ。うっ、うああ!!」

　風の圧があった。何かが空間を割ってこちらに来ると、ベアトリーチェは直感で理解する。

　アルメリナは自分の【兵へい輝き】の鉄の杖を水源に投げた。すぐさま鋼のボートに変じる。

「乗れ！　死にたくなけりゃ疑問の前に行動だ!!」

　アルメリナが飛び移るのをきっかけに、ベアトリーチェが、まごつくフィリニオンの腰を片手で摑つかんだぶーぶーが追従していく。

　空間を割って屍しかばねの肉が現れた瞬間、五メートル大の鉄刀が真横に閃ひらめいた。決断が三秒遅ければ少女達は首を、ぶーぶーは胴体を、ヘリのローターに巻き込まれるように失ったのは確実だ。

「アルメリナ、これって何なんですかあ!?」

「私の【兵へい輝き】は鈍器関係ならほとんど網羅して、形を変更できる。そんな中に魔女狩り関係のオモチャもあった事を思い出してな。仰向けに寝かせて拘束した犠牲者の体の上に鎖やロープで固定した鉄の船をゆっくり下ろしていくって悪趣味な拷問があったんだ。それより口は閉じておけ、衝撃に慣れていないと舌嚙かむぞ!!」

「えっ、きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

　フィリニオンの絶叫の源は、胃袋が持ち上がるような浮遊感だ。

　つまり、

「落ちる……!?」

　ベアトリーチェが短く叫んだ直後、鉄の小舟に重たい衝撃が突き抜けた。あみだくじやトーナメント表のように枝分かれする滝の、小島から小島へ。滝の高さは短いもので数メートル程度だが、それでも落下の衝撃は計り知れない。

「ぶーぶー、その【兵へい輝き】は川底まで届く？　できたら舵かじ取とりお願い！　流されるままだといつまで保つか分からないの。分かれ道によっては下に浮遊島がなくて、そのまんま一千メートル以上離れた山頂に叩き付けられるかもしれないから!!」

　声に、ぶーぶーは即座に丸太か鉄骨かと見紛う塊を水面に突き刺し、船の後部へ向かう。悠長に待つ時間はない。横への移動は長くても一〇秒未満。最寄りの山頂まで一千メートル近く。川下りというより細かい段差を踏んで緩やかに飛び降りていく形に近い。

（世界最速のウォータースライダーは傾斜八〇度くらいで時速二〇〇キロ近く出るんだっけ）

　そして何より。




　ズン!!!!!!　と、またしても世界が揺れる。

　上段から迷わず飛び降りてきたディザスターがその重さで浮遊する小島を震動させたのだ。




　言葉などない。意志があるかも不明。分かるのは相手がこちらを追って川に入り、長大な鉄刀を機械的に振り上げた事。ベアトリーチェ達には溺れるほどの急流でも、五メートル越えのディザスターにとっては腰くらいの深さでしかない。構わず追いすがり、そして攻撃してくる。

　すでに相手の間合いの中。ぎゅうぎゅう詰めのボートに分厚い鉄刀が振り下ろされれば、必ず誰かが真っ二つになり、船も両断されて全員が水に落ちる。そこからの生還は絶対にない。

　一瞬、ぶーぶーと同じ姿形をした誰かをベアトリーチェは見据えた。集落襲撃を知った時に感じた怒りも思い出した。

　だがベアトリーチェはレイピアを構える。

　切っ先を突き付け、吼ほえる。

「【粘ねん炎えんナパームファイア】!!」

　飛び出したのは複数の光球、サッカーボール大の可燃物だ。低速高追尾でしつこく敵を追い回し、接触と共に火炎瓶やナフサのような粘つく炎を撒まき散ちらす。本来なら攪かく乱らん用ようで、敵を混乱させてから別の【魔法】で仕留めるような、猟犬としての役割を持つ。が、至近から放てば散弾銃同様に複数まとめて当てる事で威力を激増できるのも特徴だ。

　実際にはどこまで役に立ったのかは不明。

　すでに鉄の船は次の滝へ落ちる瞬間で、大きく傾いていた。ベアトリーチェもディザスターも互いに放った攻撃はてんでバラバラな位置を通過し、交差さえもしなかった。

「お」

　だがそれでも、【剣つるぎ聖せい女じよ】は攻撃した。自分の意志で。【トラップ】を作動させるなどの間接的なやり方ではなく、今度こそ、自らの手で。

　ぶーぶーの知り合いや、あるいは家族だったかもしれなかった誰かを。

「おおおおおォォォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　落ちていく。

　叫ぶベアトリーチェを乗せた鉄の船が。
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「アリスー!!」

「ですもーん!!」

　森の中ではそんな声が響き渡っていた。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】の姉妹、メリディアーナとアリスが地面の近くをひらひら舞いながら追いかけっこをしている。ちなみに見た目はほのぼのしているが【妖よう精せい】は食物連鎖で言えば下位に属するため、群れから離れて目立つ行動を取るのはいつだって命懸けだ。

「また一人でぶーぶーさんへのご恩返しをサボって……！　良いですかアリス、私達はぶーぶーさんのいない間に窓を磨いて床も壁もピカピカしなくてはなりません」

「違いますもん、あたしは遊んでなんかいませんですもん！　マジメにお姉ちゃんドロボーのぶーぶーさんからお姉ちゃんを取り返すっていう大事なみっしょんの最さい中ちゆうで……」

「アリス！　大体、骨の人に聞きましたよ。あなたもあなたで【グラウンドスパイダー】の魔の手からぶーぶーさんに助けてもらっているらしいではないですか！」

「うぐっ……。あ、あのおじいめ、余計な事をですもん……」

「我ら【妖よう精せい】は恩と仇あだの世界に生きる誠実な種族でなくてはなりません。ほら行きますよ、お家うちが頑丈になった分修理をするのも大変になってきています。できるだけ長持ちするよう日頃からのメンテナンスが欠かせなくなっているんですから……」

「ううー!!　やーですもん分かっているけどお姉ちゃん取られっ放しは嫌ですもーん!!」

「この……っ」

　メリディアーナは珍しくこめかみの辺りをひくひくさせて、

「分からず屋への【木の洞はちみつ】!!」

「うぼっ!?」

　ぺたーん！　と鈍い音が炸さく裂れつした。腰の横から下げた壺つぼにヘラを突っ込んだ姉が妹の顔に何かを投げつけたのだ。黄色い透き通ったボールのようだが、実際に顔面にぶつかると粘つく音と共に液状に弾はじける。速度のせいか粘度のせいか、液体のくせに意外と首にクル一撃であった。

　取り除こうと暴れるほど虫の蜜は顔や体に絡み、スミレ色のドレスも薄い四枚羽も重たくさせ、自由を奪う。へなへなと飛行が不安定になり、近くの大きな葉へ不時着していくアリス。

「あ、あがが……。ひどいですもーん……」

　ひらりと同じ葉っぱの上に爪先から着地したメリディアーナは鼻から息を吐いて、

「アリス。お姉ちゃんは前から言っていたはずです。聞き分けのない悪い子は【木の洞はちみつ】をたくさんたくさんぶつけられてカチコチにされてしまうと。【妖よう精せい】の鉄の掟おきてを破ると怖いんですよ。そうなっても良いんですか？」

「うぐぐ」

　さらに腰横の壺つぼにヘラを突っ込む姉を見て、流石のアリスも押し黙る。

　……と思いきや、

「やっぱりお姉ちゃんはおかしいですもん……。そうやってあたしをベタベタにしてはちみつ好きのぶーぶーさんにぺろぺろキャンディー感覚で差し上げる気ですかですもん！　寝ても覚めてもぶーぶーさんのご機嫌ばっかり伺うかがってー!!」

「えっ」

　と、ここでメリディアーナが劇的に顔を真っ赤にした。

「やっやだアリス、最近あなたは想像力がたくまし過ぎますよ！　いいえもちろん【クラフト】系に特化した我ら【妖よう精せい】にとって頭の中で正確な図面を引く力を養うのはとても大切な事ではありますがそれにしたってそうかはちみつ漬けかぶーぶーさんの大きな舌でそうかそうかそうですか悪くないええとても悪くありませんだってこれはとにかくぶーぶーさんに喜んでいただくのが最優先なご恩返しですものうふふふふ……」

「……、」

　アリスは粘つく体を大きな葉っぱからゆっくりと引き剝がすと、両手を頰に当てて小刻みに振動を続ける姉の顔の前で小さな手を振って、一切反応がないのを確認。そのままメリディアーナの腰の横に下がっていた壺つぼに差し込まれたままのヘラを手に取った。

　目一杯お腹なかに力を込めて、渾こん身しんの力を込めて至近で叫ぶ。

「悪い子への【木の洞はちみつ】!!」

「うぶえ!?」

　ぺたーん！　とメリディアーナの顔面で良い音が炸さく裂れつする。

　たとえ相手は液体であっても、速度がつくと結構首にクルのであった。
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　その後も縦に延びるチェイスは続く。急流というか滝から滝へと切り替えほぼ垂直に落ち続けるぶーぶー達のボートに対し、追いすがるディザスター側は水に足を取られながら、泳ぐというより川底に足をつけて走る感覚で肉薄する。このハンデ、この強引さ。だがぶーぶー達は現実にディザスターを振り切れない。常に七、八メートルくらいの後方に張り付かれている。いつその手が伸びて鉄のボートを丸ごと摑つかんで振り回されないか、全く予断を許さない状態だ。

「ベアトリーチェっ、脇の流木と突き出た岩、頼む！」

「了解アルメリナ!!」

　鉄の船の上から炎のレイピアを振るい、【剣つるぎ聖せい女じよ】は近場の障害物を爆破する。ルートを開いた訳ではなく、物資補給のためだ。アルメリナは空中に舞う鉛筆大の鋭い破片を複数摑つかむと、

「それじゃ、後はアドリブで!!」

　言葉と同時、炎と飛び道具が一斉に空を引き裂く。アルメリナの【兵へい輝き】は鉄の船となったが、何もできない訳ではない。【パーセンテージ】系の装備で補強された筋力は活いきているし、何より彼女の得意とする打撃系は手で持って振り下ろすだけとは限らない。ブーメラン、ボーラ、トマホークなど、投げて当てるものもかなり多い。

（……恐ろしい事にヤツはベアトリーチェの炎でも分厚い皮膚である程度弾く。ぶーぶーと違って痛みや恐怖もない。なら刃で皮膚を裂いて内側から熱するくらいしか打つ手がねえぞ!!）

　炎の渦と石の刃の二段構え。

　だが追いすがるディザスターも勢いを止めない。回避の難しい粘つく炎は自ら受け止め、硬い皮膚で弾はじき返かえし、飛来する鋭い礫つぶてのみを正確に鉄刀で打ち落とす。無数の火花が咲き乱れる。

「こいつ……っ。単に攻撃のタイミングを先読みしているだけじゃない。この速度の中で、種類まで見極めて対応を変え……!?」

　驚きよう愕がくの声が、途切れた。

　とんっ、と。軽い音と共に、アルメリナの胸の真ん中に赤黒い花が咲く。それは彼女自身が放ったはずの石の刃だった。ディザスターは闇雲に礫つぶてを弾はじいていたのではない。角度と速度を調整し、正確に打ち返してきたのだ。

「ごっ、ぶ……？」

「アルメリナ!?　ああもう!!」

　口から血を吐いて崩れ落ちた【殴おう僧そう侶りよ】を見て、頭を抱えてうずくまっていた非戦闘系のフィリニオンが慌てて小瓶の回復薬を取り出す。

　しかも、ディザスターの猛攻はここで終わらない。

「っ!!」

　ぶーぶーが舵かじ代わりの巨大な【兵へい輝き】をいきなり引っこ抜く。直後、ディザスターが離れた位置で鉄刀を横に薙なぐ。届かないはずだ。無意味な空振りのはずだ。だが直後に、ゴッキィィン!!　と金属系の重たい音がぶーぶーの手元で炸さく裂れつした。銀と赤の髪の少女は目を見開いて、

（……弾はじいたっ？　でも何を）

「ぶー!!　ベアトリーチェ、頭引っ込めて!!」

　立て続けにディザスターの鉄刀が振るわれるたびに、防御の構えのぶーぶーが【兵へい輝き】ごと仰のけ反ぞりそうになる。同時に弾はじけるのは白い飛沫しぶき。そして【剣つるぎ聖せい女じよ】はようやく思い至った。

　腰まで水に浸つかって走り続けるディザスターは全身ずぶ濡ぬれだ。当然、手にした鉄刀も。刀身側面にはいくつもの水滴が垂れていた。

「見えない刃の正体は……水？　鉄刀を力任せに振るうだけで、工業用カッターみたいに横よこ一いつ閃せんに風景を薙なぎ払はらうって事!?　あの【迷めい宮きゆう】のフロア全体を引き裂いたのも!!」

　舵かじを失ったボートが滝へ落ちた。

　元の打撃武器で強引に切断してくるのといい、ディザスターの腕力は平素の常識を覆くつがえす域にある。一点集中型の戦車砲よろしく装甲を破らず溶かすように切断、くらいはやりかねない。

「かはっ、げほ！　う、何だ、今の……」

「良かった、アルメリナ。目を覚ましてくれて……って、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　何だか百合ゆりっぽい匂いの膝枕で白衣の天使の真似まね事ごとをするメガネからいきなり地金が出た。

「さきっ、この先！　ボート、これ、これあ!?」

　断片的で要領を得ない。だが今は舵かじ取とり役やくのぶーぶーが防戦に駆り出され、鉄の船は流れに任せるままだ。あみだくじのコース取りに失敗すれば、そのまんま数百メートル以上真っ逆さまに転落する可能性も十分あり得る。

　ベアトリーチェは後ろから迫るディザスターではなく、慌てて行き先を振り返り、

「あ」

「浮遊島なくなっちゃいますけど、ここからどうするんですかあ!?」

　涙目の【白しろ魔ま女じよ】の絶叫と共に、鉄のボートの腹がどすんと白い山頂に激突した。今までディザスターに追い着かれなかったのは、垂直落下に等しい滝下りを利用していたからだ。山にも急流はあるだろうが、安全な川下り程度では速度が足りない。鉄の船が棺かん桶おけになる。

　が、ここで予想外の事が起きた。

　山頂の滝たき壺つぼで一度跳ねた鉄の船が、勢い余って水辺から飛び出たのだ。白い斜面に乗り出して滑り始める。あっという間だった。規格外のぶーぶー含めた四人分の体重に鉄の船自体の重さも加わったためか、重量級のソリは瞬く間に風を切る。いっそ滝下りの倍近い勢いで、だ。

「ぎゃぎゃぎゃぎゃ!?　かっ風が!!　新幹線の屋根にでも乗っているんですかあ!?」

「ぶー。こいつなら……」

　改めて鉄のボートの上に立ち、バランスを取り直した最後尾のぶーぶーが、丸太か鉄骨と見紛う【兵へい輝き】を高速で流れる雪の上に突き刺した。スノーボードのような体重移動と舵かじの二段重ねで、闇雲に走り出したソリに明確な意志が宿る。

　そしてディザスターも待たなかった。

「何だ……あれ？」

　アルメリナがまだ違和感のある胸の中心を掌てのひらで押さえながら背後を振り返り、そして絶句。

　来ている。ついて来ている。後方のディザスターは両足をコンパクトに折り畳み、まるでスキーの滑走のようにこちらを狙い続けている。

　だが二本足だけではできないはずだ。短くてもスキー板に代わる何かが必要だ。最低でも足のサイズの三倍程度は。

　だとすると考えられるのは、

「急流で濡ぬれた自分の足ごと氷で固めて……？　命がないとはいえそこまでやる!?」

　あまりの理不尽にベアトリーチェは叫ぶが、状況はそこで終わらない。ディザスターは大きく横へ蛇行するように潰れたＳ字を描いた。制御を誤ったのではない。ヤツはぶーぶー同様、巨大な鉄刀を深い雪に突き刺しながら滑っている。

　するとどうなるか。

　ゴバッッッ!!!!!!　と、雪の斜面自体が切り裂かれ、支えを失い、一挙に滑り落ちた。

「ひっ、ひいい!?　ひいいいいいい何なんですかあれえ!!」

　一面、左右一〇〇メートル以上の雪崩なだれを背負い、鉄刀を雪原から引き抜いたディザスターが改めて真っ直ぐこちらを追い始める。まるでリミットの壁を引き連れるようだった。向こうは命がないから構わないかもしれないが、あんな猛威に巻き込まれたら全滅は避けられない。

「まずいっ、速度は向こうが上だ！」

「Ｆ１仕様かっ、一体全体何気筒のエンジン積んでんですか向こうの怪物はー!?」

「っ!!」

　ベアトリーチェはとっさにレイピアから炎の塊を投じた。今さらディザスターを昏こん倒とうできるとは思わない。だが両者を直線で結ぶ雪の層を溶かしてしまえば、移動速度を落とせる。

　直前で急旋回したディザスターが、そのまま鉄の船と平行に急斜面を滑走する。ベアトリーチェはさらに続けて炎の塊でディザスターより彼の針路上の雪を吹き飛ばして妨害を続ける。

　が、ディザスターは鉄刀をゆっくりと水平に振るう。【剣つるぎ聖せい女じよ】がいっそ爆発的な勢いで融とかしていく雪、いいや水滴を刃なき刀の先端へ丁寧に乗せていく。

「まず……」

　刀身を返し、ドガッッッ!!　と超高速の水のブレードが世界を断ち切った。ぶーぶーは再び舵かじを放棄し、丸太状の【兵へい輝き】を使ってかろうじて受け止める。大きく体が仰のけ反ぞった事でスノーボードのように行き先を決めていた鉄の船が不安定に揺れ動く。

「ベアトリーチェっ、融とかすのはダメだ！　ああもう、鈍器を使えりゃ分厚い雪を溶かさずにブロック状のまま砕けるのに!!」

「どっちみち、あの速度なら雪でも砂でもブレード化できるはず！」

「そ、それより根本的にどこへ向かえば!?　この斜面だって永遠には続きませんよう!!」

　今はたまたま銀世界の斜面に救われているが、雪や斜面がなくなれば万事休すだ。逃げ続けでもこれなのに、ディザスターに追い着かれたらどうなるかは嫌でも想像がつく。

　圧倒的な体重差のため、自然と鉄の船を操る役を担になったぶーぶーは油断なく【兵へい輝き】を構えながらこう答えた。

「生き物のいない方」

「それは、万年雪の中なら生き物はあんまりいないとは思うけど……」

「そうじゃない。……あいつの話がほんとなら、この山にあるはず。赤いもやもや!!」

「？」

　悠長に考える暇もない。ぶーぶー達とディザスター、双方が天を貫く針葉樹の森へ突っ込んだ。今までのスピード勝負とは違う、細かい回避と速度ロスを抑えるスラローム要素が加わる。

「ぎゃあ！　ぎゃああっ、うぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　涙と鼻水まみれのメガネから絶叫が続く。気持ちは分からなくもないベアトリーチェだが、少々地金が出過ぎだ。早く素敵な恋と出会いなさいと強く願っておく。

　平行に斜面を走るディザスター側も、針葉樹にぶつかる気配はない。右に左に次々と太い幹を避けながら、最適な攻撃位置を探っている。

「まずいぞ、植物が生い茂ってきたって事は高度が下がってる。そろそろ万年雪もなくなるんじゃないか!?」

「それより木々に果物があったら鉄刀の一いつ閃せんで水分補給されるよ。例のブレードに警戒!!」

　身内に発破をかけるベアトリーチェだが、状況はどん詰まりに近い。先ほどまでと違い、細かい回避挙動を繰り返すスラロームではぶーぶーも舵かじが必須だ。つまり雪に浅く刺した【兵へい輝き】は防衛に回せない。フィリニオン、アルメリナは諸もろ々もろの事情で加勢できない以上、ベアトリーチェが単体であの水のブレードを防ぐしかない。

　できるのか。

　ぶーぶーの補助なしで本当に皆を守れるのか。ごくりと喉を鳴らすベアトリーチェの前で、平行に滑るディザスターがついに動く。巨大な鉄刀が振るわれ、針葉樹の枝を雑に払う。

　葉の中に含まれていたのは、喉どころか舌先さえ潤うるおせないほどの、ほんの微細な水分。

　だが。

　それだけ刀身に伝えば……、

（来るッッッ!!!!!!）

【剣つるぎ聖せい女じよ】がレイピアを水平に構え、剣術では決してありえない【魔法】の流儀に従いながら奥歯を嚙かんだ時だった。

　背中を預けるぶーぶーが低く呟つぶやいた。




「ぶー。やっと来たぞ、【ストリオーナ】」




　唐突な人名だった。

　だが直後に全員で思い知る。針葉樹の森は唐突に開けた。いや、植物が生育できる環境が失われた。何が待っていたのか。この万年雪の中でも決して凍り付く事なく、ごぼりごぷりと魔女の大鍋のような粘つく泡を立たせ、異様な臭気を放つ赤黒い『それ』。ちょっとした湖ほどもある異物の正体を、ベアトリーチェはこう叫んでいた。

「猛毒の、沼地!?」

　そして。

　ぶーぶー達とディザスター。平行に走る両者が同時に赤黒い地獄へ身を躍らせた。
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「はー……」

　瘦そう身しんと呼ぶにも細過ぎる体に南国風の大葉を巻いて、葉っぱ水着状態になった【ストリオーナ】は相変わらずぶーぶー宅のサウナを満喫していた。壁のように大きな長椅子にもお構いなしに飛び乗って、だ。そもそも家の鍵についても、戸締まりが癖づいていないぶーぶーに代わって勝手に預かってしまっている。どちらが家主か分からない状況だが、腰布一丁でポケットの一つもないぶーぶーに手渡しても絶対に山の中で落としてしまうのも目に見えていた。

『いやあたまらんねえ。一仕事終えた後のサウナは気分が良い。あの乳白色の花火でぶーぶーが【母ぼ胎たいの甕かめ】に気づいてくれりゃあ良いんだが。あと俺、生前は結構な筋肉系だったから汗まみれになると嫁が嫌がるもんでよ、こういうのずっと我慢してきたんだ』

「しれっと出てきて惚のろ気けるなよ骨。お前は昔っから何も変わっておらんな。人の話を全く聞かないトコとか。というか【スケルトン】ならサウナとか関係なかろう」

『うるせえな、嫁を口説き落とした思い出のデートスポットを猛毒の沼地に変えやがって。どうしてくれようかこいつ。まだあそこの最深層で【サウザンドドラゴン】の母竜寝てんだぞ』

「む。そいつは済まなかったのう、お前の嫁が誰かは知らんが」

　長椅子に腰掛けてほこほこ顔を上気させる妖よう精せい達たちの女王はこんな風に呟つぶやいていた。

「……あの時はいくらブチ切れていたとはいえ、生命の泉に上から猛毒の蓋をしてしまうとは。やはり気をつけんといかんよなあ」
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　ドッ!!　と。

　ぶーぶー達の鉄の船と氷のスキーを履いたディザスターの双方が赤黒い猛毒の沼地へ突っ込む。背後に迫る雪崩なだれは無視。猛毒の沼地に触れた途端、白い壁は瞬く間に喰くわれて消失した。

【ストリオーナ】謹製の毒素の海なら、たとえ【イベリコオーク】の強きよう靭じんな肉体でも無事では済まない。少女達なら即死だ。【パーセンテージ】系の補整も大した成果は出さないだろう。

　だが一方で、鉄の船も氷のスキーもそう簡単には沈まない。何しろこれまでの速度がある。子供が川に石を投げて跳ねる回数を競う水切り遊びのように、ぶーぶー達とディザスターは平行の位置取りのまま、水面すれすれを複数回跳ねる。このまま勢いに任せれば地獄から対岸に抜け出してしまいそうな勢いで。

　だがそうはさせない。

　ぶーぶーが叫んだ。

「ベアトリーチェ！」

「っ、うん!!」

　声に、【剣つるぎ聖せい女じよ】は改めてレイピアを振るう。無謀な防御ではなく、確実な攻撃のために。ディザスター側も、針葉樹の水分を鉄刀に乗せたまま攻撃の構えに入る。

　炎と水。

　二種の迸ほとばしりが、赤黒い沼地の真上を突き抜けた。

　元々、水切りに近い状態では細かい回避挙動は取れないから狙いやすい。そして孤独なディザスターと違い、ベアトリーチェには背中を預けられる仲間がいた。

　だから、交差はしても相打ちにはならない。

　全力を出したベアトリーチェを庇かばうように、ぶーぶーが巨大な塊のような【兵へい輝き】で水のブレードを受け止める。一方でディザスターは炎の一撃をまともに受ける。

　分厚い皮膚があれば弾いてしまう程度だったかもしれない。だが今は傷の度合は関係ない。少しでも衝撃に体を押されて、相手が水切りの最中にバランスを崩せば。

　ボッッッ!!　という赤黒い爆発があった。

　ディザスターの巨体が水面を走る事を忘れ、粘つく地獄の中へ勢い良く突入した余波だった。彼は【迷めい宮きゆう】でもフィリニオンから失敗薬を浴びている。一応の効果もあったらしい。そして今度は【ブレイクニュース】の堂々たる一角が放った猛毒。無事では済むまい。

「っ」

「摑つかまって、ベアトリーチェ！　みんなも!!」

　叫ぶぶーぶーを乗せて、鉄の船がついに猛毒の沼地の対岸に辿たどり着つく。極太の【兵へい輝き】を万年雪に深々と突き刺してブレーキをかけていく。

「わわっ、船底からぐじゅぐじゅ音が鳴っていますよ!?　早くみんな降りて！」

　フィリニオンに言われて皆で転げ出た。元々【ストリオーナ】の毒は人の理性を焼き切るものだが、ここまで濃度が高くなると見た目の振る舞いも変わるのか。

　やっと船から鉄の杖に【兵へい輝き】に戻せたアルメリナは【剣つるぎ聖せい女じよ】に熱消毒をお願いしつつ、

「でも、鉄の船が溶けるくらいなんだ。これでようやく一安心……」

　そう言いかけた言葉さえ、止まった。

　ぶーぶー達の視線の先。赤黒く濁った猛毒の沼地から。




　ごぼり、と。

　ボロボロに腐食した、それでもなお攻撃の意志を緩めようとしない、あまりにもたくまし過ぎる腕が飛び出した。




　短時間であればベアトリーチェの炎を弾はじいて捨て去る分厚い皮膚も、鉄刀を振るえば刀身を伝う水滴さえ凶器化させる強きよう靭じんな筋肉も、あちこちが虫食いのように破れて溶けて、白い骨さえさらして見せながら。

　なお、その災厄は進軍の足を止めなかった。

　見る影もなく爛ただれた鉄刀を手に、頭が、胴体が、ぐずぐずに崩れていくのも構わず赤黒い水面から露出する。岸へ上がる。単なる熱とも違う、化学的な煙をあちこちから噴き出しながら、ディザスターはゆらりと舞い戻る。

「いっひ？　ひぎゃああああああああああああああああああ!?　ぶっ、ぶーぶーさん、ベアトリーチェっ、あれ早く、早く何とかしてくださぁい!!」

　万年雪の上に尻餅をついたフィリニオンが絶叫する。アルメリナも身構えようとして、自分の【兵へい輝き】である鉄の杖がまだ危険物まみれなのに気づいて舌打ちする。

　だが、ベアトリーチェは違った。

　ぶーぶーの隣で、かつて同じように泣いたり笑ったりしたかもしれない誰かの成れの果てを見て、ついにレイピアの切っ先を弱々しく下ろしていた。

「ぶーぶー……」

「ん。ベアトリーチェ、ぶーぶーなら大丈夫だ」

　ただただ、生者のぶーぶーと亡もう者じやのディザスターが向かい合う。

「決着をつけよう」

「……、」

　それは意味のない問いかけかもしれない。外部からのコマンドを忠実に実行するだけのタンパク質の塊には、言葉を解する機能はあっても情感を理解する心はないのかもしれない。

「お前達の魂は全てここにある。だから、お前が寂しがる事はない。必ず元に戻す。またあの集落で笑い合えるって信じている」

「……、」

　だけど束つかの間ま、ディザスターの動きが止まった。その体が、ゆっくりと横に動く。手にした鉄刀を地面に下ろして。ぶーぶーもまた倣ならった。ベアトリーチェ達が見守る中、二人の得物がゆっくりと大きな円を描いていく。

　ぐるりと一周回って、そして彼らは円の中へ一歩。

　そして、ディザスターは溶けかけた鉄刀を欠けた牙に近づけるように、ゆっくりと垂直に立てたのだった。構えと呼ぶにはあまりに無意味な動き。あるいは、屍し肉にくを動かす最適なルーチンがストリオーナの毒にやられて暴走を始めているのかもしれないけど。何故なぜだかベアトリーチェにはそう思えなかった。どうしても、そんな風に結論づけたくはなかった。

　それは、失われた集落の伝統だったのか。

　ぶーぶーもまた、己の得物を垂直に立て、そのたくましい牙で側面へわずかに触れた。

「この右の牙に懸けて」

「……、」

　返答はなかったが、おそらくそこにあった流儀は一つだ。

　認めたのだ、ぶーぶーは。強敵の存在を、その矜きよう持じと尊厳を。

　共に決闘の流儀に則のつとり、ぶーぶーは勝敗が何を左右するのかを宣告した。




「だからお前、いったんここで立ち止まれ。立ち止まって楽になれ!!」




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　規格外の両者の足元で、銀世界が爆発した。ぶーぶーとディザスターが最短距離で激突するべく爆走する。そうしながら、すでに戦いは始まっていた。ディザスターは煙を吐いて溶けかけた鉄刀を恐るべき速度で振り回し、その爛ただれて液状化した鋼を無限に伸びるブレードのように振る舞わせる。周囲の針葉樹の幹を紙切れよりも容易たやすく斬伐しながら、しかしぶーぶーには当たらない。走り込みながら丸太や鉄骨に似た【兵へい輝き】がそれらを次々と打ち落とす。

　そしてゼロ距離まで到達してしまえば、そこが決着の時だった。

　元より自分達で決めた円の中での戦い。

　無駄に時間を引き延ばす長期戦の構えはありえない。

　決闘。故に一瞬。

　元々ディザスターの鉄刀は猛毒にやられて腐食し、平時の頑丈さは脆もろくも崩された。そこへ、ぶーぶーの【兵へい輝き】がまともに唸うなる。真上から頭を狙う一撃にディザスター側が機械的に防御を選択した途端、受け止めた鉄刀が容赦なくへし折れた。

　ぶーぶーの一撃は勢いを止めない。

　その先にあるのは強敵の溶けかけた頭部。

　最後の瞬間、【イベリコオーク】の末は目を閉じなかった。見送り、手首で感触を受け取る。

　鈍い音だった。

　そして棒立ちだったディザスターは、ゆっくりと時間を掛けて後ろへ倒れていった。

　動かない。

　何もかもが。

「こっ、これで……？」

　フィリニオンが恐る恐る声を絞り出した。

　だがぶーぶーは答えなかった。

　彼は倒れたままぴくりとも動かないディザスターを黙って見下ろしていた。今さら勝敗を疑っているのではない。生者としても、亡もう者じやとしても、もう肉の塊は二度と動かないだろう。

「ぶーぶ……」

　言いかけたベアトリーチェもまた、言葉が途切れた。ようやく気づいたのだ。ぶーぶーがディザスターのどこを見ていたかを。

　彼の腰布だった。ぶーぶー同様、目の粗いボロ布を腰に巻いただけに見える。だがその端に、おかしなものがあった。

　小さな豚の頭を模したアップリケだった。

　その肉の塊に、何かの残ざん滓さいがこびりついていたのか。あるいは、新たに何かが芽生えたのか。それはもう誰にも分からない。全ては失われた後だったのだから。

　ただ、推測できるのは。

　ディザスターはただ外部から与えられたコマンドを忠実に実行する存在ではなかった。そこには合理や効率を無視して何かを選び取るだけの、温かい欠片かけらがあったのかもしれなかった。

　どずんっ……と、鈍い音を立てて、ぶーぶーの手から【兵へい輝き】が落ちた。

　答えを知って。

　この手で奪ったと理解して。




　ぶーぶーは、天を仰いで子供のように泣いた。同族殺し。大切な人達のためにその咎とがを背負った者の泣き声は、聞く者全ての心を引き裂いた。
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　沸騰していた。

　ベアトリーチェの頭は完全に沸騰していた。

　後先は考えない。互いの実力差もどうでも良い。【剣つるぎ聖せい女じよ】の胸には一つ。【イベリコオーク】の死を踏みにじり、尊厳を奪い、良き友をあんな顔で泣かせた黒幕にツケを払わせるだけ。

　彼女は一人で【迷めい宮きゆう】に戻っていた。

【賢者】が【転てん移いトラップ壁】まで持ち出してベアトリーチェ達を【迷めい宮きゆう】の外へ飛ばしたのは時間稼ぎの間に拠点を引き払うつもりだからかもしれない。この機を逃せば接触のチャンスを失う。そしてまた物陰からくすくすと笑い続ける。それだけで矢も楯たてもたまらなかった。

　無数の【トラップ】が再び作動する可能性も頭になく、炎の【魔法】で壁ごと隠し扉を爆破。中に踏み込んだベアトリーチェに、巨大図書館の主であるゴスロリドレスに手足の枷かせや頭の果実搾り機などで拘束された……どこか幽閉された姫君を連想させる美女は声色を変えなかった。

「おや、ディザスターは負けたか。使い勝手は良かったんだが、これでまた寂しくなるな」

「ふざけるなよ、そなたァァァ!!!!!!」

「よせ。私は【魔法】を使った直接戦闘は得意じゃないんだ」

　激げき昂こうするカンスト組の前で涼やかに語る【賢者】。




「だから、すぐに使える手はこんな搦からめ手てばかりになる」




　直後に猛攻は始まっていた。

　太い板を二枚重ねたような銀の手て枷かせや金属帯が、涼やかな音と共に外れる。

　漆黒のゴスロリドレスの袖やスカートが翻ひるがえったかと思ったら、【賢者】の手には複数のナイフがあった。単なる刺突用ではない。宙の手て枷かせが完全に床へ落ちると同時だった。投げ放たれた途端にグリップ下端の石突から炎が噴き出し、小さな鍔つばが機械的なフラップのように蠢うごめいて……様々な角度から宙を舞う蛇のように喰くらいついてくる。

「ペンシルロケット!?」

　実寸大のロケットを組み上げる前の、理論テスト用のミニチュアだ。鉛筆大でもきちんと火薬の力で打ち上がるし、先端に刃をつければ殺傷兵器に早変わりするだろう。

　以前、軍隊崩れの【エルキアド】が火薬を使った銃器を使っていたが、あれよりさらに技術レベルは上。追尾、誘導の演算に何を使っているか想像もつかない。

　だがベアトリーチェもカンスト組の一角、レベル99になってからが本番などと嘯うそぶく【剣つるぎ聖せい女じよ】。この程度で臆さず、レイピアを使い七つの毒どく牙がを正確に打ち落とす。落として、吼ほえる。

「【内ない燃ねんインターナル】!!」

　背中から炎の翼が噴き出し、そしてベアトリーチェの肉体が巨大図書館を突っ切る。一気に距離を詰めて【賢者】に肉薄するために。その憎ぞう悪おしか生まない目元の笑みを奪うために。

　対して、やはりゴスロリドレスに銀の果実搾り機を被る美女に緊張はない。

　緩やかに手を振るった途端、大きく膨らんだ布地の中からカラクリ細工でできた複数の長物が勢い良く飛び出した。

　それは杖でも槍やりでもあらず。

　長い金属の柄の先にあるのは、手錠とは似て非なる構造の、バネ仕じ掛かけで胴や首を押さえ捕縛するための大きな金属輪。内側にびっしりと鋭い突起のついた一品は、中世の暗い牢ろう獄ごくで囚人を歩かせるために使われた、悪名高きマンキャッチャーをベースにしたものだ。

　首、胴、さらには右腕と左の太ふと股もも。

　次々と輪が閉じて全身を縛いましめられるベアトリーチェだが、これで終わりではないだろう。【賢者】側に下手人を生かして捕らえる理由は特にない。

　チリッ、とベアトリーチェのうなじの辺りに静電気のような危機感が走る。

　原因は金属輪の内側にびっしりと生える、親指大の杭くい。




　その全てが、一斉に火薬の力で捕らえた肉の破壊にかかる。




　安全確実に標的を捕らえてから逃げ場のないゼロ距離一斉射撃を浴びせる悪魔の得物。加えて、【エルキアド】戦でベアトリーチェは銃弾を浴びれば普通に負傷するのも証明されている。

「ほう」

　だが。

　それでも。

「言ったはずだぞ、ふざけているのかと」

　莫ばく大だいな熱を纏まとう【剣つるぎ聖せい女じよ】は無傷。火薬は炸さく裂れつしたが、弾丸代わりの金きん属ぞく杭ぐいは飛び出さなかった。あまりの熱に金属の表面が溶け、弾体がマンキャッチャー本体と癒着したのだ。

　いや、そこに留まらなかった。

　ベアトリーチェの各部を拘束していたマンキャッチャー自体が溶けて吹き飛ばされる。自由を得たベアトリーチェの空いた左手が、【賢者】の胸ぐらを勢い良く摑つかみ上げる。

　じりじりと布が炙あぶられていく中、ここまできても【賢者】の顔色は変わらない。世界の終わりが来ても眉一つ動かないと言わんばかりに。

「怒っているのかな？」

「【賢者】なんて名乗る割に存外頭は悪いみたいね。……それ以外の何に見える？」

「だが血肉を削そいででも現世に執着した善なる骨から助言を受けなかったか。私の顔を暴いてもそなたが不幸になるだけだと」

　怒りのギアが、もう一段。

　ボンッ!!　と。少女は左手で【賢者】の胸ぐらを摑つかみ、一気に火勢を上げた。あまりの高温に【賢者】の纏まとうゴスロリドレスが派手に燃え上がる。まさに火柱。いや銀の足あし枷かせや頭の果実搾り機さえ吹き飛ばす勢い。中の人間がどうなるかなど【剣つるぎ聖せい女じよ】の頭になかった。

　そう。

【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％でもない限り、発火と共に絶叫しながら辺りをのたうち回っても不思議ではないはずなのだが……、

「な……」

「警告はしたぞ、それも再三。その上での選択ならば、咎とがはそなたが自ら負うと良い」

　無傷。

　いっそ光り輝くような無傷。

　無数の火の粉と化したドレスや頭の果実搾り機が消えたその奥に待っていたのは、大きく解けた長い銀と赤の髪に、青い瞳と白の肌。鎧よろい兜かぶとを肉抜きしたような軽装の装甲とミニスカート。赤の色彩に輝く女の腰の右側にある【兵へい輝き】だけが異質だった。ベースは片手剣だろうが、実際には数々の折れて砕けて壊れた【兵へい輝き】を寄せ集め、無理矢理にツギハギしたものだった。その不気味さ、嫌けん悪お感かんは完全な無機物にも拘わらず、イベリコオークの死体を再利用した怪物よりもなお強烈にベアトリーチェの心を蝕むしばんでいく。

　一つのルールがある。人間はグランズニールに長期滞在できない。そして【ゲート】から【サインアウト】するにも必ず【兵へい輝き】は必要になってくる。

　つまり、これだけの壊れた得物をかき集めてきたという事は、裏を返せば……、

「誰のものだと思う。いいや、誰が帰れなかったと思う？」

「っ」

　まるで人間剝製のコレクター。間近で爛らん々らんと輝く瞳が、狂気の言葉を放つ。

「先ほど、【魔法】を使った直接戦闘は得意じゃないと言ったよね」

　わずかに背は高く、目元には妖しい光が増し、肢体も瑞みず々みずしい少女の時代からグラマラスな熟れに包まれているものの。

「うっかり相手を消し飛ばしてしまいかねなかったのでね。だが自分からそうなる事を求めるなら、もう私の方では止められない」

　総じて。

【賢者】とは。【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェの前に立っていた者の正体は……。




「……わた、し……？」
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　　　ご長寿【ロイヤルエルフ】シビュラちゃんの実況ニュース☆







　撃破報告。森の中にお墓を作ってみた




　今回は【ストリオーナ】がやらかした猛毒の沼地のほとりまでやってきました。暫定ネーム・ディザスターの撃墜を確認。所詮は間に合わせの人形、ここから【イベリコオーク】の復活はありえないと答えは出ておりましたが……また、寂しくなりますね。

　彼の中に宿っていたモノについての最終結論が出る前に失われたのは残念な事態ですが、それはそれとして。門番たるディザスターがやられたという事は、【迷めい宮きゆう】の拠点への道は開かれたと言っても過言ではございません。ヤツは来ます。どう対処するかはあなたに任せますが、やるからには最後まで貫いてください。余計な情に振り回されるのは禁物です。

　ディザスターの亡なき骸がらはこちらで預かります。滅菌消毒ののち、そうですね、元の集落跡地にでも埋めてあげましょう。

　では、こたびの実況報告はこの辺りで。

　……元は【迷めい宮きゆう】に挑んで倒れた人間の持ち物でしたが、あなたが拾って修復したこの【兵へい輝き】とやらも面白いものですね。私は誇り高き【ロイヤルエルフ】であるが故、どこまでいっても人間用の【魔法】は使えませんが、この実況とやら、なかなかに楽しめました。










　　　終　章




　ぶーぶーは山の中を走り回っていた。

　ベアトリーチェは一人で行った。そうと気づいたのは少し遅れてからで、しかし決定的に遅過ぎた。走っても走っても、彼女の背中は見つからない。

　心当たりを一つ一つ調べて、最後の最後に辿たどり着ついたのは【迷めい宮きゆう】の出入口だった。

【イベリコオーク】どころか、グランズニールで暮らす【亜あ人じん】はまず近づかない場所。ぶーぶーだってベアトリーチェ達からお願いされなければ一生関わろうとしなかった深く暗い穴。

「ごくり」

　だけど、改めて一歩。

　大切な人の安否を知るため、ぶーぶーは一人きりで禁を破って【迷めい宮きゆう】へ足を向ける。

　だが、その直前で、

「ぶー……ぶー……？」

「ベアトリーチェッッッ!!!???」

「……ははっ、みっともないトコ見られちゃった、かなあ……？」

　奥から出てきた【剣つるぎ聖せい女じよ】はズタボロだった。いつでもぶーぶーのお姉さんで、泰然として、物分かりの悪いぶーぶーの一歩でも二歩でも先から見守る強い人のはずだった。なのに、今はどこまでも弱々しい。割れた装甲、あちこちの傷に青紫の痣あざ、額の血が流れ込む片目は何故なぜか開かない。片足を庇かばうように歩き、利き手は脇腹、肋ろつ骨こつの辺りをそっと押さえていた。

　ようやく知り合いの顔を見て、気が抜けたのだろう。

　ふらりと前のめりに倒れ込むベアトリーチェを、ぶーぶーは大き過ぎる両手でどうにかこうにか、壊してしまわないように支える。

「ごめん、ごめんね、ぶーぶー……」

「……なにが、あった？」

「私は、ぶーぶーの仲間になれなかった。ううん、最初から、そんな資格だって……」

「何があった、ベアトリーチェ!?」

　叫んでも返事はなく。

　最強の【剣つるぎ聖せい女じよ】は、大切な人の腕の中で意識を失っていく。







【賢者】との戦いは災害に近かった。立ち向かうのではなく、耐える。その時点で命懸け。

　そもそもベアトリーチェの宿す【剣つるぎ聖せい女じよ】は、攻撃、防御、回復、支援……その全てを一人で賄う稀き少しよう【ジョブ】だ。限りある【経験値】を全方向に与えてもかえって頭の出ない八方美人になりかねなかったので、ベアトリーチェは火力系に的を絞って集中的に【魔法】を習得していった。それが一番の成功への近道になるはずだった。

　なのに。だというのに。

「ふ」

　あらゆる枷かせから解放された【賢者】が薄く笑って腰の剣───無数の壊れた【兵へい輝き】の残骸をツギハギした一本の刃───を左手で抜いた時には、世界は千変万化に狂い咲いていた。あるいは水力系、あるいは風力系、あるいは土力系……そしてベアトリーチェが得意とする火力系さえ。全てが他を圧倒する【賢者】の【魔法】の嵐は、まるで一つの巨大な塊だ。

　剣先がくるりと大きな円を一周描くと、すでに一〇〇以上もの爆発に身を叩かれ、ベアトリーチェは大きく真後ろに吹き飛ばされていた。

「【エルキアド】と一緒に【イベリコオーク】の集落を襲ったか？　ああ襲ったよ。幼いぶーぶーに自前の【兵へい輝き】を渡したか？　ああ渡したよ。用済みの肉の器を回収して自分の目的のために使ったか？　ああ使ったよ！　何も知らないくせに、そもそも【イベリコオーク】の定義すら理解していないくせに!!」

「ッッッ!!」

　自分と同じ顔に、自分も知らない未知の【魔法】。だがベアトリーチェも食い下がる。ブーツの底で床を削り、レイピアを構え、爆圧に押されるがままの状況から脱しようとする。

「【イベリコオーク】は最初から人身豚面の怪物だった訳じゃない」

　無数の炎が放たれるが、一つとして【賢者】には届かない。いいや、ベアトリーチェは炎を起点にし、時に激しい温度差で空気を揺さぶって真空刃を生み、時に煤すすや煙の粒子を擦り合わせて落雷さえ生み出す。なのに効果は薄い。

（【火か力りよく耐たい性せい】だけじゃないっ？　風力や水力も、もはや極め終えているとでも!?）

「元々オークとは決まった体を持たない種族だった。彼らはあらゆる動植物と違和感なく交配を繰り返し、その長所を子孫に与える力を有していた。結果、完成したのが規格外の筋力と優れた消化器官を持つ人身豚面というだけの話。実際、そこに辿たどり着つくまで空や海に挑んだ時代もあったみたいだし。それこそ、【エルフ】や【人魚】と交わり続ければ美男美女になっただろうし、人間と交配を繰り返せば【魔法】に精通する頭脳派になっただろう」

　おしゃべりな口を黙らせたい。

　独壇場の一人語りを食い止めて床でも舐なめさせたい。

　歯を食いしばって猛攻を繰り返すベアトリーチェだが、そのたびに二倍三倍の勢いで左手の【兵輝】から複数の【属ぞく性せい】の輝きが返ってくる。

「彼らこそ生物の頂点だった。でも、だからこそ彼らは追い詰められていたの」

　勝てない。どうやっても、勝てない。

「最適化の頻発と共に自らの肉体を極端に変じる【イベリコオーク】達は災禍の如く血が錆びて血管も壊れていったの。向こうの長老から直々に頼まれた。これ以上はどう進化しても必ず爆弾を抱える。だから唯一不調の兆きざしがないぶーぶーを除いた全員に引導を渡してくれって！　【イベリコオーク】はあらゆる動植物と交配できる。ぶーぶー一人がいればいつか集落は戻る。でも今の病んだ集落があるとぶーぶーはやはり病んだ同族の中からつがいを選んでしまう。そうならないよう全部殺してくれって！　そう頼まれたんだ!!」

　ようやく。

　どん詰まりは同じでも、引っかかりのようなものをベアトリーチェは摑つかみ取とった気がした。

「だから軍隊崩れの【エルキアド】を焚たきつけて集落襲撃を実行に移した？」

「そうよ」

「決行の日、まだ小さかったぶーぶー一人を外に逃がして？」

「そうよ!!」

「本当にそれで満足しているなら、どうして殺した【イベリコオーク】の魂をデータ化した？　それをぶーぶーに手渡した!?　用済みの肉体を回収したのもそう、紆う余よ曲きよく折せつあって【スカルウェーブ】の頭の上に乗っている【賢者の石】だって!!　そなたは何一つ自分のやった事に納得なんかしていない、だから、一〇〇でも二〇〇でも試せる手は片っ端から試しているだけじゃない！　それで胸を張ってぶーぶーの前に立てるのか、【賢者】ッッッ!!!!!!」

「……っ」

「そこで言葉に詰まるようなら、答えはもう決まっている。そこのそなたが答えられないようなら、ここの私がはっきりと断言してやる。そなたの人生は、失敗だった。そのために多くの【イベリコオーク】が治ち癒ゆの可能性を勝手に諦められて殺された!!　どんな理由を並べようが、今のそなたに善を語る資格などあるものかぁ!!」

　束つかの間ま。ほんのわずかに。ベアトリーチェの炎一択が、【賢者】の千変万化を押し留とどめる。いいや、じりじりとだが押し返していく。

「全部説明しろ、そして全部ぶーぶーに謝ってこい、【賢者】!!　どれだけご高説を並べても、そなたはこれだけは逃げられない!!」

「……た、しだって」

　ギリッ、と【賢者】は奥歯を嚙かんで、

「私だって、助けたかったよ」

「でも諦めた。心でどう考えても手は動かした。だから現実に死の山が折り重なった！」

「だって」

　この期に及んでまだ言葉か。自分が正しいと材料を並べ立てるか。内容よりもその行為それ自体をおぞましく思う【剣つるぎ聖せい女じよ】だが、【賢者】の口から出たのは予想外の言葉だった。

「さもないとグランズニールが滅びると彼らの長老から説得されたら、そなたはどうする？」

「な、に……」

「そもそも、【イベリコオーク】はどうして危険を冒して様々な動植物の長所を取り込み続けてきたか。そして個体のみならず、あれだけ屈強な戦力を集落……組織単位で揃そろえていたか。ただの道楽でするはずない。彼らには彼らの使命が、存在理由がきちんとあったんだよ」

　空白に埋まりかけたベアトリーチェの頭が、何故なぜだか一つの情報を引きずり出した。

　……【イベリコオーク】は人間が【迷めい宮きゆう】に向かうのを快く思っていなかった。

「彼らは門番だった」

【賢者】は語る。この世の残酷な真実を。

「【迷めい宮きゆう】最深部に眠るモノが地上に溢あふれた場合に、全力で押おし留とどめるための。当時、末期的な状況でままならなくなった長老達は、全てをぶーぶーに託して集落を再建するしかなかったんだよ！　いつ這はい出でてくるか分からないモノが目を覚ますよりも、早く!!」







　そして。

「こんなものでしょうか」

「大体は終わったかな」

【迷めい宮きゆう】の一部を再デザインし密かに構築した巨大図書館の奥深く。そんな声が響いていた。

　赤い鎧よろいを纏まとう【賢者】。スレンダーで色素の薄い肢体を胸元からへそ下まで大きく開いた緑のワンピースで覆う金きん髪ぱつ碧へき眼がんの【ロイヤルエルフ】。彼らが片付けているのは、人間用にしては巨大で頑丈な診察台や医療器具の数々だった。電子機器がなく、博物館にでも飾ってありそうな金属製品ばかりなので、見方を変えると拷問具のような印象さえあるかもしれない。

　しかし、それ以外のものだってあった。

　例えば、結局誰も手を付けなかった冷めた料理の数々。中でもヤツが栄養価を無視して食べ続けていた【ヌシウサギ】と【切り身ウオ】の串焼きヨーグルト漬け。古代の壁画の中にしか記されていない象形文字で描かれた奇怪で巨大な絵本のようなもの。動物の牙を磨くための目の粗い丈夫な布に、きつい獣臭でも瞬く間に吹き散らす事のできる特別【調合】の消臭剤。

　黙々と廃棄作業を続けていた。

　だがある一点で臨界を越えたのか、【賢者】は消臭剤の瓶を壁に投げつけた。

　美しい顔をサークレットで彩る【ロイヤルエルフ】のシビュラは派手な音に長い耳を両手で塞ぐ事もなく、むわっと花の香りが漂う中、駄々をこねる子供を見る目で呆あきれた声を出す。

「こら、物に当たるんじゃありません」

「悪かったね」

「さてと。ディザスターはアンデッド系。終わったら私達も全身消毒しなくてはなりません」

「……この歳としになって一緒にお風呂とか勘弁して欲しいんだけど」

「目鼻立ちの滅多に変わらないご長寿【ロイヤルエルフ】が傍にいて助けられているくせに。そもそもメイドなしでは自分の朝食も作れないでしょう。なのに【イベリコオーク】の好物ばかり躍起になって練習するとか間違った努力を繰り返す始末ですし」

「代価は払っている」

「そこがニクいところですが。こういう拾い物を直してくれるのは素直にありがたいので」

　言いながら、長い耳をぴくぴく動かすスレンダーなエルフが弄もてあそんでいるのはねじくれた三日月のような太い木の枝に緑の蔦つたを巻き、弦げんを張って、上端に大きな目玉のような水晶を埋め込んだ……弓にも杖にも見える不思議な得物だった。元はグランズニールで行き倒れた人間の持ち物だったのだろう。つまり【兵へい輝き】。壊れたモノを修理し、個人認証ロックを解除し、【ロイヤルエルフ】に預けたのはやはり【賢者】その人であった。

　お風呂と言っても彼女達が浸つかる透明なバスタブの中身は高濃度の医療用アルコールと塩素系を軸にした滅菌消毒剤の詰め合わせだ。電気風呂でもないのに、肩まで浸つかるとそれだけで全身の肌がピリピリとした痛みを訴えてくる。一応バスタオルは巻いているが、消毒目的なので髪も気にせず、痛みを発する湯船に時折頭の先まで体を沈めては浮かび上がるのを繰り返す。

「はー……」

「こら、入るならゆっくり静かに体を沈めなさい」

「さっきからお小言うるさいな」

「くっ、湯船の中で足を動かすんじゃありません、どこをつついているんですかっ。大体、結構えげつない消毒液が外まで溢あふれていますよ」

「良いじゃないか。どうせ今日で引き払うんだし」

　わずかな沈黙があった。二人してビーカーのような目盛りのついたガラスのバスタブに収まり、炭酸飲料で全身の柔肌を隅々まで攻撃されているような弾はじける感覚に身を委ねる。

　やがて、再びスレンダーで色素の薄い【ロイヤルエルフ】が口を開いた。重々しく。

「……やはり、そうなりますか」

「元々、失敗した理論を束ねて成功の輪郭を浮き彫りにする、再利用施設に過ぎなかった。失ったところでそう痛いものじゃない」

「だけどここはあなたが一番長くいた場所でもあるでしょう。あるいは、地球などよりも」

「……、」

「それでも、捨てるんですね」

「ええ」

　ちゃぷりと水音を立て、【賢者】は透明なバスタブの縁に後頭部を乗せる。深呼吸して大きな胸を上下させながら、高い高い天井を見やる。

「【イベリコオーク】の長老達への義理は果たした。きちんと彼らを死に追いやり、新しい集落の起点にぶーぶーを置いた。ふふっ。彼は彼で順調に女性陣に囲まれ始めているみたいだしね。……なら、後はこちらの好きにやらせてもらう。ぶーぶーが新しい集落を作った後なら、勢い余って古い長老達がひょっこり出てきても問題はないはず。完全な健康体ならなおの事」

「……生命倫理に反していますね。まあ、ノーリスクで無限に等しい寿命を持つご長寿【ロイヤルエルフ】の言う事ではないかもしれませんが」

　魂のデータ化、【スカルウェーブ】、ディザスター。確かに【賢者】の行う実験はいっそ【ネクロマンサー】的な冒ぼう瀆とくを感じるもので、しかも一〇〇％の成功も保証されていない。むしろ失敗のデータを積み重ねて答えを探っている節さえある。

「倫理がどうしたの話は、彼らの望みを叶かなえた時に捨てる羽目になったよ。己の手を血で染めてね。だから今度は、彼らが私のわがままを叶かなえる番。そう考えているんだけど」

「……やっぱりあなたはあれですね。たとえどこから始まってもワルよのう」

「ははっ、それはヤツにも言われたよ」

　パチンと指を鳴らすと、途端に巨大図書館の全てが燃え上がった。高濃度の医療用アルコールという特大の可燃物に身を浸しながら、しかし彼女達の体は強こわ張ばらない。

「さようなら、私の失敗作」

「ここを引き払うとして、次はどこに居を構えるつもりなのですか」

「静かで、暖かくて、ご飯の美味しい所、なんてのは？」

「雲の上の理想郷じゃあるまいし」

　彼女達はまるで清流に漂う蛍の光を見送るように、そこかしこを舞う火の粉へぼんやりと目をやっている。当然、その一つでもバスタブに落ちれば、いいや目に見えない揮発した成分に触れただけでも、問答無用で火柱が上がる。

「今度の破滅はいつやってくるのでしょう」

「統計なら暇人【エルフ】さんの方が得意じゃなったっけ、予言好きのシビュラちゃん。データの蓄積だけは誰にも負けないんだから」

「……間に合うと思いますか、【迷めい宮きゆう】の操業速度に」

「間に合わせるよ」

【賢者】は一言。そこからさらにこう繫つなげた。

「ground's_nir。地の底の怪物。たとえこの島が無数の歯車を組み合わせた巨大な災厄を製造するカラクリ細工の工こう廠しようだとしても、ぶーぶー達はみんなが笑って幸せに暮らしていくためだけに、あそこまで鋭く尖とがり続けてきたんだから」







　ズタボロで傷だらけのベアトリーチェは、だからこそ今すぐ【サインアウト】で地球に送り帰す訳にもいかない。傷は残る。【パーセンテージ】系の補助もなく生身で深手が一斉に開けば現代医療の恩恵を受ける暇もなく即死だ。絶対に【魔法】で治療してから帰す必要がある。

「こっちです、こっち！」

　場所は迷ったが、人間達に紛れ込める【ストリオーナ】経由で相談を受けたフィリニオンは宿屋街ではなく山中にあるぶーぶーの家を治療場所に選んだ。最強達の代表格、カンスト組は何かと恨まれやすいので、弱っているところを人に見せたくなかったからだ。

　やはり主導するのは回復薬に強い【白しろ魔ま女じよ】で、ぶーぶーやアルメリナは彼女の指示に従って表でお湯を沸かしたり汗を拭いてやるくらいしかできない。

　だからこそ、だろうか。

　やや手持ち無沙汰なアルメリナは、ついついこんな風に口を開いていた。

「……でもベアトリーチェの話、ちょっとおかしくないか？」

「距離を超越する【ゲート】が時間まで超越する可能性もあるって話ですか？　タイムパラドクスの有無以前にそもそも【ゲート】自体の仕組みが分からないので何とも言えません」

「そうじゃなくてさ。……自分と同じ目鼻立ちをした第三者がベアトリーチェを名乗った。でも、ここはグランズニールだ。時間の壁を越えるとかエキセントリックな理論を持ち出さなくても、もっと簡単に状況を再現できるとは思わないか。大体過去の自分と出会えば矛盾になるだろ」

「ぶー。つまりどういう事？　難しそうなお話だけど、でもぶーぶーはベアトリーチェの事なら何でも知りたい」

「こっちで生まれたぶーぶーには分かりにくいかもな。でも私達は身に纏まとう【パーセンテージ】系【魔法】の組み合わせで、リアルとグランズニールで目鼻立ちを使い分けているんだ」

「ちょっと待ってください、じゃあつまり過去の自分と会うのを恐れなかったのも」

「ヤツが最初からベアトリーチェを知っていたら、そっくりにアジャストする事もできる」

　アルメリナは慎重に言葉を選びながらも、

「もちろん簡単じゃない。単にあいつと同じ装備を揃そろえれば良いって話でもない。グランズニールでの目鼻立ちは元の顔と装備の組み合わせで最終解が決まるんだし。だけど【賢者】はあらゆる【魔法】を網羅してるんだ。億通りでも兆通りでもコーディネートを繰り返して、見つけたのかもしれないぞ。ベアトリーチェ自身が驚くほどの、ベアトリーチェの像ってヤツを」

　これだって根拠はない。あくまでも仮説の一つに過ぎない。しかも仮に合っていたとしてもやはり動機は不明だ。そこまで【魔法】を極めた【賢者】が、どうして過去の時点からベアトリーチェ個人をつけ狙って目鼻立ちをアジャストしていたのかを、今のままでは説明できない。

　ぶーぶーを含めた全員が、寝かされたベアトリーチェへ目をやった。ろくに意識も回復せず、苦しくうなされるように眉間へ皺しわを寄せるか弱い少女に向けて、ぶーぶーは小さくこう呟つぶやいた。




「……何があったんだ、ベアトリーチェ」










　　　あとがき




　そんな訳で三冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回の全体テーマは死し霊りよう術じゆつ・ネクロマンシーです。人の魂をいじくって蘇そ生せいにまで手を伸ばすとなると『たった一つの命』の価値が暴落しかねないため、バトルものでの緊張感がある種削そげてしまうリスクもあって何気に難しいジャンル。おそらく二巻と三巻の順番が変更されたら台無しになるであろう事はすぐお分かりになると思われます。

　魂については一巻の頃からちょろちょろと出ているキーワードで、それをここらでまとめてみる事にしました。

　特に、イベリコオークの生き残りはぶーぶーのみ＝その力を敵方が振るうチャンスは絶対にない、という牙が城じようを切り崩せたのは大きな収穫だったかなと思っています。

　……やっぱり『ＲＰＧ的ファンタジー』を描くなら、回復魔法なり施設でお金を払うなりして死人を簡単に戦線復帰させるという、あの文化特有の救済措置から生まれた歪ゆがみは扱っておきたいな、という気持ちもありまして。まあ中には一回死んだらそれっきり、というハードなゲームもあるようですが。

『打撃』を追求したぶーぶーと違い、ディザスターについては『普通に考えたら切断できないはずの武器を使って切断する』という不思議なロマンを目指してみる事に。チョップでビール瓶の口を切り落としたり、新聞紙一枚で岩を割ったりするあのジャンルですね。鈍器を使ってヘリのローターよろしく切断芸をやってみせたり、ウォータージェットのブレードを無尽蔵に伸ばして針葉樹の森を伐採していったり、といったところでぶーぶーとは差別化を図っています。







　対してこの巻で大活躍するのはアルメリナ。剛腕一直線の女性僧侶、という極めて美味しいポジションでありながら、もっと剛腕一直線なぶーぶーの陰に隠れがちになってしまい若干不遇なサブヒロインだった彼女ですが、同じ物理系でもぶーぶーにはできない事がまだまだあるはず、負けない！　という気持ちで書いていました。今回はその辺りも大放出しています。

　三人娘の中で決定的に違うのは、アルメリナはリアルとグランズニールのどちらでも大暴れできる、といったところでしょう。二章ラストのカチコミシーンはまさに時代劇の代だい官かん屋や敷しきをイメージしています。時代劇なのに刀じゃないの？　と思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、アルメリナはお巡りさんなので刀で成敗するよりは十手で捕り物をする方なのかな、という事で。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。スカルウェーブもディザスターも、ネクロマンシーに関わる部分では存在感を示しつつグロ度を抑える（ええと、アンデッドのカジュアル化とでも言いますか）部分がすごく大変だったと思います。今回もお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。あんなアルメリナも！　こんなアルメリナも!!　いかがでしたでしょうか。困った時の頼れるお姉さん。無事受け入れていただけたらと願っております。




　では、今回はこの辺りで。




　液体窒素の湯船でくつろぐ【氷ひよう瀑ばく姫き】が何気にお気に入りです


鎌かま池ち和かず馬ま
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鎌かま池ち和かず馬ま

最強とは何ぞや、という訳でいつもはぶーぶーやベアトリーチェ達が追い回すところを、今回は最速で逃げ切る方に軸足を置いてみました。でも、この『いつも』という基準ができた事自体がシリーズとしての成長の証なのかなと。
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イラスト／真ま早はや

フィリニオンの下にモルガン、右端にグルアガッハがいます。ぶーぶーの横に骨波さんもいますので探してみてください。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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